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　なんということもないふつうの人じん生せい。

　大だい学がくを出でて一いち応おう大おお手てといわれるゼネコン＊１に入にゅう社しゃし、現げん在ざいひとり暮ぐらしの三さん十じゅう七なな歳さい。彼かの女じょはいない。

　年としのはなれた兄あにが両りょう親しんを養やしなっており、俺おれは気きままな独どく身しん貴き族ぞくというわけだ。

　身しん長ちょうも低ひくいわけではなく、顔かおも悪わるいわけではない。だけどモテない。彼かの女じょをつくろうと努ど力りょくしたこともあったが、三さん回かい告こく白はくしてフラれた時じ点てんで心こころが折おれた。まあ、この年としになると彼かの女じょがどうのというのは正しょう直じきめんどうくさい。

　仕し事ごとがいそがしいというのもあるが、別べつにいなくて困こまるというものでもないし。

　……言いい訳わけしてるのではないよ？

　なぜそんなことを考かんがえていたかというと──

「先せん輩ぱい。お待またせしました！」

　笑顔えがおで俺おれに向むかって歩あるいてくる、さわやかな青せい年ねん。そして、その横よこに並ならぶ美び人じんさん。俺おれの後こう輩はいの田た村むらと、会かい社しゃのマドンナと名な高だかい、受うけ付つけの沢さ渡わたりさんである。

　そう、今日きょうはこいつらに、結けっ婚こんするから相そう談だんに乗のってくれとたのまれたのだ。つい、なぜ自じ分ぶんはモテないのか、などと考かんがえてしまった理り由ゆうである。で、仕し事ごと帰がえりに待まち合あわせ場ば所しょの交こう差さ点てん脇わきで、電でん柱ちゅうにもたれてつらつらともの思おもいにふけっていたというわけだ。

「おう。で、相そう談だんってなんだ？」

　俺おれは沢さ渡わたりさんに目めをやりながら質しつ問もんする。

「どうも初はじめまして、沢さ渡わたり美み穂ほです。いつもお見みかけしてますが、話はなすのは初はじめてですね。なんだか緊きん張ちょうします」

　緊きん張ちょうしてるのは俺おれのほうだっての！

　そもそも俺おれは、女じょ子しと話はなすのが苦にが手てなのだ。

　察さっしろって……などと、内ない心しんでボヤく俺おれ。

　だいたい、どう見みても恋れん愛あいに縁えんのなさそうな俺おれに持もってくる相そう談だんではない。絶ぜっ対たいに当あてつけだろうと思おもう。おそらく、まちがいないだろう。

「ども。三み上かみ悟さとるです。緊きん張ちょうなんてしなくても大だい丈じょう夫ぶですよ。沢さ渡わたりさんは会かい社しゃで有ゆう名めいだから、紹しょう介かいされなくても知しってますよ。田た村むらはたまたま同おなじ大だい学がくでして、会かい社しゃの研けん修しゅう会かいで意い気き投とう合ごうしましてね。それ以い来らいの付つき合あいなんです」
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「有ゆう名めいってなんですか！　なんか、変へんなうわさでも流ながれてるんですか？」

「ええ。木き原はら部ぶ長ちょうと浮うわ気きしてるとか、亀かめ山やまくんとデートしてたとかね」

　ついからかいはじめてしまった。軽かるいジョークのつもりだったのだが沢さ渡わたりさん、顔かおを真まっ赤かにしながら涙なみだ目めになってしまって。これは、かわいいわ。

　俺おれのジョークはデリカシーに欠かけるしセンスもないから、絶ぜっ対たいにやめておけとよく言いわれるんだけど、ついつい言いってしまうのだ。

　やはり、今こん回かいも失しっ敗ぱいか。やっぱ俺おれ、性せい格かく悪わるいな。

　田た村むらが沢さ渡わたりさんの肩かたをたたきながらとりなしてる。

　くそ、田た村むらめ！　こういう状じょう況きょうはまさに、リア充じゅう爆ばく発はつしろ！　ってさけぶ場ば面めんだな。

「先せん輩ぱい、それくらいにしてくださいよ！　美み穂ほもからかわれてるだけだって」

　笑わらいながらとりなす田た村むら。できた後こう輩はいだ。

　嫌いや味みがなくてさわやかで、にくめないヤツなのだ。

　田た村むらはまだ二に十じゅう八はっ歳さいで、俺おれとはだいぶ年としもはなれてるのに、なぜか馬うまが合あった。しょーがない、素す直なおに祝しゅく福ふくしてやるか……。

「すまんな、性せい格かくが悪わるいもんでね。まあ、ここで話はなすのもなんだし、場ば所しょを変かえて飯めしでも食くいながら話はなし聞きくわ」

　ねたんでてもしかたない。そう思おもって俺おれが言いったときだ。




「「「キャ[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]」」」




　悲ひ鳴めい。混こん乱らん。

　なんだ？　何なにが起おきてる!?

「どけ！　殺ころすぞ!!」

　その声こえに振ふり向むくと、包ほう丁ちょうとかばんを持もった男おとこが走はしってくるのが見みえた。

　悲ひ鳴めいが聞きこえる。男おとこが向むかってくる。手てには包ほう丁ちょう。包ほう丁ちょう？　その切きっ先さきが向むかうのは……。




「田た村むらぁ[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]」




　俺おれが田た村むらを突つき飛とばした瞬しゅん間かん、背せ中なかに焼やけるような痛いたみが走はしった。俺おれはその場ばにくずれ落おちるようにうずくまり、背せ中なかの痛いたみにたえる。

　何なにが起おきたのか理り解かいできない。動うごきたくても動うごけないのだ。

「じゃますんなぁ[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]」

　さけびながらにげていく男おとこをながめて、田た村むらと沢さ渡わたりさんの無ぶ事じを確かく認にんする。

　田た村むらが、言こと葉ばにならないさけび声ごえを上あげながら駆かけ寄よってきた。

　沢さ渡わたりさんはとつぜんの事じ態たいに茫ぼう然ぜん自じ失しつ＊２になっているようだが、ケガはなさそうだ。よかった。

　それにしても、背せ中なかが熱あつい。痛いたいとかそんな感かん覚かく通とおりこして、背せ中なかが熱あつい。

　なんだこれ？　熱あつすぎる……かんべんしてほしい。




《確かく認にんしました。『対たい熱ねつ耐たい性せい』獲かく得とく……成せい功こうしました》




　もしかして……刺さされちゃった？

　刺さされて死しぬとか、ないわぁ……。




《確かく認にんしました。『刺し突とつ耐たい性せい』獲かく得とく……成せい功こうしました。続つづけて、『物ぶつ理り攻こう撃げき耐たい性せい』獲かく得とく……成せい功こうしました》




「先せん輩ぱい、血ち、血ちが出でて……血ちが止とまらないんですぅ」
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　なんだ、うるさいヤツだ。田た村むらか。変へんな声こえが聞きこえた気きがしたが、田た村むらならしょーがない。

　血ち？　そりゃ、出でるよ。俺おれだって人にん間げんだ。刺さされたら血ちくらい出でるさ！

　しかし、痛いたいのはかなわんな……。




《確かく認にんしました。『痛つう覚かく無む効こう』獲かく得とく……成せい功こうしました》




　えっと……ヤバイ。俺おれも痛いたみとあせりで意い識しきが混こん乱らんしているようだ。

「た、田た村むら……うるさいぞ。た、たいしたことないだろ？　心しん配ぱいすんな……」

「先せん輩ぱい、血ち、血ちが……」

　泣なきじゃくりそうな顔かおして、俺おれをかかえようとする田た村むら。男おとこ前まえが台だい無なしだな。

　沢さ渡わたりさんの様よう子すを見みようとしたが、視し界かいがかすんでよく見みえない。

　背せ中なかの熱あつさが感かんじられなくなり、かわりに猛もう烈れつな寒さむ気けが俺おれをおそった。

　ヤバイ、な……。人ひとは血けつ液えきが足たりないと死しぬんだっけか。




《確かく認にんしました。血けつ液えきが不ふ要ような身体からだを作さく成せいします……成せい功こうしました》




（ちょ、おまえ、さっきから何なに言いってるんだ？　よく聞きき取とれない……）

　声こえを出だそうとして、出でなかった。ヤバイ。本ほん当とうに俺おれ、死しぬかも……。

　てか、だんだん痛いたみも感かんじなくなってきた。

　寒さむいのだ。寒さむくてどうしようもない。なんてことだ……寒さむさでこごえるとか、俺おれもいそがしいな。




《確かく認にんしました。『対たい寒かん耐たい性せい』獲かく得とく……成せい功こうしました。『対たい熱ねつ耐たい性せい』『対たい寒かん耐たい性せい』を獲かく得とくしたことにより、『熱ねつ変へん動どう耐たい性せい』にスキルが進しん化かしました》




　そのとき、俺おれの死しにかけの脳のう細さい胞ぼうが、ひらめきのように重じゅう要ようなことがらを思おもい出だす。

　そうだ！　ＰＣパソコンのＨＤＤハードディスクの中なか身み!!

「田た村むらぁ[image: ー][image: ー]!!　万まんが一いち、万まんが一いちだが、俺おれが死しんだら……俺おれのＰＣパソコンをたのむ。風ふ呂ろにしずめて、電でん気き流ながして、データを完かん全ぜんに消しょう去きょしてやってくれ……」

　俺おれは、最さい後ごの気き力りょくを振ふりしぼって、心こころ残のこりであった最さい重じゅう要よう事じ項こうを伝つたえた。




《確かく認にんしました。電でん流りゅうによるデータの消しょう去きょ……情じょう報ほう不ぶ足そくにより実じっ行こう不ふ能のう。失しっ敗ぱいしました。代だい行こう措そ置ちとして、『電でん流りゅう耐たい性せい』獲かく得とく……成せい功こうしました。付ふ属ぞくして、『麻ま痺ひ耐たい性せい』獲かく得とく……成せい功こうしました》




　田た村むらは一いっ瞬しゅん何なにを言いわれたのかわからなかったのか、きょとんとした顔かおをした。

　そのあと意い味みを理り解かいした様よう子すで、苦く笑しょうをもらす。

「ははっ、先せん輩ぱいらしいですね──」

　男おとこの泣なき顔がおなんて見みたくないしな。苦にが笑わらいでも、泣なき顔がおよかマシだ。

「俺おれ、本ほん当とうは、沢さ渡わたりのこと、先せん輩ぱいにじまんしたくて……」

　そうだろうと思おもったよ……。まったく、このやろうは。

「チッ……、たく。ぜんぶ許ゆるしてやるから、彼かの女じょのこと、幸しあわせにしてやれよ。ＰＣパソコンたのんだぞ……」

　最さい後ごの力ちからで、それだけを伝つたえた。





●　▲　▽　■　○　■






　なんということもないふつうの人じん生せい。

　大だい学がくを出でて一いち応おう大おお手てといわれるゼネコンに入にゅう社しゃし、現げん在ざいひとり暮ぐらしの三さん十じゅう七なな歳さい。彼かの女じょはいない。

　年としのはなれた兄あにが両りょう親しんを養やしなっており、俺おれは気きままな独どく身しん貴き族ぞくだった。

　おかげで、童どう貞てい。

　まさか、未み使し用ようであの世よに旅たび立だつことになるとは……俺おれの息子むすこも泣ないてるだろう。

　すまんな、おまえを大人おとなにしてやれなくて……。

　次つぎ生うまれ変かわることができたら、ガンガンせめよう。声こえかけまくって、食くいまくるぞ……。ってそれはだめか。




《確かく認にんしました。ユニークスキル『捕ほ食しょく者しゃ』を獲かく得とく……成せい功こうしました》




　そして四よん十じっ歳さい目もく前ぜんの俺おれなんて、三さん十じっ歳さい童どう貞ていで「魔ま法ほう使つかい」ならもうすぐ「賢けん者じゃ」＊３だったのに……「大だい賢けん者じゃ」も夢ゆめじゃないが、さすがにそこまではどうかと思おもうけど。




《確かく認にんしました。エクストラスキル『賢けん者じゃ』を獲かく得とく……成せい功こうしました。続つづけて、エクストラスキル『賢けん者じゃ』をユニークスキル『大だい賢けん者じゃ』に進しん化かさせます……成せい功こうしました》




　……って、さっきからなんだ？　何なにが、《ユニークスキル『大だい賢けん者じゃ』》だ。なめてるのか？

　ぜんぜんユニークなんかじゃねーよ！

　笑わらえないよ、こっちは！

　本ほん当とうに失しつ礼れいな……。

　そんなことを考かんがえながら、俺おれは眠ねむりについた。




　これが死しぬってことか……思おもったほどさびしくないな。




　それが、俺おれがこの世よで思おもった最さい後ごの言こと葉ばだった。








＊１ ゼネコン…土ど木ぼくから建けん築ちく工こう事じまですべてうけおう、総そう合ごう建けん築ちく会がい社しゃ。

＊２ 茫ぼう然ぜん自じ失しつ…あっけにとられて、我われを忘わすれてしまうこと。

＊３ 賢けん者じゃ…ものごとの正ただしい筋すじ道みちをよく知しっている、かしこい人ひと。ゲームの世せ界かいでは、魔ま法ほう使つかいよりランクが高たかい職しょく業ぎょうとされることが多おおい。
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　暗くらい。

　真まっ暗くらで何なにも見みえない。

　ここはどこだ？　てか、どうなった。

　たしか、賢けん者じゃだ大だい賢けん者じゃだとバカにされたよーな……。




　そこで、俺おれの意い識しきは覚かく醒せい＊４した。

　俺おれの名な前まえは、三み上かみ悟さとる。三さん十じゅう七なな歳さいのナイスガイ。

　路ろ上じょうで後こう輩はいを、通とおり魔まらしきヤツからかばって刺さされたんだった。

　よし、覚おぼえてる。大だい丈じょう夫ぶだ、まだあわてる時じ間かんじゃないようだ。

　だいたい、クールな俺おれがあわてたことなんて、小しょう学がく生せいのころう○こもらしたときくらいのものだ。

　まわりを見み回まわそうとして、気きづく。目めが開あけられない。

　まいったなと、頭あたまをかこうとして……手てが反はん応のうしない。それ以い前ぜんにどこに頭あたまがあるのだろう。

　混こん乱らんする。

　オイオイ、ちょっと待まってくれよ。

　時じ間かんをくれ、落おち着つくから。こういうときは素そ数すうを数かぞえたらいいんだっけ？

　一いち、二に、三さん、ダァ[image: ー][image: ー][image: ー]!!

　ちがう。そうじゃない。そもそも、一いちは素そ数すうではないんだっけ？

　いやいや、それもどうでもいい。

　そんなバカなことを言いっている場ば合あいではないぞ、ヤバイんじゃない？

　あれ？　ちょ、どうなってんだこれ!?

　もしかして……ひょっとすると、すでにあわてないとだめな時じ間かんなんじゃない？

　俺おれはあせって、どこか痛いたむところはないか確かく認にんする。

　痛いたみはない。快かい適てきだ。

　寒さむさも暑あつさも感かんじない。実じつに居い心地ごこちのいい空くう間かんにいるようだ。

　そのことに少すこしだけ安あん心しんする。

　次つぎに手て足あしを確かく認にん。指ゆび先さきどころか、手ても足あしも反はん応のうはなかった……。

　どういうことだ？

　刺さされただけで、手てや、足あしがなくなるハズないし、どうなってる？

　そもそも、目めが開あけられない。

　何なにも見みえない、真まっ暗くらな空くう間かんにいるのだ。

　俺おれの心こころに、かつて感かんじたこともないものすごい不ふ安あんが押おし寄よせてきた。

　これは……意い識しき不ふ明めい状じょう態たいになった、とか？

　実じっ際さいには意い識しきだけはあるが、神しん経けいが切せつ断だんされて動うごけないとか？

　いやいやいや、かんべんしてくれよ！

　考かんがえてみてほしい。

　人ひとは、暗くら闇やみに閉とじこめられるとあっという間まに気きが変へんになるという。今いまの俺おれはまさにその状じょう態たいであり、さらには、自じ分ぶんで死しぬこともできないのだ。

　このまま気きが変へんになるのみなど、絶ぜつ望ぼうするなというほうが不ふ可か能のうだろう。

　そのとき、サワリッと、身体からだにふれる感かん触しょくがあった。

　ん？　なんだろう……？

　俺おれの感かん覚かくがすべて、その感かん触しょくに意い識しきを集しゅう中ちゅうする。

　腹はら？　の横よこあたりをなでるように、草くさらしきものがふれていた。

　そのあたりに意い識しきを集しゅう中ちゅうすると、自じ分ぶんの身体からだの範はん囲いがおぼろげながらに理り解かいできた。たまに、葉はの先さきっちょが自じ分ぶんの身体からだにツンツンと刺ささる感かん触しょくがある。

　俺おれはちょっとうれしくなった。

　未いまだ、真まっ暗くらな中なかにいる。しかし、五ご感かんのうちの触しょっ覚かくだけでも感かんじることができたのだから。

　おもしろくなって、その草くさに向むかおうとすると──

　ズルリ。

　はいずるように、自じ分ぶんの身体からだが動うごくのがわかった。

　動うごいた……だと!?

　このとき、はっきりと、自じ分ぶんが病びょう院いんのベッドの上うえにはいないと判はん明めいした。自じ分ぶんの腹はら？　の下したの感かん触しょくが、ゴツゴツとした岩いわのような形けい状じょうをしていると感かんじたからだ。

　なるほど……ぜんぜんわからんけど、どうやら病びょう院いんにはいないようだ。

　そのうえ、目めも耳みみも機き能のうしていない。

　どこが頭あたまかわからないが、草くさに向むけて移い動どうする。接せっ触しょくしている部ぶ分ぶんに意い識しきを向むける。

　においはまったく感かんじない。おそらく、嗅きゅう覚かくもないのではなかろうか？

　というか、自じ分ぶんの身体からだの形けい状じょうがわからない。

　認みとめたくないが、流りゅう線せん型けいのぷよぷよした、あの〝モンスター〟みたいな形けい状じょうをしているような。

　そういう気きが、先さきほどから脳のう裏りをかすめている。

　いやいや……そんなハズないさ。いくらなんでも、そんなハズ……。

　とりあえず、その不ふ安あんは置おいておく。

　俺おれは、人にん間げんの五ご感かんのうち、試ためしていない最さい後ごのひとつを試ためしてみることにした。

　しかし、口くちがどこにあるのかわからない。どうしたものか？




《ユニークスキル『捕ほ食しょく者しゃ』を使し用ようしますか？　　ＹＥＳイエス／ＮＯノー》




　とつぜん、俺おれの脳のう裏りに声こえがひびいた。

　は？　何なに、なんだって？　ユニークスキル『捕ほ食しょく者しゃ』……だと？

　てか、この声こえはなんだ？

　田た村むらとの会かい話わの最さい中ちゅうにも変へんな声こえが聞きこえていたような気きがしたが、気きのせいではなかったのか？

　だれかいるのか？　だが、違い和わ感かんがある。これは、だれかいるというより……心こころに言こと葉ばがうかびでているだけという感かんじ。

　人ひとの意い思しを感かんじない、ＰＣパソコンの自じ動どう音おん声せいのような無む機き質しつな感かんじと言いえばいいのか。




　とりあえず、ＮＯノー！　だ。

　反はん応のうはない。しばらく待まったが、声こえを感かんじることはなかった。

　どうやら、二に度ど目めの問といかけはないようだ。選せん択たくをまちがったか？　これは、ＹＥＳイエスを選せん択たくしないと詰つむゲームなのか？

　ＲアールＰピーＧジーのように、ＹＥＳイエスを選せん択たくするまで同おなじ質しつ問もんを続つづけてくるのかと思おもっていたのだが、ちがったらしい。

　声こえをかけて質しつ問もんだけしてその後ご放ほう置ちとは、本ほん当とうに失しつ礼れいなヤツである。

　声こえが聞きこえて、実じつはちょっとだけうれしかったのに。

　俺おれは少すこしだけ後こう悔かいした。

　まあ、しかたない。さっきやりかけていた、味み覚かくを試ためすか。

　先さきほどの草くさに向むけて身体からだを動うごかす。

　草くさにふれている部ぶ分ぶんの感かん触しょくを確たしかめながら、草くさにのしかかった。草くさをおおうように、身体からだで感かん触しょくを確たしかめる。やはり、これは草くさでまちがいなさそうだ。

　俺おれが草くさの感かん触しょくを確たしかめていると、草くさと俺おれの身体からだの接せっ触しょく部ぶ分ぶんがとけだした。俺おれの身体からだがとけたのかとあせったが、どうやらとけたのは草くさだけのようだ。

　そして、身体からだの中なかにとけた草くさの成せい分ぶんが取とりこまれるのが理り解かいできた。

　どうやら、草くさをとかして取とりこんだようだ。つまり、俺おれの身体からだは口くちではなく、接せっ触しょく部ぶ分ぶんで草くさを取とりこめるのだ。ちなみに、味あじはまったく感かんじなかった。




　これはつまり、そういうことのようだ。

　どうやら、俺おれは人にん間げんではなくなっている。これはほぼまちがいない。

　ということは、やはり刺さされて死しんでしまったのだろうか？

　疑ぎ問もんというよりは、ほぼ確かく信しんしているのだが。それなら、今いま病びょう院いんではなく、岩いわ場ばのような草くさの生はえたところにいることにも納なっ得とくがいく。

　田た村むらはどうなった？

　沢さ渡わたりさんは？

　俺おれのＰＣパソコンはちゃんと破は壊かいされたのか？

　疑ぎ問もんはつきない。しかし、もはやなやんでもしかたないのかもしれない。今こん後ごどうするか考かんがえないと。

　となると、やはり今いまの俺おれの形けい態たい──

　さっきの感かん触しょくからして……。

　俺おれはあらためて、自じ分ぶんの身体からだに意い識しきを向むける。

　ぷよん。ぷよん。

　リズミカルに動うごく自じ分ぶんの身体からだ。

　真まっ暗くら闇やみの中なかで、自じ分ぶんの身体からだの境きょう界かいがどこなのか時じ間かんをかけて確たしかめた。

　なんということでしょう！

　あんなに格かっ好こうよくて男おとこらしかったのに、今いまではこんなに流りゅう線せん的てきな洗せん練れんされたスタイルに！

　って、アホか！　認みとめられるかぁー!!

　身体からだの境きょう界かいを感かんじる限かぎり、どう考かんがえても、ヤツを連れん想そうしてしまう。

　いやいや、だって、ねえ？

　きらいじゃないよ？　うん。かわいいと思おもえることもあるさ！

　でもさ、自じ分ぶんがなりたいか？　と聞きかれれば、九きゅう割わりの人ひとは心こころを同おなじにしてくれるだろう。

　だが、認みとめるしかないのかもしれない……。

　どうやら俺おれの〝魂たましい〟は、異ことなる世せ界かいで生うまれた魔ま物ものに生うまれ変かわったのだ、と。

　本ほん来らいありえないような、天てん文もん学がく的てき確かく率りつなのかもしれないけれど……。

　俺おれは、スライムに転てん生せいしてしまったのだ。




[image: ]




　もしゃもしゃ。

　もしゃもしゃもしゃ。

　俺おれは、草くさを食くっていた。

　なぜかって？　決きまってるさ！

　ひま、ＤＡダ・ＫＡカ・ＲＡラ、だよ！




　自じ分ぶんがスライムだと、いやいやながらも認みとめてから結けっ構こうな日ひにちがたったと思おもう。何なん日にち経けい過かしたのかまではわからないけど……。何なにしろ、暗くら闇やみでは時じ間かんの感かん覚かくがまったくないのだ。

　その日ひ々びで実じっ感かんしたのだが、スライムの身体からだというのは思おもったよりも便べん利りだった。腹はらも減へらなければ、眠ねむくもならない。つまり、食しょく事じも睡すい眠みんも不ふ要ようなのだ。

　もうひとつ判はん明めいしたことがある。

　この場ば所しょには不ふ確たしかながらも、他ほかに生せい物ぶつはいないようなのだ。おかげで、命いのちの危き険けんを感かんじることもないわけで……。ただただ、ひまな毎まい日にちを送おくっていたのだ。

　この間かん、あの変へんな声こえも聞きこえなかった。今いまなら相あい手てしてやってもいいのだが。

　で、しかたなしに草くさを食くっている。

　他ほかにできることが何なにもないのだから、しかたない。ひまつぶし感かん覚かくで食たべているのだ。

　今いまでは、吸きゅう収しゅうした草くさが体たい内ないで分ぶん解かいされ、成せい分ぶんがより分わけられて蓄ちく積せきされていく様よう子すが、感かん覚かくでわかるまでになった。

　そこになんの意い味みがあるかと問とわれれば、意い味みはないのだが。

　何なにかをしていないと気きが変へんになってしまいそうで、こわかっただけだ。

　ここ最さい近きんで慣なれてしまった、吸きゅう収しゅう・分ぶん解かい・収しゅう納のうをくり返かえす。

　ここで不ふ思し議ぎな点てんがあった。

　今いままで一いち度ども排はい泄せつ行こう為い＊５をしていないのだ。

　スライムだから必ひつ要ようないといえばそれまでだが、では、この収しゅう納のうされたモノはどこに行いったのだろう？

　感かん覚かくでは、元もとの形けい態たいから変へん化かしているようには感かんじない。

　どうなっているんだ？




《解かい。ユニークスキル『捕ほ食しょく者しゃ』の胃い袋ぶくろに収しゅう納のうされています。なお、現げん在ざいの空くう間かん使し用よう率りつは一いちパーセント未み満まんです》




　なんだと？　返へん事じキター!!

　しかし、いつの間まにスキル使し用ようしたんだ？　ＮＯノー！　と答こたえたはずなのに。




《解かい。ユニークスキル『捕ほ食しょく者しゃ』は使し用ようされておりません。体たい内ないに取とりこまれた物ぶっ質しつは、自じ動どうで胃い袋ぶくろに収しゅう納のうされる設せっ定ていになっています。これは任にん意いで変へん更こう可か能のうです》




　なんだと？　今こん度どは返へん事じがスムーズに来きたな。いや、それは置おいておいて……。

　ということは、スキルを使し用ようすると、どうなるんだ？




《解かい。ユニークスキル『捕ほ食しょく者しゃ』の効こう果か──





　捕ほ食しょく：対たい象しょうを体たい内ないに取とりこむ。ただし、対たい象しょうに意い識しきが存そん在ざいする場ば合あい、成せい功こうの確かく率りつは大おお幅はばに減げん少しょう。効こう果かの対たい象しょうは、有ゆう機き物ぶつ・無む機き物ぶつに限かぎらず、スキル・魔ま法ほうにもおよぶ。







　解かい析せき：取とりこんだ対たい象しょうを解かい析せき・研けん究きゅうする。作さく成せい可か能のうアイテムを創そう造ぞう。物ぶっ質しつがそろっている場ば合あい、コピーを作さく成せいすることも可か能のう。術じゅつ式しきの解かい析せきに成せい功こうすると、対たい象しょうのスキル・魔ま法ほうの習しゅう得とくが可か能のう。







　胃い袋ぶくろ：捕ほ食しょく対たい象しょうを収しゅう納のうする。また、解かい析せきにより作さく成せいされた物ぶっ質しつの保ほ管かんも可か能のう。胃い袋ぶくろに収しゅう納のうされると時じ間かん効こう果かがおよばない。







　擬ぎ態たい：取とりこんだ対たい象しょうを再さい現げんし、同どう等とうの能のう力りょくを行こう使し可か能のう。ただし、情じょう報ほうの解かい析せきに成せい功こうした対たい象しょうに限かぎる。







　隔かく離り：解かい析せきのおよばない有ゆう害がいな効こう果かを収しゅう納のうする。無む害がい化かを行おこない、魔ま力りょくに還かん元げん＊６。






以い上じょうの五いつつが主おもな能のう力りょくです》




　え？　……え？

　ひさびさに動どう揺ようした。何なにか、すごい能のう力りょくに聞きこえたぞ……。決けっして、スライムごときが所しょ有ゆうしていい能のう力りょくではないような。

　待まて、それ以い前ぜんに俺おれの質しつ問もんに答こたえてくれる声こえ、これはなんだ？　だれかいるのか？




《解かい。ユニークスキル『大だい賢けん者じゃ』の効こう果かです。能のう力りょくが定てい着ちゃくしたため、反はん応のうをすみやかに行おこなうことが可か能のうとなりました》




　大だい賢けん者じゃか……。バカにされてるのかとなげいていたが、今いまとなってはたのもしい。これからもたよりにさせてもらおう。

　というか、この際さいなんだっていいさ。

　この果はてのないと思おもわれた孤こ独どくがいやされるのなら。

　もしかしたらこの〝声こえ〟は、俺おれのつくりだした幻げん聴ちょうなのかもしれない。でもそれでもいい。

　俺おれは、ひさしぶりに自じ分ぶんの心こころが軽かるくなったのを実じっ感かんしたのだった。





●　▲　▽　■　○　■






　現げん在ざい、俺おれがスライムに転てん生せいして九きゅう十じゅう日にちが経けい過かした。

　正せい確かくには、九きゅう十じゅう日にちと七しち時じ間かん三さん十じゅう四よん分ぷん五ご十じゅう二に秒びょうである。

　なぜここまで正せい確かくに断だん言げんできるのか？　それは、ユニークスキル『大だい賢けん者じゃ』による補ほ正せい効こう果かだ。

　いやー、このスキル、マジで便べん利り。困こまったときの『大だい賢けん者じゃ』である。俺おれが感かんじた疑ぎ問もんに、なんでも答こたえてくれるのだから。

『大だい賢けん者じゃ』によると、スキルが俺おれの魂たましいに定てい着ちゃくするのに九きゅう十じゅう日にちかかったそうだ。ただし、本ほん来らいならば会かい話わによる返へん答とうなどできなかったとのこと。俺おれの疑ぎ問もんに答こたえるために自じ己こ改かい造ぞうを行おこない、〝世せ界かいの言こと葉ば〟の権けん能のう＊７の一いち部ぶを流りゅう用ようしたのだと説せつ明めいされた。

　通つう常じょうでは、疑ぎ問もんに対たいして心こころに言こと葉ばがひびく、などという便べん利りな能のう力りょくはないらしい。世せ界かいの改かい変へんが行おこなわれたり、スキルの獲かく得とくや進しん化かが行おこなわれたりした際さいに、〝世せ界かいの言こと葉ば〟がひびくのだとか。

　もっとも、スキルの獲かく得とくや進しん化かがふつうに行おこなわれているわけではないようだ。なんらかの成せい長ちょうを世せ界かいが認みとめた際さいに、まれに獲かく得とくできることがあるのが『能力スキル』らしい。『進しん化か』など、それこそふつうの人ひとには縁えんのないものなのだそうだ。

　まったく意い味みがわからなかったけど、そういうものだと割わり切きった。

『大だい賢けん者じゃ』が質しつ問もんに答こたえてくれるようになったが、あくまでも受じゅ動どう的てきで自じ我がはないのだ。

　こちらから話はなしかけないと、向むこうからこちらへの問といかけはない。そこが残ざん念ねんなところでもある。

　しかし、言こと葉ばのキャッチボールが一いっ方ぽう通つう行こうでも可か能のうなのはうれしいことだ。

　自じ分ぶんのスキルと会かい話わなんて、元もとの世せ界かいでは変へんな妄もう想そう乙おつってところだが……。

　というわけで、真まっ暗くら闇やみで他ほかにすることもなかった俺おれは質しつ問もんしまくったのだ。

　その結けっ果か、まちがいなく俺おれはスライムになっていることが判はん明めいした。

　空くう腹ふくや睡すい眠みんが必ひつ要ようない理り由ゆうも判はん明めいした。

　この世せ界かいのスライムは、魔ま素そを吸きゅう収しゅうできれば食しょく事じをとる必ひつ要ようがない。魔ま素その濃のう度どの少すくない地ち方ほうでは、モンスターなり小しょう動どう物ぶつなりを吸きゅう収しゅうして魔ま素その補ほ充じゅうを行おこなうらしい。

　ゆえに、この世せ界かいではめずらしく、魔ま素そのうすい地ち方ほうのスライムのほうが凶きょう暴ぼうで強つよいらしい。ふつうは、魔ま素その濃のう度どの濃こい地ち方ほうのほうがモンスターの強つよさも上うえなのだ。

　つまりこの場ば所しょは、食しょく事じの必ひつ要ようがないくらいに魔ま素そが濃こいのだ。

　そして睡すい眠みんに関かんしては、




《解かい。スライムの身体からだはすべてが同どう一いつの細さい胞ぼうの集しゅう合ごう体たいです。ひとつひとつの細さい胞ぼうが脳のう細さい胞ぼうであり、神しん経けいであり、筋きん肉にくなのです。ゆえに、思し考こうする演えん算ざん細さい胞ぼうが持もち回まわりで休きゅう憩けいするために、睡すい眠みんは不ふ要ようです》




　とのことだった。

　俺おれの記き憶おくはどこに記き録ろくされるのか？

　おそらく、ＰＣパソコンのＨＤＤハードディスクでいうところの、ＲＡＩＤレイド＊８のような状じょう態たいになっているのではなかろうか？と考かんがえたら、《だいたい合あっています》と返へん答とうされた。

『大だい賢けん者じゃ』は意い外がいにあいづちがうまいヤツだ。

　で、気きになった『大だい賢けん者じゃ』のスキル効こう果かは五いつつ。


　　思し考こう加か速そく：通つう常じょうの千せん倍ばいに知ち覚かく速そく度どを上じょう昇しょうさせる。




　　解かい析せき鑑かん定てい：対たい象しょうの解かい析せきおよび、鑑かん定ていを行おこなう。




　　並へい列れつ演えん算ざん：解かい析せきしたい事じ象しょうを、思し考こうと切きりはなして演えん算ざん＊９を行おこなう。




　　詠えい唱しょう破は棄き：魔ま法ほうなどを行こう使しする際さい、呪じゅ文もんの詠えい唱しょう＊10を必ひつ要ようとしない。




　　森しん羅ら万ばん象しょう：この世せ界かいの、隠いん蔽ぺい＊11されていない事じ象しょうのすべてを網もう羅ら＊12する。



　というものだった。

　森しん羅ら万ばん象しょうだと？　これはすべての知ち識しきが労ろうせず手てに入はいったのか!?　と思おもったのだが……。

　実じっ際さいには、俺おれがふれた情じょう報ほうに対たいして、俺おれの知しりえることがらにのみ、情じょう報ほう開かい示じが可か能のうとのこと。

　つまりは、一いち度ど認にん識しきする必ひつ要ようがあるが、理り解かいできたことがらに関かんしては解かい析せき可か能のうな能のう力りょくということのようだ。

　そして、詠えい唱しょう破は棄き。これって、魔ま法ほう習しゅう得とくしたら唱となえなくても行こう使しできるってことか？　というか、やはりあるのか魔ま法ほう!!

　答こたえはＹＥＳイエス。

　そうとわかれば、魔ま法ほうが覚おぼえたくてしかたなくなった。

　だめ元もとで『大だい賢けん者じゃ』に使つかえないか確かく認にんしたが、無む論ろん無む理りだった。

　だがここでひらめいた。『捕ほ食しょく者しゃ』の解かい析せきに『大だい賢けん者じゃ』の並へい列れつ演えん算ざんをリンクさせることは可か能のうか？




《解かい。『捕ほ食しょく者しゃ』の解かい析せきに『大だい賢けん者じゃ』の並へい列れつ演えん算ざんをリンクさせることは可か能のうです。リンクさせますか？　　ＹＥＳイエス／ＮＯノー》




　無む論ろん、ＹＥＳイエスだ！　といっても解かい析せきするものもないか……待まてよ？

　胃い袋ぶくろに収おさめたという、ひまつぶしで食たべてた草くさ。あれはなんだろう？

　まあ他ほかに何なにもすることないし、あれでも解かい析せきさせてみるとするか。

　というわけで、さっそく実じっ行こう。

　………

　……

　…




《解かい析せきが終しゅう了りょうしました──





　ヒポクテ草そう：傷きず薬ぐすりの原げん材ざい料りょう。魔ま素その濃のう厚こうな場ば所しょにしか繁はん殖しょくしない。草くさの汁しると魔ま素そを融ゆう合ごうさせると回かい復ふく薬やくになる。葉はをすりつぶし、魔ま素そと融ゆう合ごうさせると傷きずをふさぐ軟なん膏こうになる》






　なんと！　ひまつぶしにためにためた雑ざっ草そうが……。

　思おもわぬところで、棚たなからぼたもちというヤツだ。

　俺おれはさっそく、回かい復ふく薬やくと傷きず薬ぐすりの作さく成せいを実じっ行こうした。といっても、体たい内ないで勝かっ手てに作さく成せいされているので実じっ感かんはないが。解かい析せきには一いち秒びょうもかからなかったし、作さく成せいするのも三さん秒びょうもかからずにひとつできた。五ご分ふんあれば百ひゃっ個こはできる。

　品ひん質しつは比くらべるものがないのでよくわからんが、鑑かん定ていしたら〝上じょう品ひん質しつ〟となっていた。

　満まん足ぞくするできばえなのだろう。てか、解かい析せきにしろ作さく成せいにしろ、ものすごく速はやい。問とうと、ふつうはもっと時じ間かんがかかるらしい。並へい列れつ演えん算ざんをリンクさせて正せい解かいだったようだ。

　試ためしに、リンクを解かい除じょして一いっ個こ作さく成せいしてみた。五ご十じっ分ぷんかかった。

　おそろしく短たん縮しゅくされていた。

　どうやら相あい性しょうのいいスキルをゲットできていたようだ。無む自じ覚かくだったけど……。

　中なかには雑ざっ草そうもまじってはいたが、ここに生はえている草くさはほぼヒポクテ草そうのようだ。

　いざというときに備そなえて、ここにある草くさをすべて食たべる勢いきおいで捕ほ食しょくを開かい始しした。
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　それと同どう時じに、胃い袋ぶくろの中なかではせっせと回かい復ふく薬やくも作さく成せいしておく。

　なんといっても、未いまだ真まっ暗くら闇やみの中なか。他ほかにできることなどないのだから……。




　このときの俺おれは、完かん全ぜんに気きがぬけていた。

　自じ分ぶんのスキルであり、受じゅ動どう的てきだとはいえ質しつ問もんに答こたえてくれる相あい手てができたことで、調ちょう子しに乗のってしまったのもある。

　この九きゅう十じゅう日にち、まったく他ほかの生せい物ぶつに遭そう遇ぐうした気け配はいもなく、命いのちの危き険けんもなかったことも一いち因いんだろう。

　なんにせよ、俺おれは油ゆ断だんしていたのだ。

　え？　と思おもったのは一いっ瞬しゅん。

　自じ分ぶんの身体からだが不ふ意いに軽かるくなったような重おもくなったような……非ひ常じょうに不ふ安あん定ていな状じょう態たいに。




　もしかして……、水みずに落おちた？




　この九きゅう十じゅう日にち間かん、水すい滴てきが身体からだに落おちてくる感かん覚かくはなかった。つまり、雨あめの降ふらない洞どう窟くつか、屋おく内ないにいるものと思おもっていたため、その可か能のう性せいをまったく考かんがえていなかったのだ。

　川かわか何なにかにつるんとすべって落おちたみたいだ。屋おく内ないに川かわとかないだろうから、ひょっとすると洞どう窟くつ内ないの地ち底てい湖ことかそんな感かんじだろうか……？

　さっきまでは、真まっ暗くら闇やみでまわりが見みえない中なか、一いっ歩ぽ一いっ歩ぽ確たしかめて移い動どうしていた。

　それなのに、スキルの解かい説せつを受うけ調ちょう子しに乗のって『捕ほ食しょく者しゃ』のスキルで草くさを食くいまくった結けっ果か、足あし元もとの確かく認にんをおこたったのだ。

　俺おれってヤツはいつもこうだ。すぐ調ちょう子しに乗のって失しっ敗ぱいする。

　取とり引ひき先さきでも、「任まかせてください！　楽らく勝しょうっすよ！」とか、調ちょう子しのいい返へん事じで気き軽がるに仕し事ごとをうけおって、何なん度ど地じ獄ごくを見みたか。あのときの後こう輩はいたちのうらみがましい目めが思おもい出だされた。

　だいたい、まわりが真まっ暗くらで何なにも見みえてないのに、走はしりだすバカがどこにいるんだと、自じ分ぶんに説せっ教きょうしてやりたい。生いき残のこったら、説せっ教きょうしよう。

　だがどうせ、後こう悔かいはするが、反はん省せいはしないのだろうけど……。

　というか、余よ裕ゆうあるな。

　バタバタさせたくても手て足あしがないため、あわてたくともあわてることすらできない、というのが現げん状じょうなのだが……。

　終おわったな。

　短みじかい人じん生せい、いやスライム生せいだった。

　俺おれはすぐにでもおとずれるであろう息いき苦ぐるしさに備そなえるべく、覚かく悟ごを決きめる。

　………

　……

　…

　息いき苦ぐるしさはやってこなかった。

　なんでだ？　もしかして、水すい中ちゅうに落おちたわけではないのだろうか？

　こういう場ば合あいは、困こまったときの『大だい賢けん者じゃ』だ。




《解かい。スライムの身体からだは魔ま素そのみで動うごいています。酸さん素そは必ひつ要ようではないため、呼こ吸きゅうは必ひつ要ようとせず行おこなってはおりません》




　そういえば……、意い識しきしてなかったが、呼こ吸きゅうなんてしていなかった。

　なるほどなー。九きゅう十じゅう日にちかけて、ひとつかしこくなったよ！　って、のんきに感かん心しんしてる場ば合あいでもない。

　水すい中ちゅうに落おちたのはまちがいないようだ。

　死しぬことはないようだが、困こまった事じ態たいなのはそのままである。

　どうしたものか？

　ういているのかしずんでいるのか、イマイチよくわからない。

　手て足あしがないから、泳およげる気きがしない。

　底そこまでしずんだら、水すい底ていをはいずって地じ面めんまでもどれるだろうか？

　それとも、うきもしずみもせずこのまま流ながされるのだろうか？

　流ながされるというより、ゆりかごにいるような感かん覚かく。小ちいさなゆれにだかれて、とても心地ここちよいのだが……。

　これは、水みずの流ながれはないな。川かわというより、湖みずうみっぽい。どこかに流ながされているという感かん覚かくがないのだ。ういたりしずんだりで、底そこまでしずむ気け配はいもなかった。ひょっとすると、ずっとこのままかもしれない。これは非ひ常じょうにまずい事じ態たいである。

　どうしたものか。

　そのとき、俺おれの脳のう細さい胞ぼう＝スライムの身体からだが、おそるべき作さく戦せんを思おもいついた！




　水みずを大たい量りょうに捕ほ食しょくして、ウォータージェット推すい進しんのように吐はきだして移い動どうすればいいんじゃね？




　思おもいついたら即そく実じっ行こう。それ以い外がいにできることもないのだし……。

　とりあえず、『捕ほ食しょく者しゃ』の胃い袋ぶくろの一いち割わり程てい度どを満みたす分ぶん量りょうだけ、水みずを飲のんだ。

　そして水すい量りょうをしぼりつつ、一いっ気きに放ほう出しゅつする。

　開かい放ほう感かんがはんぱなかった。




《スキル『水すい圧あつ推すい進しん』を獲かく得とくしました》




　とつぜん脳のう内ないに声こえがひびいた。

　意い識しきして初はじめて聞きく。これが、〝世せ界かいの言こと葉ば〟なのだろう。

『大だい賢けん者じゃ』が話はなしかけてくることはないからまちがえようがないが、本ほん当とうにそっくりな感かんじだった。

　だが、今いまの俺おれにのんびりそのことを検けん証しょうする余よ裕ゆうはみじんもない。

　水すい圧あつが増ますとともに圧あっ迫ぱく感かんが身体からだにかかり、それこそ空そらを飛とんでいるのかという勢いきおいで身体からだが前ぜん方ぽうへ撃うちだされる。すさまじい加か速そく感かんだった。
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　ぶっちゃけ、目めが見みえなくてよかったかもしれない。

　真まっ暗くらな中なかを、身体からだがものすごい速はやさで移い動どうしている感かん覚かくだけが俺おれをおそう。

　訂てい正せい。見みえたら見みえたで恐きょう怖ふがはんぱではないだろうが……見みえないのも激はげしくこわかった。

　レジャーランドの暗くらがりの中なかでのジェットコースターを体たい験けんしたことがあれば、少すこしは共きょう感かんが得えられるかもしれない。

　前ぜん世せで一いち度どだけ体たい験けんした、ネズミが支し配はいする楽らく園えんでの体たい験けんがフラッシュバックされる。もっとも、今こん回かいの場ば合あいは安あん全ぜんがまったく保ほ証しょうされていないのだ。

　ウォータージェット推すい進しんを思おもいついた自じ分ぶんをなぐりたおしたい。

　思おもいついたら即そく実じっ行こう？　バカか！　安あん全ぜん確かく認にんは基き本ほんだろうよ!!

　恐きょう怖ふで思し考こうがうまくまとまらない。

　いつまでこの加か速そく感かんが続つづくのか……。てか、どんだけ勢いきおいよく水みずをふきだしたんだ。

　そう思おもった矢や先さき、勢いきおいよく身体からだがはねた。そしておそいくる激げき痛つう……、はなかった。

　あれ？　ダメージも受うけていないような……あるいは、ダメージはあるが、痛いたみがないだけなのか？




《解かい。『痛つう覚かく無む効こう』を獲かく得とくしているため、痛いたみは発はっ生せいしません。『物ぶつ理り攻こう撃げき耐たい性せい』によるダメージ軽けい減げんが適てき用ようされました。身しん体たい損そん傷しょう率りつは一いち割わりです。モンスター〝スライム〟固こ有ゆうスキル『自じ己こ再さい生せい』が発はつ動どうしました。ユニークスキル『捕ほ食しょく者しゃ』での補ほ助じょを行おこないますか？　　ＹＥＳイエス／ＮＯノー》




　痛いたみがないだけで、ダメージはあるのか。そりゃそうか……いいのか悪わるいのかわからないけど、痛いたみがなくても不ふ具ぐ合あいに気きづけるなら痛いたみなんていらないかもしれない。

　で、『捕ほ食しょく者しゃ』での補ほ助じょ？　よくわからないけど、とりあえず〝ＹＥＳイエス〟。

　その瞬しゅん間かん、自じ分ぶんの身体からだの一いち部ぶがごっそり減へったような感かん覚かくがした。そして、しばらくすると徐じょ々じょに元もとの体たい積せきへともどってくる感かん覚かく。

　どうやら、ダメージを受うけた部ぶ分ぶんをごっそり捕ほ食しょくし、解かい析せきと修しゅう復ふくを行おこなった模も様よう。

　なんて便べん利りな身体からだなのか……。今こん度ど、どれだけ減へらしたら行こう動どう不ふ能のうになるのか実じっ験けんしてみるか。身体からだが何なん割わりか減へっても活かつ動どうに影えい響きょうはないようだし……。といっても、危き険けんなことになる予よ感かんしかしないので、ほどほどにしよう。

　うん。さすがに、俺おれも慎しん重ちょうになったものである。

　今こん回かいは、大たい量りょうに回かい復ふく薬やくもあったのだが、使つかうまでもなかった。

　なんにせよ、身体からだの一いち割わり程てい度どの損そん傷しょうといえば重じゅう傷しょうだと思おもうのだが、十じっ分ぷん程てい度どで回かい復ふく可か能のうなことが判はん明めいした。今こん度ど、ダメージを受うけることがあったら回かい復ふく薬やくを使つかってみよう。




　で、ここはどんな場ば所しょなんだろう？

　身体からだの具ぐ合あいが元もと通どおりになったのを確かく認にんして、あたりの様よう子すをうかがってみる。

　ここらに危き険けんなモンスターがいないとも限かぎらない。

　水みずの上うえに出でたようだし、水みずをわたれないモンスターが生せい息そくしていても不ふ思し議ぎではない。




　俺おれは慎しん重ちょうに行こう動どうを開かい始しした。

　最さい近きん、慎しん重ちょうと言いうたびに危き険けんな事じ態たいにおちいっている気きがするが、きっと気きのせいだろう。

　そう思おもったのが悪わるかったのだろうか……。

（聞きこえるか？　小ちいさき者ものよ）

　何なにかが聞きこえた。





●　▲　▽　■　○　■






　小ちいさき者ものだと？　まあ、どう考かんがえても俺おれのことだと思おもうけど……。

　声こえというより、心こころに意い思しが直ちょく接せつ認にん識しきできた感かんじか。何なにしろ耳みみがないから音おとも聞きこえないのだ。

（おい！　聞きこえているだろう？　返へん事じをするがよい！）

　聞きこえてるよ！

　だがしかし。口くちがないから返へん事じのしようもないのだ。

　試ためしに、「うっさい、ハゲ！」と、心こころで答こたえてみた。

　まあ、聞きこえるわけないだろうし大だい丈じょう夫ぶだろ。しかし、どうやって返へん事じをしたものか……。

（……ほ、ほほぅ。我われのことをハゲ呼よばわりするか……いい度ど胸きょうではないか!!　久ひさ方かたぶりの客きゃく人じんだと思おもって下した手てに出でてやったが、どうやら死しにたいらしいな！）

　ヤバイ。聞きこえてしまったみたい。というか、心こころで思おもったら返へん事じできるのかよ！　先さきにそれを教おしえてくれれば、わざわざ相あい手てをおこらせることもなかったのに。

　しかも、相あい手てがどういうヤツかもさっぱりわからないのだ。

　どうしようもない。お手て上あげ。

　ここは素す直なおに謝あやまることにしよう。

（すんません！　返へん事じのしかたもわからなかったもので、適てき当とうに思おもったことを言いってみただけです。本ほん当とうに申もうし訳わけない！　ちなみに自じ分ぶん、目めも見みえない状じょう態たいでして、あなたの姿すがたすら見みえないのですよ）

　通つうじるか？　まあ、相あい手ての姿すがたも見みえないのにハゲはないわな。本ほん当とうにハゲなら激げき怒どしても当とう然ぜんだろう。

（ククク。クハハ。クハハハハハハッ!!）

　とつぜんの大だい爆ばく笑しょう。

　基き本ほんをおさえた、笑わらいの三さん段だん活かつ用よう。見み事ごとである。

　いかりは解とけたのか？

（おもしろい。我われの姿すがたを見みての発はつ言げんかと思おもったが、目めが見みえないのか。スライム種しゅは基き本ほん、思し考こうもせず吸きゅう収しゅう・分ぶん裂れつ・再さい生せいをくり返かえすだけの低てい位いモンスター。自みずからの生せい息そく領りょう域いきから出でることはめったにない）

　なんか語かたりだしたぞ？　いかりより興きょう味みが勝まさっている状じょう態たい……か？

　なんにせよ、これがファーストコンタクト。俺おれの新あたらしい人じん（スライム）生せいの初はつ会かい話わだ。うまいこと友ゆう好こう的てきに進すすめたい。

（そのスライムが、我われに体たい当あたりをしかけてくるから不ふ思し議ぎに思おもっていたのだ。再さい生せい能のう力りょくも異い常じょうな速そく度どだし、名持ちの魔物ネームドモンスターか、もしくはユニークモンスターか？）

　ネームド？　ユニーク？　意い味みがわからんな。

（すんません。ちょっと意い味みがわからないです。実じつは自じ分ぶん、こちらに生うまれて九きゅう十じゅう日にち目めでして……）

（ふむ。自じ我ががある時じ点てんで、ふつうのスライムにはありえぬことなのだ。〝名な〟をつけられたモンスターは名持ちの魔物ネームドモンスターと呼よばれるが、生うまれてから九きゅう十じゅう日にちならありえんな。では、ユニークか？）

（ユニークといいますと？）

（ユニークモンスターとは、突とつ然ぜん変へん異いしたような異い常じょうな能のう力りょくを持もつ個こ体たいのことだ。まれに魔ま素そ濃のう度どの高たかい場ば所しょで生うまれることがある……そうか、きさまは我われからもれでた魔ま素そのかたまりから生うまれでたのだな！）

　むむ？　どういうことだってばよ？

　前ぜん世せの知ち識しきを総そう動どう員いんして考かんがえてみよう。

　つまり、このおっさん（仮か定てい）から魔ま素そがもれでていて、この周しゅう辺へんは魔ま素そ濃のう度どが濃こいと。

　そして、その魔ま素そが集あつまって生うまれでた魔ま物ものがスライム＝俺おれ、ってことかな？

（ふむ。この三さん百びゃく年ねん、我われに近ちかづくことのできる魔ま物ものすらいなかったのだ。我われの魔ま力りょくの元もとから生うまれでたなら、我われにふれることができるのもうなずける！）

（ほほぅ……てことは、あなたが自じ分ぶんの親おやみたいなもの？）

（親おやではないが……そもそも、我われに生せい殖しょく能のう力りょくはない。魔ま物ものは、生せい殖しょく能のう力りょくを持もつ者ものと持もたぬ者もの、さまざまであるからな）

（ふつう、生せい殖しょく能のう力りょくは持もってるものなんじゃないの？　というか、魔ま素そのかたまりから生うまれることもあるなら、生せい殖しょくする必ひつ要ようがないのか？）

（──おまえ、えらく知ち性せい的てきだな。ふつうの魔ま物ものでは、思し考こう能のう力りょくすら持もつ者ものは少すくないというのに。知ち性せいがある魔ま物ものは〝魔ま人じん〟しかいないのだが……）

　そんなことを言いいながら、長なが々ながと説せつ明めいしてくれた……。

　まず一いち番ばん重じゅう要ような事じ実じつだが、この世せ界かいにも人にん間げんがいるということが判はん明めいした。

　そうした人にん間げんに近ちかしい種しゅ族ぞくは亜あ人じんと称しょうされ、生せい殖しょく能のう力りょくを持もつようだ。

　エルフ、ホビット、ドワーフといった妖よう精せい族ぞくの末まつ裔えい＊13が、人にん間げんの味み方かたである人じん類るいの一いち員いん。
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　そして、ゴブリンやオーク、リザードマンなどといった者ものたちが、人にん間げんに敵てき対たいしているために魔ま物ものというあつかいなのだとか。敵てき対たいしているだけなので、異い種しゅ交こう配はいは可か能のうらしいけど。

　次つぎに〝魔ま人じん〟だ。魔ま素そから生うまれた者ものや、魔ま物ものの突とつ然ぜん変へん異い種しゅ、動どう物ぶつや魔ま獣じゅうから進しん化かした者ものどもなどの総そう称しょうである。知ち性せいを有ゆうし、生せい殖しょく能のう力りょくを有ゆうするのが特とく徴ちょうなのだとか。

　巨きょ人じん族ぞくや、吸きゅう血けつ鬼き族ぞく、悪あく魔ま族ぞくといった長ちょう命めいの種しゅ族ぞくが、上じょう位い魔ま人じんの代だい表ひょう格かくらしい。生せい殖しょく能のう力りょくも有ゆうしているのだが、めったに行おこなわない。圧あっ倒とう的てきな魔ま力りょくに、劣れっ化かすることのない肉にく体たい。子し孫そんを残のこす必ひつ要ようがないからだろう。

　知ち性せいがあり、生せい殖しょく能のう力りょくを有ゆうし、人じん類るいに敵てき対たいする者ものたちを総そうじて、〝魔ま族ぞく〟と呼こ称しょうする。

　俺おれが受うけた印いん象しょうでは、魔ま族ぞくが人じん類るいに敵てき対たいしているというより、その力ちからを一いっ方ぽう的てきに人じん類るいがおそれているというのが正せい確かくだろう。なんにせよ、生せい存ぞん圏けんをかけて争あらそっているのは本ほん当とうらしいけど。

　こうした魔ま物ものたちは、危き険けん度どを区く分わけされているとのことである。

　中なかでも、上じょう位い魔ま人じんとはかなり危き険けんな存そん在ざいであるようだ。下へ手たすれば、ひとりで町まちをほろぼせる者ものもいるらしい。お近ちかづきになりたくはないものである。

　説せつ明めいは延えん々えんと続つづいた。昔むかし、上じょう位い魔ま人じんたちとも戦たたかったとか、いろいろだ。

　最さい後ごに、自じ分ぶんのことを語かたってくれたのだが……。

（で、我われに生せい殖しょく能のう力りょくがないという理り由ゆうだが……必ひつ要ようないからだ。我われは、〝個こにして完かん全ぜんなる者もの〟であり、四よん体たいしか存そん在ざいしない〝竜りゅう種しゅ〟のうちが一いっ体たい。〝暴ぼう風ふう竜りゅう〟ヴェルドラとは、我われのことである！　我われには寿じゅ命みょうも肉にく体たいも存そん在ざいしない！　意い思しさえあれば我われは不ふ滅めつなのだ！　クア[image: ー][image: ー][image: ー]ハハハハハハハ!!）

　と、高たか笑わらいされても……。

　要ようは、寿じゅ命みょうがないから子こどもをつくる必ひつ要ようない！　ってことだろ？

　長なが々ながと説せつ明めい乙おつってところだが、聞きき捨ずてならんことを言いっていたぞ。

〝暴ぼう風ふう竜りゅう〟ヴェルドラって、ドラゴンか？

　上じょう位い魔ま人じんがけんか友ともだちって感かんじだし、めちゃくちゃヤバイヤツなんじゃないのか？

　前ぜん世せでの俺おれの知ち識しきを総そう動どう員いんして考かんがえてみると、目めの前まえにいるのであろう〝暴ぼう風ふう竜りゅう〟ヴェルドラさんは、ヤバイヤツでまちがいない。

　えらくていねいに説せつ明めいしてくれるのも、なんだか不ぶ気き味みである。

　さて、どうしたものか……。

（そ、そうなんすか！　大たい変へんわかりやすい説せつ明めい、ありがとうございました！　では、自じ分ぶんはこれで！）

　そう言いって、この場ばから離り脱だつしようと試こころみる。

（待まて。我われのことを話はなしてやったのだ。今こん度どはおまえの番ばんではないのか？　ん？）

　当とう然ぜん、にがしてくれる気きはないようだった……。

　うーむ。俺おれのことを話はなせ、ってか。異い世せ界かいから転てん生せいしてきました！　と言いって、素す直なおに信しんじてくれるかな？　スライムにしては知ち性せいが高たかいのを疑うたがっているようだし、適てき当とうに言いってごまかせるとも思おもえない。何なにより、ごまかそうとして失しっ敗ぱい＝死し亡ぼうフラグという可か能のう性せいもある。

　まあいいか。信しんじないなら、そのときはそのときだ。

　俺おれは心こころを決きめると、これまでのできごとを話はなすことにした。

　………

　……

　…

（とまあ、そういうわけなんすよ！　超ちょう大たい変へんだったんすよ！）

　俺おれは、自じ分ぶんのスキルのことは秘ひ密みつにして、刺さされてからスライムとして目め覚ざめて、そして現げん在ざいにいたるまでの体たい験けんを語かたって聞きかせた。

　自じ分ぶんで話はなしてて、なんだか大たい変へんそうに聞きこえなかったのが不ふ思し議ぎだったが……。

　大たい変へんだったのは事じ実じつだ。

　目めが見みえないというのが最さい大だいにつらい。

　この先さき、かわいい女おんなの子こや、きれいなお姉ねえさんとすれちがっても、見みることはできないのだろうか？

　なんだか悲かなしくなってきた。

（ふむん。やはり、〝転てん生せい者しゃ〟だったか。おまえ、ものすごくまれな生うまれ方かたをしたな）

（え？　まれな生うまれ方かた？　というか、〝転てん生せい者しゃ〟って、疑うたがったりおどろいたりしないのですか？）

　なんだこの反はん応のう？

〝転てん生せい者しゃ〟って、めずらしくないのか？　生うまれ方かたのほうがめずらしいみたいな言いい方かただぞ？

（ふん。〝転てん生せい者しゃ〟はたまに生うまれてくることがある。意い志しが強つよいと魂たましいに記き憶おくが刻きざまれるのだろう。前ぜん世せとやらを完かん全ぜんに覚おぼえている者ものもいる。だが、異い世せ界かいからの〝転てん生せい者しゃ〟はめずらしいな。魂たましいだけで世せ界かいをわたると、ふつうはたえられない。魂たましいが分ぶん解かいされ、記き憶おくも失うしなわれるのだ。完かん全ぜんな記き憶おくを残のこして魔ま素そから魔ま物ものとなって生うまれてくるなど、我われの知しる限かぎり事じ例れいはない。おまえは特とく殊しゅだよ）

　異い世せ界かいからの転てん生せい者しゃは、ふつうは記き憶おくのかけらを残のこすだけのようだ。完かん全ぜんに記き憶おくを残のこしている俺おれは、どうやらかなり異い端たん＊14の存そん在ざいということになる。だが、それはこの際さいどうでもいい。

　今いま、聞きき捨ずてならないことを言いっていた。魂たましいだけで、とか。では、転てん生せいじゃなくこの世せ界かいにやってくる者ものもいるのだろうか？

（そうなんすか？　自じ覚かくはないのですが……。ところで、転てん生せいではなく異い世せ界かいから来きた人ひとって、いることはいるんですね？）

（うむ。異い世せ界かいへおもむくことは未いまだ成せい功こう事じ例れいがない。しかし、異い世せ界かいからこちら側がわへは、ときたまやってくる者ものがいる。〝異い邦ほう人じん〟もしくは〝異い世せ界かい人じん〟と呼よばれる者もので、こちらの世せ界かいとは異ことなる特とく殊しゅな知ち識しきを持もつようだな。そういう者ものたちは世せ界かいをわたる際さいに、特とく殊しゅな能のう力りょくを獲かく得とくするらしい。あとは、先さきほど言いった異い世せ界かいの知ち識しきを持もつと確かく認にんされた〝転てん生せい者しゃ〟の記き録ろくが残のこっている。確かく認にんされていない者ものもいただろうがな）

　なるほどな。異い世せ界かいってのが、俺おれのいた地ち球きゅうかどうかはわからないけど、会あってみるのもいいかもしれない。もしかしたら、同どう郷きょうの日に本ほん人じんもいるかもしれないし。

　なんの目もく的てきも持もたないのだから、ひとつくらい目もく的てきを持もつのもいいだろう。

（なるほど！　では、異い世せ界かい人じんとやらを探さがして、会あいにいってみますよ。もしかしたら同どう郷きょうの知しり合あいに会あえるかもしれないし！）

（まあ待まて。おまえ、目めが見みえないのだろ？）

（あ、はい）

　目めが見みえないからなんなのか？

　不ふ便べんだが、死しなないようにコツコツ行いけば、いつかは会あえるだろ。多た分ぶん。

（見みえるようにしてやろう）

　は？　なんて？

　オイオイ、このおっさん、いや、〝暴ぼう風ふう竜りゅう〟ヴェルドラさんはめっちゃいい人ひと（竜りゅう）なのか？

　期き待たいしちゃってもいいのか？

（え？　本ほん当とうっすか？）

（うむ。ただし、条じょう件けんがあるがな……どうする？）

　条じょう件けん……か。あやしいが、

（どういう条じょう件けんですか？）

　俺おれはたいていの条じょう件けんならのむよ。

（簡かん単たんだ。見みえるようになったからといって、我われにおびえるな。そして、また話はなしをしに来こい。それだけだ。おまえにとってはよい話はなしだろう？）

　そんなことでいいのか？

　というか……この竜りゅう、さびしかったのかもしれんな。強きょう者しゃゆえの孤こ独どくってヤツか？

　どうりで話はなしが長ながいと思おもった。ひさびさの話はなし相あい手てだったのだろう。

　この竜りゅうはちょろいかもしれん。

　いや、竜りゅうってのもガセかもしれんな。そもそも、この世せ界かいの竜りゅうはたいしたことない可か能のう性せいも……？

　ふっ。これは、いい取とり引ひきかも。

（それだけでいいんですか？）

（うむ。実じつはな、三さん百びゃく年ねん前まえにここに封ふう印いんされてな。それから、ひまでひまでどうしようもなく退たい屈くつしておったのだ。どうだ？）

（そのくらいでいいなら、喜よろこんでお願ねがいします！）

（うむ。約やく束そくだぞ、守まもれよ！）

（大だい丈じょう夫ぶですよ！　こう見みえて、信しん頼らいに値あたいする男おとこ！　と前ぜん世せでは評ひょう判ばんでした！）

　無む論ろん、自じ称しょうだがな。

（よかろう。『魔ま力りょく感かん知ち』というスキルがある。使つかえるか？）

　何なに言いってるんだ……使つかえるわけねーだろ。

（いや、使つかえないです。どういうスキルですか？）

（周しゅう囲いの魔ま素そを感かん知ちするスキルだ。たいしたことのないスキルだし、周しゅう囲いの魔ま素そを認にん識しきするだけなので簡かん単たんに習しゅう得とくできる）

（ほほぅ……なんだか簡かん単たんそうですね）

（うむ。我われなど、呼こ吸きゅうするようにできて当とう然ぜんゆえに、意い識しきすることもないな）

（なるほど！　で、それを習しゅう得とくすると、目めが見みえるようになるのですか？）

（その通とおりだ。この世せ界かいは魔ま素そにおおわれている。うすい濃こいのちがいはあるがな。で、光ひかりや音おとは波なみの性せい質しつを持もつのだが、知しっているか？）

（ええ、光こう波はや音おん波ぱっすね）

（くわしいな。異い世せ界かいの知ち識しきか？　まあ、そうだ。で、その波なみが魔ま素そを撹かく乱らん＊15するさまを観かん測そくし、その様よう子すから周しゅう囲いを予よ測そく演えん算ざんするのだ。簡かん単たんだろ？）

　はあ？　何なに言いってるんだ？

　こいつ……無む茶ちゃ言いいやがって。簡かん単たんなわけねーだろ！

（ちょっと難むずかしい気きがするようなしないような……）

（何なに？　これで、目めや耳みみがつぶされても戦せん闘とう継けい続ぞく可か能のうなのだぞ？　不ふ意い打うちも防ふせげるし、必ひっ須すスキルだぞ？）

（いやいや……戦せん闘とうとかこの際さい忘わすれて、ともかく目めが見みえるようになりたいのですけど……）

（むぅ……しょうがないな。習しゅう得とくを手伝てつだってやる。ちなみに、他ほかの方ほう法ほうは知しらんぞ）

（ちょ、本ほん当とうにできるのですか!?　自じ分ぶん、生うまれたての初しょ心しん者しゃっすよ？）

（安あん心しんしろ。幸さいわいにもおまえ、前ぜん世せの記き憶おくがあるのだろ？　そのとき、光ひかりや音おとを知ち識しきとして知しっているわけだ。その知ち識しきがなければ、我われにも不ふ可か能のうだったかもしれぬ。おまえは幸こう運うんだぞ）

　なるほど、目めの見みえない者ものに世よの中なかの光こう景けいを説せつ明めいするのは難むずかしい。

　理り解かいさせるなど、俺おれには不ふ可か能のうだ。

　ヘレン・ケラーさんが言こと葉ばを話はなせるようになったのも、二に歳さいまでに覚おぼえていた言こと葉ばがきっかけになったそうだし。

　つまり、前ぜん世せの知ち識しきがあるからこそ、『魔ま力りょく感かん知ち』というスキルを代だい用ようして視し覚かくや聴ちょう覚かくを擬ぎ似じ的てき＊16に得えることができるというわけか……。

　やるしかないな。目めが見みえないのは不ふ便べんすぎる。

　それに、忘わすれていたが俺おれには『大だい賢けん者じゃ』がついている。

　きっとなんとかしてくれるだろう。

（ぜひ教おしえてください！）

（いや、そんなに勢いきおいこまなくとも、簡かん単たんだぞ？　まずは、体たい内ないの魔ま力りょくで魔ま素そを動うごかしてみろ）

　これはなんとなくわかる。水みずをふきだせたのも、おそらくはこれの応おう用ようだし。

（こうっすか？）

　体たい内ないを循じゅん環かんさせるようにイメージしつつ、力ちからをこめる。すると、体たい内ないを何なにかが動うごくのが感かんじられた。これがいわゆる、魔ま素そというヤツなのだろう。

　先さきほど水すい流りゅうを操そう作さしたときは意い識しきしていなかったが、力ちからのこめ具ぐ合あいで威い力りょくを調ちょう節せつできるようだ。実じっ際さいには、水みずそのものを操あやつるのではなく、水みずにふくまれる魔ま素そを操あやつっているということなのだろう。

　この操あやつる力ちからが魔ま力りょくで、動うごかしているのが魔ま素そか。そうしたことを、魔ま素そを動うごかしながら確かく認にんする。

（ふむ。思おもったより、難なんなくできるではないか。では、その動うごかしている魔ま素そと体たい外がいの魔ま素そ、ちがいはわかるか？）

　これも簡かん単たんかも。

　魔ま素そを吸きゅう収しゅうして生いきていると言いわれてから、意い識しきして感かんじるようにしていたのがよかったかな。

（そりゃわかりますよ！　どうやら、それを食たべて生いきてるみたいだし？）

（クククッ。そこまでわかるならあとは簡かん単たんだ。体たい外がいの魔ま素その動うごきを感かんじるだけだからな）

　そこがわからんのだが。

　ともかく、言いわれた通とおりに体たい外がいの魔ま素そを感かんじる。

　魔ま素そがただよっているのを感かんじる。流ながれたり動うごいたりとさまざまな感かん覚かくだ……。

　そうそう、『大だい賢けん者じゃ』起き動どうっと。




《確かく認にんしました。エクストラスキル『魔ま力りょく感かん知ち』を獲かく得とく……成せい功こうしました。エクストラスキル『魔ま力りょく感かん知ち』を使し用ようしますか？　　ＹＥＳイエス／ＮＯノー》




　え？　そんな簡かん単たんに獲かく得とくしちゃったの？

　いや、そりゃあもちろん、ＹＥＳイエスだけど……さすがは『大だい賢けん者じゃ』、たのもしすぎる！

　エクストラスキル『魔ま力りょく感かん知ち』を使し用ようした瞬しゅん間かん、俺おれの脳のう内ないを情じょう報ほうがうめつくす。人にん間げんであったころには決けっして処しょ理りしきれなかったであろう、膨ぼう大だいな情じょう報ほう──ひとつひとつの小ちいさな魔ま素そを押おし動うごかす、光ひかりや音おとの波なみ──のすべてを把は握あくし、認にん識しきできる情じょう報ほうへと変へん換かんする。

　人にん間げんの視し界かいは前ぜん方ぽう百ひゃく八はち十じゅう度どもなかったのだ。それが今いま、全ぜん方ほう位い三さん百びゃく六ろく十じゅう度ど死し角かくなしで〝視みえる〟のである。岩いわのかげや百ひゃくメートル先さきの光こう景けいさえ、そこに意い識しきを向むければ認にん識しきすることができる。

　人にん間げんだったならば、この情じょう報ほう量りょうにたえられず脳のうが焼やき切きれて気きが変へんになっていたかもしれない。

　しかし、俺おれはスライム。細さい胞ぼうのひとつひとつが筋きん肉にくであり、脳のう細さい胞ぼうでもあるのだ。

　なんとかたえることができた。そして──




《エクストラスキル『魔ま力りょく感かん知ち』にユニークスキル『大だい賢けん者じゃ』を同どう期き＊17させます……成せい功こうしました。今こん後ごは、すべての情じょう報ほうの管かん理りを『大だい賢けん者じゃ』にて行おこないます》




　とつぜん視し界かいが開ひらけた。俺おれをおそった、脳のうを焼やき切きるような感かん覚かくがなくなる。

　そして、今いままでできなかったのが不ふ思し議ぎなくらい、当あたり前まえのように世せ界かいが〝視みえた〟のだ。

『大だい賢けん者じゃ』はずるい能のう力りょくかもしれない。チート＊18と言いっても過か言ごんではないだろう。

　他た人にんが持もっていたら、反はん則そくだ！　とクレームをつけるところだが、持もっているのは俺おれだ。

　何なにも問もん題だいはなかった。

（あ、なんかできたみたいです。ありがとうございました！）

　そう言いって、感かん覚かく的てきに眼がん前ぜんの〝ソレ〟に目めを向むけた。

　マジもんの竜りゅうがいた。

　黒くろ光びかりする鋼はがねよりもかたそうで、柔じゅう軟なん性せいもかね備そなえているであろうウロコにおおわれた……見みるからに、邪じゃ龍りゅう＊19という風ふう格かくの…………。




（げええっ！　ドラゴン!!）




[image: ]




　予よ想そうをはるかに上うわ回まわる、邪じゃ悪あくな姿すがた。

　俺おれの心こころのさけびが、絶ぜっ叫きょうとなってほとばしりでたのは、しかたないと思おもう。





●　▲　▽　■　○　■






　おどろいた。

　ちょろいとか思おもってすんません。まぎれもなく、ヤバイ。まちがいない。

　黒こく曜よう石せきのように黒くろ光びかりする巨きょ体たい。イメージとしては、西せい洋ようの竜りゅうのような形けい状じょうに近ちかい。

　その手ての指ゆびは六ろっ本ぽんあり、いかなるものをもうがつ＊20ことができそうな爪つめが生はえている。背せ中なかから生はえる大だい小しょう二に対ついのつばさは、先せん端たんがとがりすべてを切きりさく剣けんのようだ。

　よく見みれば、全ぜん身しんをおおうまがまがしいウロコが、うすむらさき色いろに発はっ光こうしている。漆しっ黒こくのかがやきを放はなつのは、その身みより放はなたれる妖よう気き＊21と色いろがまじりあっているからだろう。

　その姿すがたは、一いっ種しゅ異い様ような美うつくしさを感かんじさせる威い容よう＊22をほこっていた。

　見みえてなかったから、かなり失しつ礼れいな態たい度どをとってしまった気きがするが、今いまさらだな。

　ちなみに、俺おれの身体からだは想そう像ぞう通どおりの楕だ円えん形けいだった。鏡かがみもちのような形けい状じょうだ。

　色いろは、月げっ白ぱく色いろというのだろうか？　深ふかみのある青せい白はく色しょくだった。

　ほのかな気き品ひんを感かんじる色いろだが、スライムなのが悲かなしい現げん実じつである。

（おい、約やく束そくは覚おぼえているな？　というか、文もん句くを言いっておったが、あっさり習しゅう得とくしおって……）

（もちろんっすよ！　軽かるい冗じょう談だんです。周しゅう囲いも見みえるし、音おとまで聞きこえます。助たすかりました！）

（ふん。もっと時じ間かんをかけて習しゅう得とくしてもよかったのだがな……）

　まあ、大だい丈じょう夫ぶだったようだ。

　見みた目めにビビったが、この竜りゅう、親しん切せつだったし。

　何なにより、やっぱりこの竜りゅう、さびしがりやだわ。

　見みた目めで損そんするタイプか。まるで、〝泣ないた赤あか鬼おに〟みたいだな。

（で、これからどうするつもりなのだ？）

（そうっすねー。とりあえず、同どう郷きょうの異い世せ界かい人じんでもいないか探さがしてみますよ。見みつからなくても別べつにいいんですけどね）

　見みつかるほうがいいけど、仲なか良よくなれるかわからないしな。

　それより、せっかく視し覚かくも得えたことだし、世せ界かいを見みて回まわるのもいいだろう。光ひかりや音おとを感かんじ取とれるようになったことで、世せ界かいが広ひろがった。

　これでようやく、ひまつぶしに草くさをもしゃもしゃする生せい活かつともオサラバである。




　しかし、このドラゴン。

　見みれば見みるほど邪じゃ悪あくなのだが、ピクリとも動うごかない。

　そういえば、三さん百びゃく年ねん前まえに封ふう印いんされたとか言いってたか？

（ところで、ヴェルドラさんは封ふう印いんされた……とか、言いってましたよね？）

（む？　まあな。ちょびっと相あい手てをなめてたのはまちがいないが……途と中ちゅうから本ほん気きを出だしたのだが、それでも負まけてしまったな！）

　なぜかほこらしげに　負まけた！　と、この竜りゅうはのたまった。

　実じっ際さい、魔ま法ほうならともかく、剣けんや槍やりなんてこの竜りゅうに歯はが立たちそうにもないのだが……。

（相あい手てはそんなに強つよかったのですか？）

　こんな化ばけ物ものより強つよいのが結けっ構こういるのだろうか？

　外そとの世せ界かいは思おもったより危き険けんがいっぱい！　なのかもしれないぞ。

（ああ。強つよかったよ。〝加か護ご〟持もちで、人にん間げんの〝勇ゆう者しゃ〟と呼よばれる存そん在ざいだ）

　勇ゆう者しゃ。

　いろいろなゲームでなじみ深ぶかい存そん在ざいだ。

　最さい近きんは、かませみたいな勇ゆう者しゃをモチーフにした作さく品ひんも多おおいため、そこまで圧あっ倒とう的てきなイメージはなかったけど。

　この世せ界かいでは本ほん当とうに強つよいみたいだな。

（そういえば、勇ゆう者しゃは自じ分ぶんで自じ分ぶんのことを〝召しょう喚かん者しゃ〟だと言いっておったぞ。おまえと同どう郷きょうかもな）

（え？　いやいや、自じ分ぶんと同どう郷きょうならそんなに強つよいハズないですよ？）

（いや、この世せ界かいに来きた〝異い世せ界かい人じん〟は、特とく殊しゅ能のう力りょくを持もつことが多おおい。それは、世せ界かいをわたる際さいに魂たましいに刻きざまれる力ちからなのだ。〝召しょう喚かん者しゃ〟ならば、必かならず特とく殊しゅ能のう力りょくを持もつ。それも、個こ々こ特とく有ゆうの〝ユニークスキル〟を持もつのだ。偶ぐう発はつ的てき＊23にやってくる〝異い世せ界かい人じん〟とちがい、召しょう喚かんにたえるほど強つよい〝魂たましい〟ゆえのことだろう。召しょう喚かんの成せい功こう例れいが極きょく端たんに少すくないという事じ実じつが、そのことを裏うらづけておるよ）

（召しょう喚かんというと、魔ま法ほうかなんかで呼よび出だした……とか？）

（その通とおり。三さん十じゅう人にん以い上じょうの魔ま法ほう使つかいで、三日みっかかけて儀ぎ式しきを行おこなうのだ。成せい功こう率りつは低ひくいが、強きょう力りょくな〝兵へい器き〟としての役やく割わりを期き待たいされておる）

（は？　兵へい器き？）

（うむ。〝召しょう喚かん者しゃ〟は召しょう喚かん主ぬしに逆さからえないように、魔ま法ほうで魂たましいに呪のろいを刻きざまれているからな）

（なんじゃそりゃ？　召しょう喚かんされる人ひとの人じん権けんは無む視しか!?）

（人じん権けん？　異い世せ界かいでは人ひとに権けん利りがあるのか？　そんなもの、この世せ界かいでは幻げん想そうだよ。弱じゃく肉にく強きょう食しょくこそ、万ばん物ぶつにして絶ぜっ対たいなるこの世よの真しん理りなのだから。力ちからこそ、すべてなのだ）

　なるほど……どうやら、この世せ界かいで召しょう喚かんされるのは元もとの世せ界かいの感かん覚かくからしたら、受うけ入いれがたいものがありそうだ。

（では、〝異い世せ界かい人じん〟のあつかいも奴ど隷れいみたいな感かんじなのですかね？）

（いや、人ひとによる。〝支し配はいの呪じゅ禁ごん〟がほどこされていないから、受うけ入いれられたらふつうに暮くらしたり、冒ぼう険けん者しゃになったりしてるんじゃないか？　実じっ際さい、我われを討とう伐ばつ＊24にきた冒ぼう険けん者しゃの〝異い世せ界かい人じん〟も何なん度どか撃げき退たいしているぞ！　クアハハハハ!!）

（つまり、召しょう喚かんされた場ば合あいだけ、強きょう制せい労ろう働どうってことですね……）

（労ろう働どうではないだろうが、まあ、そんな感かんじじゃないか？　我われは人にん間げんにくわしいほうだが、すべて知しっているわけではないからな）

（それもそうか……竜りゅうですもんね）

　むしろ、竜りゅうにしてはくわしすぎな感かんじだ。

　とにかく、しゃべることができてうれしいみたいで、聞きけばなんでも答こたえてくれた。それからしばらく、俺おれは竜りゅうこと、ヴェルドラさんといろいろなことを話はなしたのだった。




　勇ゆう者しゃといかに戦たたかったか。

　勇ゆう者しゃがいかに強つよかったか。

　白しろいはだ。

　真しん紅くの小ちいさなくちびる。

　黒くろ銀がね色いろの長ちょう髪はつを、ひとつにまとめて垂たらしていたそうだ。

　身しん長ちょうはそんなに高たかくない、やや小こ柄がらでほっそりとした体たい型けい。

　顔かおはマスクでかくされていたそうだが、美び人じんであることはまちがいなかったと言いっていた。

　女じょ性せいだったそうだ。

　見みとれて負まけたのか？　と聞きいたら、フザケルナ！　とどなられた。

　反そりの入はいった独どく特とくの武ぶ器き、〝カタナ〟と呼よばれる剣けんを使つかい、盾たては持もっていなかったそうだ。

　ユニークスキル『絶ぜっ対たい切せつ断だん』

　ユニークスキル『無む限げん牢ろう獄ごく』

　を駆く使し＊25し、各かく種しゅ魔ま法ほうを用もちい、「我われを圧あっ倒とうしたのだ」とうれしそうに語かたってくれた。
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　話はなしていてわかったけど、この竜りゅう、人にん間げんが好すきみたいだ。口くちではザコだのゴミだの言いいながら、おそってきた者ものを意い図と的てきに殺ころしたことはないみたいだった。逆げき鱗りん＊26にふれない限かぎり……。

　一いち度ど、三さん百びゃく年ねん前まえにとある事じ件けんが起おきて、街まちがひとつ灰かい燼じん＊27に帰きしたらしい。

　そのことが原げん因いんで、勇ゆう者しゃが差さし向むけられ、結けっ局きょく封ふう印いんされたのだと。

　──勇ゆう者しゃの用もちいるユニークスキル『無む限げん牢ろう獄ごく』によって。

　俺おれには、竜りゅうの気き持もちなんてわからない。他た人にんの気き持もちだって、結けっ局きょくのところ想そう像ぞうでしかわからないのだから。でも、俺おれはこいつが悪わるい竜りゅうではないのだろうと思おもう。

　だって、気きに入いったし。もう、こわいとは思おもわなくなっていた。

（よし！　じゃあ、自じ分ぶん……いや、俺おれと友ともだちにならないか？）

　ちょっと、いや、かなりはずかしい。今いまの俺おれは、顔かお真まっ赤かだな。

（な、なんだと？　ス、スライムの分ぶん際ざいで、〝暴ぼう風ふう竜りゅう〟ヴェルドラとおそれられる、この我われとトモダチだと!?）

（い、いや、いやならいいんだけど……）

（バカ！　おまえ!!　だれもいやだなどと、言いっておらぬだろうが!!）

（え、そう？　じゃあ……どうする？）

（──そうじゃなあ……どうしても、と言いうなら……考かんがえてやっても……）

　なんとなく、こっちをチラチラ見みてくる感かんじ。

　かわいい女おんなの子こならいいが、邪じゃ悪あくな見みた目めのドラゴンにされても……うれしくはない。

　おもしろいけど。

（どうしても、だ。決けっ定ていな！　いやなら絶ぜっ交こう。二に度どと来こない!!）

（ちょ！　──しかたないな。我われが友ともだちになってやるわ……感かん謝しゃせよ！）

　ふ。この竜りゅうも素す直なおじゃないわ。俺おれも素す直なおじゃないから、おあいこだな。

（じゃあ、よろしく！）

（よろしくの！　そうじゃ、おまえに名な前まえをやろう。おまえも我われに名な前まえをつけよ）

（は？　なんでだ？　とつぜん何なにを──）

（同どう格かくということを、魂たましいに刻きざむのだ。人にん間げんでいうファミリーネームみたいなものだが、我われがおまえに名なづけるのは、〝加か護ご〟にもなる。おまえはまだ〝名無しネームレス〟だから、これで名持ちの魔物ネームドモンスターの仲なか間ま入いりができるぞ）

　むむ。

　つまり、俺おれがファミリーネーム（＝この竜りゅうとの共きょう通つうの名な前まえ）を考かんがえろってか。だが、この竜りゅうが俺おれに名な前まえをつけてくれることで、俺おれも名持ちの魔物ネームドモンスターになれるらしい。そういうことなら、考かんがえてみるとしよう。センスないんだけどな……。

（暴ぼう風ふうだから、〝テンペスト〟とかでいい……かな？）

　だめだよな。

　簡かん単たんにひびきがいいから、暴ぼう風ふう＝嵐あらしとか、安あん直ちょくすぎるか。

（決きまりだな!!　素す晴ばらしいひびきだ）

　気きに入いったのかよ！




（今日きょうから我われは、ヴェルドラ＝テンペストだ！　そしておまえは……〝リムル〟の名なをさずける。リムル＝テンペストを名な乗のるがよい!!）




　その名な前まえは、俺おれの魂たましいに刻きざまれた。

　見みた目めにも、能のう力りょくにも変へん化かはない。

　だが、魂たましいの奥おく深ふかくで、なんかが変へん化かした。

　それはまた、ヴェルドラにも言いえるはずだ。

　こうして、俺おれたちは友ともだちになったのだ。
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　さて、それでは出しゅっ発ぱつしようかな。っと、その前まえに、

（で、行いく前まえに一いち応おう聞きいておくけど、その封ふう印いんって解とけないの？）

（我われの力ちからでは解とけぬな。勇ゆう者しゃと同どう格かくのユニークスキル持もちなら、あるいは可か能のう性せいがあるかもしれぬが……）

（ヴェルドラはユニークスキル、持もってないのか？）

（持もっている。が、封ふう印いんされた時じ点てんで、すべて使つかえないな。かろうじて、『念ねん話わ』ができるのみだ……）

　本ほん来らい、勇ゆう者しゃのユニークスキル『無む限げん牢ろう獄ごく』は、対たい象しょうを永えい遠えんの時じ間かん、無む限げんの「虚きょ数すう空くう間かん」＊28に封ふうじこめるスキルであり、現げん実じつ世せ界かいへの干かん渉しょう＊29を許ゆるすほどあまい能のう力りょくではないのだそうだ。

　この場ば合あい、『念ねん話わ』だけしかできないという考かんがえ方かたのほうがおかしい。

　時じ間かんとともに封ふう印いんが弱よわまることなどないのだから、現げん実じつ世せ界かいを認にん識しきしたうえ、『念ねん話わ』だけでも干かん渉しょう可か能のうなヴェルドラのほうが異い常じょうなのだと言いえる。

　無む論ろん、俺おれもヴェルドラもそのことには気きづかない。

（よし。一いっ回かい試ためしてみるか……）

　そう言いって、俺おれはヴェルドラにふれた。




《ユニークスキル『捕ほ食しょく者しゃ』にて、ユニークスキル『無む限げん牢ろう獄ごく』を捕ほ食しょくします……失しっ敗ぱいしました》




　さすがに、勇ゆう者しゃの封ふう印いんは格かくがちがった。

　まばゆい閃せん光こうを発はっし、ユニークスキルの干かん渉しょうが行おこなわれたのだが、一いっ瞬しゅんではね返かえされてしまった。

　わずかなほころびをつくったようだが、それだけだ。すぐにでも修しゅう復ふくされてしまうだろう。そもそも、同おなじユニークスキルならなんとかなるか？　という発はっ想そうだけでなんとかなったら苦く労ろうはない。

　どうにかできないか？

　どうすれば──




《解かい。ユニークスキル『無む限げん牢ろう獄ごく』の一いち部ぶ解かい析せきが終しゅう了りょうしました。脱だっ出しゅつ方ほう法ほうを提てい示じいたします。

肉にく体たいをともなう脱だっ出しゅつは不ふ可か能のうです。物ぶつ理り的てきダメージによる牢ろう獄ごくの破は壊かいの可か能のう性せいはゼロです。虚きょ数すう空くう間かんの解かい除じょによる脱だっ出しゅつは解かい析せきできません。同どう様ようの状じょう況きょう＝『無む限げん牢ろう獄ごく』にとらわれ、内ない部ぶから解かい析せきを行おこなう必ひつ要ようがあります。ゆえに、現げん在ざいは行こう使し不ふ可か能のうです。




意い思し体たいのみの脱だっ出しゅつの可か能のう性せいは一いちパーセントです。




外がい部ぶに自みずからの依より代しろ＊30を用よう意いし、そこに移い行こうを行おこなう場ば合あい、成せい功こう率りつは三さんパーセントです。なお、このプロセスは〝転てん生せい〟に相そう当とうします。依より代しろとの相あい性しょうが悪わるい場ば合あい、記き憶おくと能のう力りょくのすべてが消しょう去きょされます。




脱だっ出しゅつ方ほう法ほうの提てい示じは以い上じょうです》




　──ふむ。

　成せい功こう率りつが低ひくすぎる。

　ゆらめく透とう明めいな膜まくにしか見みえない、ユニークスキル『無む限げん牢ろう獄ごく』──

　しかし、物ぶつ理り的てきダメージでの破は壊かいは不ふ可か能のうときたか……。ひょっとすると、絶ぜっ対たい防ぼう御ぎょの能のう力りょくをあわせ持もつとかありそうだ。

（なあ、勇ゆう者しゃってダメージ受うけてた？　というか、傷きずついたりしてた？）

（よくぞ聞きいてくれた！　我われの攻こう撃げきはほぼかわされたのだが、何なん発ぱつかは直ちょく撃げきしたのだ……だが、すべて効こう果かをおよぼさなかった。『死しを呼よぶ風かぜ』『黒くろき稲いな妻ずま』『破は滅めつの嵐あらし』さえも、絶ぜっ対たい回かい避ひ不ふ可か能のうなのだが、効こう果かなし。お手て上あげよ……笑わらってしまったわ!!）

　などとほざきながら、高たか笑わらいするヴェルドラ。

　ユニークスキル『無む限げん牢ろう獄ごく』は、自じ分ぶんの身みをおおうことで、外がい部ぶからの攻こう撃げきを防ふせぐ盾たてにもなるのだろう。なんて便べん利りなスキルだ。万ばん能のうすぎるぞ、勇ゆう者しゃ。


　ユニークスキル『絶ぜっ対たい切せつ断だん』




　ユニークスキル『無む限げん牢ろう獄ごく』



　このふたつがそろうなら、ほぼ無む敵てきなんじゃないだろうか？

　出で会あいたくないが、三さん百びゃく年ねん前まえの人じん物ぶつ。

　すでにお亡なくなりになっているだろうから、大だい丈じょう夫ぶだと思おもいたい。

　まちがいなく、最さい強きょうクラスだ。




　ともかく、脱だっ出しゅつ方ほう法ほうは、依より代しろへの転てん生せいか。

（脱だっ出しゅつするには依より代しろになるモノが必ひつ要ようなようだ。意い思し体たいのみでも可か能のう性せいはあるみたいだが……）

　あえて低ひくすぎる確かく率りつまで言いう必ひつ要ようはないだろう。

　ヴェルドラがやる気きなくすと成せい功こう率りつ下さがりそうだし。

（む？　脱だっ出しゅつ方ほう法ほうがあるのか!?　実じつはな……、あと百ひゃく年ねんも待またずに我われの魔ま力りょくは底そこをつくところだったのだ。なんせ、魔ま素その流りゅう出しゅつが止とまらなかったものでな……）

（なるほどなー。それでこのあたりの魔ま素そ濃のう度どが高たかかったのか……）

（うむ。かなり上じょう位いの魔ま物ものも寄よりつけぬ。草くさも生はえぬ土と地ちだったろう？　ここらで生せい息そくできるのは希き少しょうな植しょく物ぶつのみよ！）

　ああ。脳のう裏りにヒポクテ草そうのことが思おもい出だされた。

　それで、ほとんどが貴き重ちょうな薬やく草そうだったのか。

（まあ……そういうことなら脱だっ出しゅつを試ためしてみるか？　依より代しろがあれば、成せい功こう率りつ上あがるみたいだし……というわけで、依より代しろってどんなのがいいのかわかる？）

（──おそらくだが、意い思し体たいのみ出でても、魔ま素そを集あつめて核コアを再さい結けっ成せいさせることが難むずかしいということだな。おまえが牢ろう獄ごくにほころびをつくったことで、成せい功こうの可か能のう性せいができたのだろう。で、依より代しろ。つまり、新あらたな核コアを用よう意いするならば、そこに移うつるだけですむ。要ようは、転てん生せいか──）

　こいつ！　あまり頭あたまよくないのかと思おもっていたが、素す晴ばらしい理り解かい力りょくだな。

　見み事ごとなまでに、『大だい賢けん者じゃ』と同おなじ結けつ論ろんだ。

（そういうこと。で、用よう意いできるものなら探さがしてくるぞ？）

（うーむ。実じつは、我われには核コアは必ひつ要ようないのだ……秘ひ密みつだぞ？　我われは、〝個こにして完かん全ぜんなる者もの〟。特とく殊しゅ個こ体たいなのだ。精せい神しん生せい命めい体たいなので、この肉にく体たいにこだわりはない。周しゅう囲いの信しん仰こうに応こたえて、この肉にく体たいの形けい態たいになっただけの話はなしでな）

　また意い味みのわからないことを言いいだした。

　しかたがないので、俺おれが理り解かいするまで会かい話わしたところによると……。




　意い思しのみで魔ま素そを集あつめ、肉にく体たいを形けい成せい。今こん回かいは、肉にく体たいがとらわれただけではあるが、意い思しで外がい部ぶの魔ま素そを集あつめることができない状じょう態たいであるとのこと。

　では、意い思しだけ外がい部ぶに出でられるのか？　というと、受うけ皿ざらがいるとかいう理り由ゆうで不ふ可か能のうだった。

　意い思しだけで外そとに出でると、魔ま素そとともに拡かく散さんして存そん在ざいが消しょう滅めつしてしまうらしい。そしてどこかで、新あらたな〝暴ぼう風ふう竜りゅう〟が生うまれるのだとか。つまり脱だっ出しゅつは可か能のうかもしれないが、別べつ人じんのようになってしまっては意い味みがないということだ。




　詰つんだ。いっそのこと、『捕ほ食しょく者しゃ』で、ヴェルドラごと喰くってしまうか？

　捕ほ食しょく者しゃの胃い袋ぶくろの中なかで解かい析せきするか、隔かく離りして『無む限げん牢ろう獄ごく』の効こう果かだけ消けしてから解かい放ほうとかできないものだろうか？




《解かい。対たい象しょう：ヴェルドラをユニークスキル『捕ほ食しょく者しゃ』の胃い袋ぶくろに収しゅう容ようすることは可か能のうです》




　可か能のうなのか……。

　説せつ明めいして納なっ得とくしてくれるなら、やるか。

　このままだと、百ひゃく年ねんの孤こ独どくののち、消しょう滅めつする運うん命めいなのだから。

　俺おれは、ヴェルドラに『捕ほ食しょく者しゃ』の能のう力りょくと、やろうとしていることを説せつ明めいした。

　もっとも、『大だい賢けん者じゃ』の補ほ正せいなしには成せい功こうはありえないだろうが……。

（クアハハハハ！　おもしろい、ぜひやってくれ。おまえに、我われのすべてをゆだねる！）

（そんなに簡かん単たんに信しんじていいのか？）

（無む論ろんだ！　ここでおまえが帰かえってくるのを待まつよりも、おまえと協きょう力りょくして『無む限げん牢ろう獄ごく』を破やぶるほうがおもしろそうだ！　なあに、我われとおまえとふたりでかかれば、簡かん単たんに『無む限げん牢ろう獄ごく』も破やぶれるかもしれん！）

　そうか。

　ひとりじゃなく、ふたりか。いいじゃないか。

　俺おれが、『大だい賢けん者じゃ』と『捕ほ食しょく者しゃ』で解かい析せきを行おこない、内ない部ぶからはヴェルドラが破は壊かいを試こころみる。

　胃い袋ぶくろの中なかなので、意い思しが拡かく散さんし消しょう滅めつするおそれもない……いけるような気きがしてきた。

（じゃあ、今いまからおまえを喰くうけど、さっさと『無む限げん牢ろう獄ごく』から脱だっ出しゅつしてこいよ？）

（クククッ。任まかせておけ！　そんなに待またせずに、おまえと相あいまみえよう!!）

　よし！

　俺おれは覚かく悟ごを決きめた。

　ヴェルドラにふれ、捕ほ食しょくを行おこなう。
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　一いっ瞬しゅんにして、ヴェルドラの巨きょ体たいが目めの前まえから消きえうせた。

　実じつにあっけなかった。

　今いままでしゃべっていたのに。

　いなくなってさびしさを感かんじる。

　スキルを対たい象しょうに行こう使ししたときは、抵てい抗こうされ失しっ敗ぱいしたのだが、さすがにヴェルドラ本ほん体たいもろともだと抵てい抗こうされることもなかった。『無む限げん牢ろう獄ごく』もいっしょに飲のみこんだのだから、当とう然ぜんなのだが。

　あの巨きょ体たいを飲のみこめたことにはおどろいたがね。

　胃い袋ぶくろの現げん在ざいの空くう間かん使し用よう率りつは二に十じゅう五ごパーセント程てい度どだと？

　どれだけ大おおきなスペースを持もつんだか。

　そして──




《ユニークスキル『無む限げん牢ろう獄ごく』の解かい析せきを行おこないますか？　　ＹＥＳイエス／ＮＯノー》




　たのむぞ！　俺おれは祈いのるように、ＹＥＳイエス、と念ねんじた。





●　▲　▽　■　○　■






　この日ひ、世せ界かいに激げき震しんが走はしった。

〝天災カタストロフ〟級きゅうモンスターである〝暴ぼう風ふう竜りゅう〟ヴェルドラの消しょう滅めつが確かく認にんされたのだ。

　ヴェルドラ。特とくＳエス階級ランクのモンスター。

　魔ま物もののランクも、冒ぼう険けん者しゃのそれと同おなじようにＡエー〜Ｆエフの六ろく段だん階かい評ひょう価かで表あらわされる。

　やや強つよい〝＋プラス〟と、やや弱よわいもしくは、準じゅん級きゅうという意い味みの〝[image: ]マイナス〟評ひょう価かがつく場ば合あいもある。

　これは〝異い世せ界かい人じん〟とうわさされる自由組合ギルドの頂ちょう点てん、〝自由組合総帥グランドマスター〟の称しょう号ごうを持もつ神楽坂優樹ユウキ・カグラザカという男おとこが、新あらたに策さく定てい＊31したクラス分わけであった。

　今いままでの駆かけ出だし→初しょ心しん者しゃ→中ちゅう級きゅう者しゃ→上じょう級きゅう者しゃの四よん段だん階かい評ひょう価かよりもわかりやすく、ウケがいい。

　特とくＳエスランクとは、Ａエー評ひょう価かを上うわ回まわる魔ま王おう指し定ていクラスであるＳエスランクの〝災禍ディザスター〟級きゅう、そのさらに上うえの〝天災カタストロフ〟級きゅうの魔ま物もののことである。

　Ａエー〜Ｆエフの六ろく段だん階かい評ひょう価かの枠わく組ぐみから外はずれる、規き格かく外がいの存そん在ざい。

　本ほん来らい、Ａエーランクの魔ま物ものでさえ、国こっ家か存そん続ぞくの危き機きにおちいる場ば合あいすらあるおそるべき脅きょう威いなのだ。

　その、絶ぜつ望ぼう的てきなまでの危き険けん度どがうかがえるだろう。

　三さん百びゃく年ねん前まえに封ふう印いんされていたとはいえ、そこは天災カタストロフ級きゅうモンスター。

　消しょう滅めつと見みせかけて、別べつの地ち方ほうで新あらたな脅きょう威いとして再さい誕たんしていないとも限かぎらない。

　しかし、消しょう滅めつの報ほう告こくより二十日はつかが経けい過かするにいたって、西せい方ほう聖せい教きょう会かいが〝暴ぼう風ふう竜りゅう〟ヴェルドラの完かん全ぜん消しょう滅めつを宣せん言げんしたのである。




　ジュラの大だい森しん林りんの周しゅう辺へんには、あまたの小しょう国こくが存そん在ざいする。

　ヴェルドラが消しょう滅めつしたという報ほう告こくがもたらされると、各かっ国こくはハチの巣すをつついたようなさわぎになった。

　おのおのの国くにの王おうや大だい臣じんたちは、連れん日じつ緊きん急きゅうの会かい議ぎを行おこない、今こん後ごの対たい策さくと情じょう報ほう収しゅう集しゅうを行おこなっていく。

　小しょう国こくブルムンドの大だい臣じんである、ベルヤード男だん爵しゃくもそんなひとりであった。

　そして、ベルヤード男だん爵しゃくに呼よばれた男おとこもまた、未み曾ぞ有う＊32の混こん乱らんの中なかに生いきる者もののひとり。

　名なをフューズ。背せは低ひくいが、油ゆ断だんならない目めつきをした男おとこである。

　その役やく職しょくは、小しょう国こくであるブルムンド王おう国こくの自由組合支部長ギルドマスターであり、この国くにでも重じゅう要ような役やく割わりを担になう人じん物ぶつなのだ。

「君きみを呼よんだのは他ほかでもない。〝暴ぼう風ふう竜りゅう〟ヴェルドラの件けん、聞きいているだろう？」

　聞きいていて当とう然ぜん、そういう態たい度どをくずさずに、ベルヤード男だん爵しゃくは、部へ屋やに入はいったばかりのフューズに問といかけた。

「もちろんですよ、男だん爵しゃく」

　フューズは、言こと葉ば少すくなに肯こう定ていした。低ひくいしわがれた声こえで。

「ふん。さすがはギルドマスター、と言いっておこうか」

　ベルヤード男だん爵しゃくは、鼻はなを鳴ならして吐はき捨すてるように言こと葉ばを続つづける。

「では、ギルドとしての対たい策さくを聞きかせてくれんか？」

「これといって特とくに、何なにかを行おこなう予よ定ていはありません」

「何なに？　よく聞きこえなかったが……、対たい策さくを行おこなうつもりがないだと？」

「はい。必ひつ要ようを感かんじませんもので」

　フューズは、淡たん々たんと応こたえる。

　ベルヤード男だん爵しゃくが何なにをおこっているのかわからない、とでも言いいたげに。
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　ベルヤード男だん爵しゃくはその態たい度どを不ふ快かいに思おもいながらも、それを表おもてに出ださないように言こと葉ばを続つづける。

　もっとも、その努ど力りょくは成せい功こうしているとは言いいがたかったが……。

「必ひつ要ようないとは、異いなことを言いうものだな。〝暴ぼう風ふう竜りゅう〟ヴェルドラが消しょう滅めつしたということは、魔ま物ものの活かっ性せい化かが予よ想そうされるのだぞ！　それなのに、対たい策さくを立たてないというのか!?」

「これはおかしなことをおっしゃりますな。対たい策さくを立たてるのは国くにの仕し事ごと。我われ々われは自由組合ギルドであり、ボランティアではありませんよ？」

　事じ実じつである。

　自由組合ギルドとは、国こっ家かの枠わくにしばられぬ組くみ合あいのことである。

　国くにごとに所しょ属ぞくする国こっ家か所しょ属ぞくの職しょく人にんに比くらべて、生せい活かつの保ほ障しょうはされていない。しかし、国こく民みんに準じゅんずる最さい低てい限げんの身み分ぶんの保ほ障しょうはされている。ゆえに、一いっ定ていの割わり合あいで税ぜいの義ぎ務むだけは課かせられているのだ。

　こうした仕し組くみはこの国くにだけの話はなしではなく、この周しゅう囲いの国こっ家かのほぼすべてで共きょう通つうである。逆ぎゃくに考かんがえるならば、自由組合ギルドとは国こっ家かの枠わく組ぐみをこえた組そ織しきであり、一いち国こっ家かを上うわ回まわる組そ織しき力りょくを持もつということになるのだが……。

　偶ぐう然ぜんか意い図と的てきなのか不ふ明めいだが、国こっ家かの下したにもぐりこむように活かつ動どうを行おこなっているのが実じつ情じょうなのだ。「国こく民みんの財ざい産さんを守まもるのは国こっ家かとしての最さい低ていの義ぎ務むでしょう？　同どう様ように、組くみ合あいとしても、組くみ合あい員いんは守まもりますとも。おたがいに大たい変へんですな」

　ギルドマスターの白しら々じらしい言いい草ぐさを聞きいて、ベルヤード男だん爵しゃくの額ひたいに青あお筋すじがうかんだ。

　明あきらかに、足あし元もとを見みられていることをさとったのだ。

「ごたくはいい！　自由組合ギルドから、傭よう兵へい＊33を何なん人にん出だせる？　戦せん闘とうに長たけた冒ぼう険けん者しゃは？　この都と市しの防ぼう衛えいに何なん人にん回まわせるのだ!?」

　ギルドマスターはやれやれとため息いきをつき、

「かんちがいしてほしくないのですが、我われ々われはボランティア団だん体たいではありません。国こっ家かと自由組合ギルドの協きょう定ていに基もとづく動どう員いんならば、組くみ合あい員いんの一いち割わりにあたる人にん数ずうを動どう員いんいたしますが、それ以い上じょうを要よう求きゅうされるなら、対たい価か次し第だいとなりますな」




　ブルムンド王おう国こくの人じん口こうは百ひゃく万まん人にん。

　そこに所しょ属ぞくする組くみ合あい員いんは七なな千せん人にん程てい度ど。家か族ぞくはふくまれていない。

　国こっ家かと自由組合ギルドの協きょう定ていに基もとづく動どう員いんが発はつ令れいされた場ば合あい、自由組合ギルド所しょ属ぞくの一いち割わりの人にん数ずう（この場ば合あい、七なな百ひゃく人にん程てい度ど）が国こっ家かの指し揮き下かに入はいることになる。

　これは当とう然ぜんだが、国こっ家かごとの組くみ合あい所しょ属ぞくの人にん数ずうであり、他た国こくの組くみ合あい員いんには適てき用ようされない。そのため、自由組合ギルドとはいえ、所しょ属ぞく国こっ家かは明めい確かくにされているのだ。

　また、この協きょう定ていが発はつ令れいされている期き間かんを国こっ家かが定さだめることができるのだが、その期き間かん中ちゅうは納おさめるべき税ぜいが二に割わり減げんとなるように取とり決きめられている。

　強きょう制せい力りょくを持もつが、税ぜい収しゅうとして考かんがえるならば乱らん用ようはできない仕し組くみなのだ。もっとも、徴ちょう収しゅうされる組くみ合あい員いんの給きゅう料りょうを立たてかえる必ひつ要ようのある組くみ合あいとしては、当とう然ぜんの取とり決きめなのであるが。

　仮かりに、全ぜん員いんを徴ちょう収しゅうと言いわれたとしても、対たい応おうは不ふ可か能のうである。

　組くみ合あい員いんの半はん数すうは、非ひ戦せん闘とう員いんなのだから。




　王おう国こくとしても、そのことはよくわきまえている。

　そのため、本ほん来らいであれば無む理り強じいはしないのだが……、今こん回かいはそういう場ば合あいではなかった。

　魔ま物ものが活かっ発ぱつ化かする。たしかに、それは大おおきな理り由ゆうである。

　だが、本ほん当とうの理り由ゆうがあった。それは……。

「やめだ。おい、フューズ。本ほん音ねを言いわせる気きか？」

　フューズは、ベルヤード男だん爵しゃくが自じ分ぶんの名な前まえを呼よんだことに軽かるくおどろく。

　そして、初はじめてベルヤード男だん爵しゃくの顔かおをまともに見みすえた。

「不ふ可か侵しん領りょう域いき＊34であった、〝暴ぼう風ふう竜りゅう〟ヴェルドラの封ふう印いんされた場ば所しょ。そのルートを直ちょく通つうできるようになるということは、東ひがしの帝てい国こくが動うごきだす可か能のう性せいがあるな」

「その通とおりだ！　ヴェルドラに対たいする遠えん慮りょか、あるいは封ふう印いんが解とけるのをおそれたのか知しらんが、今いままでおとなしかった帝てい国こくに動うごきがある。わかっているのだろう？　あの森もりをぬけられたら、この王おう国こくなどあっという間まにのみこまれてしまうのだ。まして、西せい方ほう聖せい教きょう会かいはあてにならんのだぞ！　まとまってもいないジュラの大だい森しん林りん周しゅう辺へんの国こっ家かなど、またたく間まに帝てい国こくの支し配はい下かに置おかれてしまうぞ！」

「教きょう会かいは動うごかないか……だろうな。ヤツらは、人ひと同どう士しの争あらそいには興きょう味みがない。魔ま物ものの殲せん滅めつ＊35が教きょう義ぎ＊36だからな」

「そうだとも。せめて聖せい騎き士しがひとりでも動うごいてくれれば、帝てい国こくもうかつには動うごけぬものを……魔ま物ものへの備そなえがなくなるだけでも時じ間かんがかせげるのだが」

「無む理りだろうな……教きょう会かいにすれば、国くにが崩ほう壊かいしたとしても、自じ分ぶんのふところが痛いたむわけではない。教きょう会かいを信しん仰こうする者ものだとしても、すべてを助たすけるわけではないのだ」

　フューズは、ベルヤード男だん爵しゃくの顔かおを見みやって思おもう。

　くたびれた顔かおになったなこいつ……、と。

　無む理りもないのだろうが、ベルヤード男だん爵しゃくはここ数すう日じつで一いっ気きに老ふけこんだように見みえた。

　ふたりは、実じつは幼おさななじみであった。

　男だん爵しゃくとはいえ、貴き族ぞくと懇こん意い＊37にしていることが公おおやけになるのはいろいろと都つ合ごうが悪わるい。

　おたがいがおたがいを利り用ようしていると思おもわせる関かん係けいを築きずく必ひつ要ようがあったため、ふだんは仲なかが悪わるそうに演えんじているのだ。

　こんな小しょう国こくだけで、この難なん局きょくを乗のり切きることはできないだろう。

　だが、取とりこし苦ぐ労ろうということもありうる。

　たしかに帝てい国こくに動うごきはあるが、まだせめてくると決きまったわけではない。

　魔ま物ものだけならば、まだ対たい策さくの立たてようはあるのだ。

「まだ帝てい国こくが動うごくと決きまったわけじゃないだろ？　ともかく、俺おれが個こ人じん的てきに調ちょう査さだけは行おこなってやる。期き待たいされても困こまるが、ジュラの大だい森しん林りんの様よう子すと帝てい国こくの動どう向こうは探さぐってみるよ」

「すまん……、助たすかる」

　そう、まだ帝てい国こくが動うごくと決きまったわけではない。

　仮かりに動うごくとしても、いや、動うごくならば大だい規き模ぼな軍ぐん事じ行こう動どうとなる。

　小こ競ぜり合あいをしかけに動うごくほど、帝てい国こくはあまくない。百ひゃく万まんをこえる軍ぐん勢ぜいで、周しゅう辺へん国こっ家かをことごとく蹂じゅう躙りん＊38するだろう。だとすれば、準じゅん備びに時じ間かんがかかるはず。少すくなくとも三さん年ねんは……。

　それでも時じ間かんが多おおいとは言いえないが、こちらにも準じゅん備びする余よ裕ゆうが生うまれる。

「ともかくは、情じょう報ほうをつかむことだな。時じ間かんもない。俺おれは行いくぞ！」

「たのんだ……」

　ふたりはうなずきあい、そして別わかれる。




　すべきことは山やまほどあるのだ。





●　▲　▽　■　○　■






　ヴェルドラを喰くってから三さん十じゅう日にちが経けい過かした。

　今いままで何なにをしていたかって？

　考かんがえてもみてほしい。もしも魔ま物ものにおそわれたらどうするのか？

　俺おれは、スライムになってしまっているのだ。戦たたかうどころか、にげるのも難むずかしい。

　ということで、戦たたかう方ほう法ほうを考かんがえていたのである。

　ついでに、このあたりの目め立だった草くさやあやしく光ひかる鉱こう物ぶつなども捕ほ食しょくしている。

　ヴェルドラが言いうところの、魔ま素そ濃のう度どの濃こい場ば所しょ。そこで採とれる草くさはほぼ、ヒポクテ草そうだった。

　やはりな。

　これで回かい復ふく薬やくのストックが増ふえる。そして、あやしく光ひかる鉱こう物ぶつは〝魔ま鉱こう石せき〟と判はん明めいした。鉄てっ鋼こうより硬こう度どの高たかい、柔じゅう軟なんな金きん属ぞくの素そ材ざいとなるらしい。魔ま法ほうとの相あい性しょうのいい金きん属ぞくができるのだそうだ。

　もっとレアな鉱こう石せきかと期き待たいしたが、よく考かんがえれば有ゆう名めいなオリハルコン＊39やヒヒイロカネ＊40などがあるのかどうかもわからないのだ。

　十じゅう分ぶんレアな鉱こう石せきなのかもしれない。ちょっと欲よくばりすぎかもしれん。

　で、草くさや鉱こう石せきをおいしくいただきながら思おもいつきました！




　水みずを撃うちだせるのだから、ウォーターカッター＊41とかいけるんじゃね？




　うん。言いわなくてもわかってる。俺おれがまた失しっ敗ぱいするとでも思おもってるのだろ？

　あまり人ひとをバカにしたものではない。俺おれだって、やるときはやる男おとこなのだ。

　通つう知ち簿ぼでもいつも、『がんばればできる子こです』と書かかれていた。

　まあ、そういうわけで、多た分ぶん大だい丈じょう夫ぶだろう。

　さっそく地ち底てい湖こにやってきた。暗くら闇やみの中なかで想そう像ぞうした通とおり、結けっ構こう広こう大だいな地ち底てい湖こが広ひろがっている。

　想そう像ぞうしていたよりも神しん秘ぴ的てきで、静せい謐ひつ＊42な空くう気き。生せい物ぶつの気け配はいはなく、どうしようもなく静しずかである。

　魔ま素そが水みずにも浸しん透とうしているのか、おそらく生せい物ぶつは生せい息そくしていないのだろう。

　何なにものにもおかされることのない自し然ぜん！　美うつくしい景け色しきだった。

　それはともかく……。

　前ぜん回かいは試ためし撃うちもせず、とにかく全ぜん力りょくで噴ふん射しゃしたのがまずかった。噴ふん射しゃ口こうも大おおきかったので、推すい進しん力りょくが高たかすぎたのが失しっ敗ぱいだった。適てき当とうすぎたのだ。

　今こん回かいは水みず鉄でっ砲ぽうをイメージしつつ、少しょう量りょうずつ水みずを出だす感かんじ。口くちに水みずをふくみ、ピューッとふきだすのをイメージする。

　なかなか水みずが出でない。噴ふん出しゅつ口こうが小ちいさすぎたか？

　少すこし広ひろげるようにしてみると、勢いきおいよく水みずが出でた。対たい象しょうの岩いわまで水みずが届とどき、ずぶぬれにした。

　よしよし、まずは成せい功こうだ。この調ちょう子しで、水すい量りょうを調ちょう節せつしていくのだ。

　次つぎは、圧あつ力りょくを少すこし高たかめにして噴ふん出しゅつ口こうを開ひらく。そして発はっ射しゃする。

　こんな調ちょう子しで徐じょ々じょに威い力りょくを増ましつつ、水みず鉄でっ砲ぽうの練れん習しゅうをしたのだった。




　なんとか形かたちにはなってきた。

　しかし、人ひとに当あてれば痛いたがりそうだが、決けっ定てい的てきな攻こう撃げき手しゅ段だんとは呼よべなさそうだ。

　どうしたものか……。俺おれはなやみながら、気き分ぶん転てん換かんに地ち底てい湖こに入はいってみる。

　つかれたら風ふ呂ろに限かぎるのだ。単たんなる水みず遊あそびをするためだけに入はいったわけではないよ？

　そのまま『魔ま力りょく感かん知ち』によって、自じ分ぶんの身体からだが水みずにういたりしずんだりする様よう子すを観かん察さつする。

　クラゲのようにも見みえるな。体たい表ひょう面めんを振しん動どうさせて、水すい流りゅうをつくれたりしないだろうか？

　プヨンプヨンとした体たい表ひょうに魔ま力りょくを通とおし、魔ま素そを操そう作さして振しん動どうを生うみだす。

　全ぜん身しんに小こ刻きざみな振しん動どうが生しょうじたので、それを意い図と的てきにひとつの方ほう向こうへと向むけてみた。すると、水すい中ちゅうを移い動どうすることができたのだ。

　成せい功こうだ！　俺おれはおもしろがって、水すい中ちゅう遊ゆう泳えいを楽たのしんだ。

　いい気き分ぶん転てん換かんになったが、決けっして遊あそんでいたのではないので誤ご解かいしないでほしい。




《スキル『水すい流りゅう移い動どう』を獲かく得とくしました》




　一いっ瞬しゅん『大だい賢けん者じゃ』かと思おもったが、どうやら〝世せ界かいの言こと葉ば〟だったようだ。

　今いまの遊あそびでスキルを獲かく得とくしたようだ。おっと、遊あそびではなく気き分ぶん転てん換かんね。

　水すい中ちゅうや水すい上じょうは、任にん意いの方ほう向こうにそれなりの速そく度どで移い動どうできるようになった。

　いざとなれば、『水すい圧あつ推すい進しん』による加か速そくもある。呼こ吸きゅうの必ひつ要ようがないことを考かんがえると、案あん外がい水すい中ちゅうのほうが戦たたかいやすいかもしれない。にげるのにも適てきしてるしな。

　俺おれはそんなことを思おもいながら、地ち底てい湖こから出でたのだった。




　休きゅう憩けいは終おわりだ。

　問もん題だいの攻こう撃げき手しゅ段だんだが、気き分ぶん転てん換かんしたことにより、新あらたな構こう想そうを思おもいついた。

　水みず鉄でっ砲ぽうのやり方かたでは、水みずにだらだらと圧あつ力りょくをかけ続つづける必ひつ要ようがあった。

　今こん度どは、〝シリンダー＊43内ない部ぶに圧あつ力りょくをかけ少しょう量りょうの水みずを撃うちだすイメージ〟、これでやってみる。

　口こう径けい＊44と圧あつ力りょくを調ちょう整せいすることで、威い力りょくを調ちょう整せいするのはさっきと同おなじだ。

　俺おれの意い図とした通とおり、するどく飛とび出だした少しょう量りょうの水みずが、対たい象しょうの岩いわに当あたる。

　当あたった部ぶ分ぶんが少すこしくだけた。

　成せい功こう……したかもしれない。

　今いまの感かん覚かくを忘わすれる前まえに、さらなる練れん習しゅうを行おこなう。

　口こう径けいと圧あつ力りょくの調ちょう整せい。それに加くわえ、水みずに回かい転てんを加くわえるイメージを乗のせて、撃うちだす練れん習しゅうを行おこなった。

　口こう径けいのサイズではなく、形けい状じょうを細ほそく調ちょう節せつしてみたり思おもいつく限かぎりの実じっ験けんを行おこなう。

　そう！　イメージは〝水みずでの切せつ断だん〟である。

　できるだけうすく平ひらたく水みずの形けい状じょうを変へん化かさせ、回かい転てんを加くわえる。円えん盤ばんが高こう速そく回かい転てんしながら飛ひ翔しょうし、対たい象しょうを切せつ断だんするようなイメージだ。さっそく試ためしてみた。
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　結けっ果かは成せい功こう！　円えん盤ばん状じょうに放はなった水みずは、空くう気きの抵てい抗こうを受うけて刃はのような残ざん像ぞうを残のこす。そして、対たい象しょうの岩いわを切せつ断だんしてのけたのである。試ためした自じ分ぶんが、おどろく威い力りょくだった。

　一いっ週しゅう間かんの練れん習しゅうの成せい果かが、今いまここに結けつ実じつ＊45したのだ。




《スキル『水すい刃じん』を獲かく得とくしました》

《スキル『水すい圧あつ推すい進しん』『水すい流りゅう移い動どう』『水すい刃じん』を獲かく得とくしたことにより、エクストラスキル『水みず操そう作さ』へと統とう合ごう進しん化かしました》




　おっと！

　本ほん当とうに結けつ実じつしたようだ。

　エクストラスキルは、通つう常じょうのスキルより威い力りょくも性せい能のうも段だんちがいらしい。

　これで戦たたかう手しゅ段だんを手てに入いれることができた。旅たび立だつ準じゅん備びが整ととのったのだ。




　ようやくだ。

　この地ち底てい湖このほとりに転てん生せいして百ひゃく二に十じゅう日にち。ようやくこのすみかから旅たび立だつ日ひが来きたのだ。

　不ふ安あんはある。しゃべれないことだ。声せい帯たいがないから、身体からだで代だい用ようできる形けい状じょうにならないか練れん習しゅうした。しかし、未いまだ成せい功こうしていない。

　これが成せい功こうするまでここで練れん習しゅうするかとも考かんがえたのだが、成せい功こうするイメージがうかばなかった。

　意い思し伝でん達たつの手しゅ段だんは『念ねん話わ』にたよるしかない。あくまでも相あい手てだのみだが、発はっ声せい方ほう法ほうを手てに入いれるまではがまんするしかないだろう。不ふ便べんだが。

　さて、ここでいつまでも遊あそんでいてもしかたない。

　さっさと外そとの世せ界かいも見みてみたいし、会あえるものなら同どう郷きょうの〝異い世せ界かい人じん〟にも会あってみたい。

　魔ま法ほうを覚おぼえるのも楽たのしそうだし！

　そう考かんがえると、さっさと旅たび立だつべきだろう。

〝思おもい立たったが吉きち日じつ〟というしな。




　ヴェルドラの反はん応のうは何なにもない。

　消きえてしまったかのようだが、そうではないことを俺おれは知しっている。

　約やく束そくしたからな。

　次つぎ会あったとき、笑わらって話はなせるおもしろおかしいエピソードを用よう意いしておいてやろう。

　俺おれは、慣なれ親したしんだ地ち底ていに広ひろがる広こう大だいな場ば所しょから、地ち上じょうへと続つづくゆいいつの道みちへと足あしを進すすめた。

　まだ見みぬ世せ界かいに思おもいをはせ、これから起おきるできごとに期き待たいして……。








＊４ 覚かく醒せい…目めをさますこと。意い識しきや感かん覚かくがはっきりしはじめること。

＊５ 排はい泄せつ…うんちやおしっこを体からだの外そとに出だすこと。

＊６ 還かん元げん…もとの形かたちや性せい質しつ、状じょう態たいにもどすこと。

＊７ 権けん能のう…あるものごとをすることのできる資し格かく。

＊８ ＲＡＩＤレイド…複ふく数すうのＨＤＤハードディスクを組くみ合あわせてひとつのＨＤＤハードディスクとして使つかうシステム。データを安あん全ぜんに保ほ存ぞんすることができる。

＊９ 演えん算ざん…計けい算さんすること。

＊10 詠えい唱しょう…唱となえること。

＊11 隠いん蔽ぺい…わざとかくすこと。

＊12 網もう羅ら…残のこらずすべて集あつめること。

＊13 末まつ裔えい…子し孫そん。

＊14 異い端たん…世よの中なかの多おおくの人ひとが認みとめているものとはちがったもの。

＊15 攪かく乱らん…かき乱みだすこと。

＊16 疑ぎ似じ的てきに…そっくり真ま似ねをするように。

＊17 同どう期き…情じょう報ほうを同おなじにさせること。

＊18 チート…能のう力りょくがけたはずれにすごいこと。

＊19 邪じゃ龍りゅう…心こころがゆがんだ悪わるい竜りゅう。

＊20 うがつ…つらぬく。

＊21 妖よう気き…ここでは、オーラのこと。

＊22 威い容よう…堂どう々どうとしていて立りっ派ぱな様よう子す。

＊23 偶ぐう発はつ的てき…できごとがぐうぜんに起おこる様よう子す。

＊24 討とう伐ばつ…罪つみのある者ものや反はん抗こうする者ものをせめうつこと。

＊25 駆く使し…自じ由ゆう自じ在ざいに使つかいこなすこと。

＊26 逆げき鱗りんにふれる…激はげしくおこらせる。

＊27 灰かい燼じんに帰きす…あとかたもなく焼やけてしまう。

＊28 虚きょ数すう空くう間かん…説せつ明めいのつかないなぞの空くう間かん。

＊29 干かん渉しょう…関かかわり合あうこと。

＊30 依より代しろ…魂たましいなどがのりうつるもの。

＊31 策さく定てい…あれこれ考かんがえて決きめること。

＊32 未み曾ぞ有う…今いままでに一いち度どもなかったこと。

＊33 傭よう兵へい…お金かねでやとわれている兵へい。

＊34 不ふ可か侵しん領りょう域いき…おかすことのできない区く域いき。

＊35 殲せん滅めつ…すべてをほろぼすこと。

＊36 教きょう義ぎ…宗しゅう教きょうなどの教おしえの内ない容よう。

＊37 懇こん意い…仲なかのよいこと。

＊38 蹂じゅう躙りん…暴ぼう力りょくや強つよい権けん力りょくなどによって、相あい手てを傷きずつけたり、権けん利りをおかしたりすること。

＊39 オリハルコン…とてもかたくて貴き重ちょうな、伝でん説せつの金きん属ぞく。

＊40 ヒヒイロカネ…大おお昔むかしの日に本ほんで使つかわれていたといわれている、伝でん説せつの金きん属ぞく。

＊41 ウォーターカッター…圧あつ力りょくの高たかい水みずでものを切きるための技ぎ術じゅつ。

＊42 静せい謐ひつ…静しずかで落おち着ついていること。

＊43 シリンダー…丸まるい筒つつ。

＊44 口こう径けい…丸まるい筒つつの口くちの部ぶ分ぶんの直ちょっ径けい。

＊45 結けつ実じつ…努ど力りょくしたことに対たいして、よい結けっ果かが得えられること。
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　覚おぼえている光こう景けいは、降ふり注そそぐ炎ほのお。

　つかんでいた母はは親おやの手てはあまりにも軽かるく、その先さきを見みるのがこわかった。

　近ちかくで焼しょう夷い弾だん＊46が炸さく裂れつし、あたりを火ひの海うみに変かえている。

　どこへにげればいいのか？　周しゅう囲いを炎ほのおに囲かこまれて……。

　私わたし──井沢静江シズエ・イザワ──は、絶ぜつ望ぼうとともに途と方ほうに暮くれる。

　そのとき、強きょう烈れつな光ひかりが自じ分ぶんを包つつむのを感かんじた。

（ああ……、私わたしはここで死しぬのか…………）

　まだ八はっ歳さいだった私わたしでも、理り解かいできた。

　たよるべき親しん戚せきもなく、母はは親おやとふたり暮ぐらし。父ちち親おやは戦せん争そうへかりだされ、顔かおも覚おぼえていなかった。それを、幸しあわせだとも不ふ幸こうだとも感かんじないでいた。

　日ひ々びそれが日にち常じょうであり、そういうモノと受うけ止とめるしかなかったのだから……。
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　炎ほのおに包つつまれ死しにゆく運うん命めいだった私わたしに──




〝生いきたいか？　生せいを望のぞむならば、我わが声こえに応こたえよ！〟




　──頭あたまに、声こえがひびいた。

　生いきたいか、だって？　そんなのわからない。

　その問といに答こたえるには、私わたしは幼おさなすぎたから。

　だけど、それでも──

　自じ分ぶんをかばって手てだけになってしまった母はは親おやを見みて、なみだが止とまらなくなる。

　生いきたい！　そう、思おもった。




《確かく認にんしました。召しょう喚かん者しゃの求もとめに応こたえます……成せい功こうしました》




　こわいのも熱あついのも、もういやだ。助たすけてよ、お母かあさん──

　私わたしは泣なきながら、炎ほのおにおびえることなく、生いきたいと願ねがう。




《確かく認にんしました。エクストラスキル『炎えん熱ねつ操そう作さ』『炎えん熱ねつ攻こう撃げき無む効こう』を獲かく得とく……成せい功こうしました》




　そして、私わたしの願ねがいはかなった。

　ただし、望のぞむ通とおりの形かたちではなかったけれども。




　次つぎに目め覚ざめたのは、魔ま物ものの巣そう窟くつ＊47。

　目めの前まえには、ひとりの男おとこ。

　長い金髪プラチナブロンドに、青あおい瞳ひとみ。整ととのった顔かお立だちに、切きれ長ながの眼め。すき通とおるように白しろいはだ。

　それは、女じょ性せいと見みまがうばかりに美うつくしかった。

　名なを、レオン・クロムウェル。

　人にん間げんの〝魔ま王おう〟にして、この世せ界かいの頂ちょう点てんの一いっ角かく。そのふたつ名なは、〝白金の悪魔プラチナデビル〟。

　彼かれは私わたしを見みて、「……また、失しっ敗ぱいだ」と失しつ望ぼうしたようにつぶやき、私わたしへの興きょう味みを失うしなった。

　だからこそ、全ぜん身しんに大おおやけどを負おい死しにかけている私わたしを殺ころすことはしなかったのだろう。

　どうでもいい存そん在ざいであったから。放ほう置ちすればすぐに死しぬ、脆ぜい弱じゃく＊48な存そん在ざいだったから。

　私わたしは、それがくやしかった。自じ分ぶんはまだ生いきている。無む視ししないでほしい、と。

　私わたしはその後ご、ずっと忘わすれることはなかった。

　興きょう味みなさげに見み下くだされた瞬しゅん間かんの、そのくやしさと絶ぜつ望ぼうの記き憶おくを。

　私わたしの人じん生せいは、その記き憶おくとともに歩あゆんでいくことになったのだ。

　当とう時じの私わたしには、たよるべき者ものも生いきぬく力ちからも、何なにもなかった。〝魔ま王おう〟たるレオンにすがるしか、生いきるすべはなかったのだ。

　だからこそ、力ちからの象しょう徴ちょうであるかのようなレオンに見み捨すてられることは死しを意い味みする。

　それを本ほん能のう的てきに理り解かいしたからだろうか？　私わたしは、無む意い識しきにレオンに手てをのばしていた。

「た、助たすけて……」

　だけど、すがるようにのばした私わたしの手ては、魔ま王おうレオンには届とどかなかった。

（ああ、やっぱり私わたしはここで死しぬんだ──）

　私わたしは、あきらめると同どう時じにいかりがこみ上あげてきた。

　助たすけたうえで見み放はなすその身み勝がっ手てさが、どうしても許ゆるせなかったのだ。

「うそつき……。生いきたいか？　って聞きいたくせに」

　死しにかけの身体からだで、最さい後ごの力ちからをふりしぼり、魔ま王おうに対たいして文もん句くを言いう。

　なみだがあふれでるのを止とめられない。私わたしは魔ま王おうをまっすぐににらみつけた。

（勝かっ手てに呼よびつけて、勝かっ手てに失しつ望ぼうして──私わたしを無む視しするなんて、ひどいよ！）

　理り路ろ整せい然ぜんとそう考かんがえることができたわけではないが、言こと葉ばにするとそうなるだろう。

　結けっ局きょく、私わたしを助たすけたのは魔ま王おうの気きまぐれ。

「フッ。うそつき、か。待まてよ……」

　興きょう味みをなくしていた魔ま王おうの目めに、あやしい光ひかりが灯ともる。何なにかを思おもい出だしたかのように、魔ま王おうはつぶやいた。

　私わたしにはそれが不ぶ気き味みで、どうしようもなく不ふ安あんになった。だが、大おおやけどにより死しにかけていた私わたしにはどうすることもできない。私わたしはただ、魔ま王おうの意い思しに翻ほん弄ろうされる＊49のみだったのだ。

「ゴミかと思おもったが、これは炎ほのおへの適てき性せいがありそうだ」

　そう言いって、召しょう喚かん術じゅつ式しき〝炎の巨人イフリート〟を起き動どうするレオン。詠えい唱しょうも行おこなわず、たやすく。

　そして、召しょう喚かんしたイフリートに、無む造ぞう作さに命めいじる。

「おまえに、肉にく体たいをさずけよう。使つかいこなせ」

　それは、私わたしのことを、人にん間げんとして見みていない証しょう拠こ。くやしさは、にくしみへと転てんじた。

　これが、幼おさない私わたしの心こころに刻きざまれた、呪縛トラウマ。




〝生いきたいか？　ならば、その意い思しを示しめせ〟




　だから、気きのせいにちがいないのだ。魔ま王おうが、そう声こえをかけてくれたように思おもうのは。

　──炎ほのおの中なかで、死しにかけていた自じ分ぶんに手てを差さしのべてくれたように──

　だが、この憑ひょう依い＊50により私わたしが死しからのがれることができたのも、また真しん実じつである。




　召しょう喚かんされたイフリートは、命めい令れいに従したがい幼おさなき私わたしに憑ひょう依いを試こころみたようだ。すぐに私わたしは、自じ分ぶんの手て足あしの感かん覚かくがにぶくなっていくのを感かんじた。

　どうやらイフリートという炎ほのおの化ばけ物ものが、私わたしの身体からだをうばおうとしているらしい。魔ま王おうレオンに命めいじられるままに、あたえられた肉にく体たいを利り用ようするために。
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《確かく認にんします。生せい存ぞんするために、イフリートの憑ひょう依いを許きょ可かしますか？　　ＹＥＳイエス／ＮＯノー》




（私わたしはまだ、死しにたくない！　でも……いやだ、私わたしが私わたしでなくなるのは、まっぴらだ）

　自じ分ぶんに流ながれこむ不ぶ気き味みな力ちからにおびえつつも、私わたしは願ねがった。




《確かく認にんしました。イフリートが憑ひょう依い……成せい功こうしました。イフリートの憑ひょう依いにより、井沢静江シズエ・イザワの魔ま素そを安あん定てい……成せい功こうしました。続つづけて、ユニークスキル『変へん質しつ者しゃ』を獲かく得とく……成せい功こうしました》




　こうして、たび重かさなるぐうぜんにより、私わたしは生いき延のびたのだ──








＊46 焼しょう夷い弾だん…敵てきの建たて物ものを焼やき払はらうための爆ばく弾だん。

＊47 巣そう窟くつ…すみか。

＊48 脆ぜい弱じゃく…もろくて弱よわいこと。

＊49 翻ほん弄ろうされる…思おもうままにもてあそばれる。

＊50 憑ひょう依い…霊れいなどがのりうつること。
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　地ち底てい湖このある場ば所しょから地ち上じょうへといたる道みち。

　それは、一いっ本ぽんの洞どう窟くつであった。

　俺おれはその道みちを、ポヨポヨと進すすんでいく。

　思おもったよりも快かい適てきに移い動どうできる。

　光ひかりの届とどかない暗くら闇やみであろうと、『魔ま力りょく感かん知ち』を応おう用ようした視し覚かくには昼ひる間ま同どう然ぜんに映うつるのだ。

　目めが見みえなかったときは足あし元もとを確たしかめながら動うごいていたから気きづかなかったけど、スライムの移い動どう速そく度どもそこまでおそくはない。

　ふつうに歩あるくのと変かわらぬ速そく度どで移い動どうできるし、かけ足あし並なみの速そく度ども出だせる。

　つかれるわけでもないが急いそぐ理り由ゆうもないので、徒と歩ほ並なみの速はやさで移い動どうしている。

　決けっして、駆かけ出だして湖みずうみに落おちたトラウマのせいではないのだ。




　しばらく進すすむと、大おおきな門もんで道みちがふさがれていた。

　洞どう窟くつの中なかの人じん工こう物ぶつ。

　あやしいことこのうえない。が、ＲアールＰピーＧジーではおなじみなので不ふ思し議ぎには思おもわない。

　ボス部べ屋やの前まえにはとびらがあるのがふつうなのだ。

　さて、どうやってとびらを開あけたらいいだろう？

『水すい刃じん』で切きり刻きざめるだろうか？

　そう考かんがえていたら、きしむ音おとを立たてながらとびらが開ひらいていく。

　俺おれはあわてて、道みちのはしによけて、様よう子すをうかがった。




「やっと開ひらいたか。さびついてしまって、かぎ穴あなもボロボロじゃねーか……」

「まあしかたないさ。三さん百びゃく年ねん、だれも中なかに入はいったことがないんだろ？」

「入はいったという記き録ろくは残のこっていません。それよりも、本ほん当とうに大だい丈じょう夫ぶなんでしょうか？　いきなりおそわれたりしないですよね……？」

「がはははっ！　安あん心しんしろ。三さん百びゃく年ねん前まえは無む敵てきだったのかもしれんが、しょせんは大おおきなトカゲだろ？　俺おれは、バジリスク＊51をソロで討とう伐ばつしたこともあるんだ。任まかせろ！」

「それ、前まえから思おもってましたが、うそですよね？　バジリスクってカテゴリーＢビー＋プラスランクの魔ま物ものですよ？　カバルさんにはソロ討とう伐ばつなんて無む理りですよね？」

「バカやろう！　俺おれだってＢビーランクだぞ！　でかいだけのトカゲなんざ、敵てきじゃねーんだよ！」

「はいはい。わかりましたから、油ゆ断だんしないでくださいよ？　まあ、いざというときは私わたしの強制離脱エスケープでにげますけど……」

「ふたりが仲なかいいのはわかったから、そろそろ静しずかにお願ねがいしますよ。あっしの隠おん密みつ技術アーツを発はつ動どうさせやすんで！」
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　なんだかさわがしい三さん人にん組ぐみが入はいってきた。

　なんでだろう？　不ふ思し議ぎなことに、言こと葉ばが理り解かいできる。




《解かい。意い思しがこめられている音おん波ぱは、『魔ま力りょく感かん知ち』の応おう用ようで理り解かいできる言こと葉ばへと変へん換かんされます》




　なるほど。

　こちらから話はなしかけることはできないが、何なにを言いってるか理り解かいはできるのか。

　よかった。俺おれ、英えい語ご苦にが手てだったんだよね。日に本ほんに住すんでて、外がい国こく語ごを勉べん強きょうする必ひつ要ようなんてないと思おもうんだ。海かい外がいに行いく予よ定ていのある人ひとだけがんばればいいのだ。

　だが、今こん回かいはそういう言いい訳わけが通つうじない。いつかは勉べん強きょうする必ひつ要ようがありそうだ……。




　まあそんなことはどうでもいい。

　どうしよう？　とびらを開あけるよりも難なん問もんだな……。

　何なにしにきたのか知しらないけど、冒ぼう険けん者しゃ……っぽいな。

　お宝たからでも探さがしにきたのだろうか？

　彼かれらは、この世せ界かいで初はじめて遭そう遇ぐうした人にん間げんだ。ついていきたい気き持もちはある。

　しかし……、しゃべることのできないスライムという魔ま物ものの俺おれが出でていったら……問もん答どう無む用ようで殺ころされかねないな。用よう心じんしたほうがいいだろうし、今こん回かいはやめとこう。

　人ひと前まえに出でるのは、せめてしゃべれるようになってからだ。

　しばらくかくれて様よう子すをうかがった。

　やせ気ぎ味みの男おとこが何なにかしたのか、急きゅうに三さん人にんの姿すがたがぼやける。が、見みえなくなったわけではない。

　隠おん密みつ、と言いっていたか。おそらくは、スキルの一いっ種しゅなんだろうな。のぞき見みし放ほう題だいか。ケシカランヤツだ。どういう目もく的てきで覚おぼえたんだか……あとで友ともだちになる必ひつ要ようがありそうだ。




　三さん人にんの気け配はいが消きえたのを確かく認にんし、俺おれは移い動どうを再さい開かいする。

　あせることはない。これで人にん間げんに会あえなくなるわけでもない。

　一いっ歩ぽ一いっ歩ぽ確たしかめながら進すすむのだ。〝急いそがば回まわれ〟とは、昔むかしの人ひとはよく言いったものだ。

　俺おれは三さん人にんがもどってくる前まえにすみやかにとびらをくぐりぬけ、その場ばをあとにした。





●　▲　▽　■　○　■






　とびらをぬけしばらく進すすむと、道みちが複ふく雑ざつに分ぶん岐き＊52している地ち点てんに到とう達たつした。どれが地ち上じょうへのぬけ道みちなのだろう？　考かんがえたところで、俺おれにわかるわけがない。

　ひとつの道みちを選えらんで中なかに入はいる。




　チロチロリ！




　目めが合あった。

　そっと視し線せんをそらす……目めの前まえに、まがまがしい大だい蛇じゃがいたのだ。前ぜん世せのヘビとかがかわいく思おもえるほど、硬こう度どが増ましてとげとげしいウロコにおおわれた真まっ黒くろなヘビ。ヘビににらまれたカエル、ではなくスライムである。
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　自じ分ぶん空くう気きっす。

　気きづかれていなければなんとかなるか？　ソロリ、と後こう退たいしようとしたのだが、その考かんがえはあまかったようだ。黒くろヘビは俺おれの動うごきに合あわせ、ゆっくりとかま首くびをもたげる。

　舌したがチロリと動うごき、視し線せんで威い嚇かくされた。

　だめだ。にがす気きはない！　と言こと葉ばをかわさなくても伝つたわってくる。

　戦たたかうか!?　俺おれには、一いっ週しゅう間かん特とっ訓くんして得えた必ひっ殺さつ技わざがあるではないか！

　とはいえ……こんな化ばけ物ものと戦たたかうには、覚かく悟ごが必ひつ要ようだ。

　要ようするに、めっちゃこわいのだ。

　だがあわてるな。よく考かんがえると、俺おれはもっとこわい思おもいをした。そう、ヴェルドラだ。あの竜りゅうに比くらべれば……あれ？　思おもったよりこわくないかも。

　これ、いけるんじゃね？　落おち着ついた俺おれは、冷れい静せいに黒くろヘビを観かん察さつした。

　黒くろヘビは、威い嚇かくで俺おれがビビッて動うごけなくなったと油ゆ断だんしている。俺おれのことをどう料りょう理りしようかと、思し案あんしているようだ。ふつうに丸まるのみにするのが気きに食くわないのだろうか？

　では、こちらも遠えん慮りょなく……俺おれはためらわずに、黒くろヘビの首くびめがけて『水すい刃じん』を飛とばした。

　凄せい烈れつ＊53な気け配はいを放はなつ水みずの刃やいばが、空くうを切きりさき黒くろヘビへと到とう達たつする。

　それは一いっ瞬しゅん。我わが目めを疑うたがうほどあっけなく。放はなたれた『水すい刃じん』が、なんの抵てい抗こうも許ゆるさず黒くろヘビの首くびをはねたのだ。

　俺おれをひとのみにできるであろう、まがまがしい大だい蛇じゃであったのに。

　これは……、自じ分ぶんでも思おもってた以い上じょうに強きょう力りょくな技わざだ。

　人にん間げんの冒ぼう険けん者しゃに使つかったらスプラッタ＊54だろう。最さい初しょに試ためしたのが魔ま物ものでよかった。

　ちなみに胃い袋ぶくろの現げん在ざいの空くう間かん使し用よう率りつは、ヴェルドラが十じゅう五ごパーセント、水みずが十じっパーセント、薬やく草そう＋プラス回かい復ふく薬やくその他たを合ごう計けいして二にパーセント、鉱こう石せきと素そ材ざいで三さんパーセントとなっており、全ぜん体たいの三さん十じっパーセントを使し用よう中ちゅうである。

『水すい刃じん』に使し用ようする水みずの量りょうは、コップ一いっ杯ぱい分ぶんにも満みたないわけで……何なん千ぜん発ぱつ『水すい刃じん』を放はなっても、水みずの残ざん量りょうを気きにする程てい度どではない。

　下へ手たな魔ま法ほうより役やく立だちそうだ。

　魔ま物ものが出でたら、しばらくは『水すい刃じん』で対たい応おうすることにしよう。




　さて、このヘビだが。

　捕ほ食しょくして解かい析せきしたらこのヘビの能のう力りょくをうばえるかな？

　さっそく捕ほ食しょくした結けっ果か……。


　　『熱ねつ源げん感かん知ち』……固こ有ゆうスキル。周しゅう囲いの熱ねつ反はん応のうを捕ほ捉そく＊55する。隠おん密みつの効こう果かを無む効こう化かする。




　　『毒どく霧ぎり吐と息いき』……固こ有ゆうスキル。強きょう力りょくな毒どく（腐ふ食しょく）系けいブレス。効こう果か範はん囲いは、角かく度ど百ひゃく二に十じゅう度ど七ななメートル延えん長ちょう全ぜん域いき程てい度ど。



　というふたつの能力スキルを得えて、黒くろヘビへの擬ぎ態たい化か＊56が可か能のうとなった。

　この毒どく、ダメージと腐ふ食しょく効こう果か（装そう備び破は損そんおよび、肉にく体たい破は損そん）をあたえるみたい。ふつうの冒ぼう険けん者しゃが戦たたかったら、結けっ構こうてこずるんじゃないかな？

　この世せ界かいには魔ま法ほうがあるから、案あん外がい楽らく勝しょうなのかもしれないけど。

　俺おれはしばらく、黒くろヘビの能のう力りょく解かい析せきに時じ間かんを費ついやした。

　使つかえる手て札ふだは多おおいほどいいのだ。

　判はん明めいしたこと。


　　一いち、黒くろヘビに擬ぎ態たいを行おこなうと体たい積せきが増ふえた。




　　二に、獲かく得とくスキルは擬ぎ態たいしなくても使し用よう可か能のう。ただし、威い力りょくなどが落おちる場ば合あいもある。



　以い上じょうの二に点てんである。

　説せつ明めいすると、


　　一いち、胃い袋ぶくろの中なかで捕ほ食しょくした魔ま物ものの身体からだを分ぶん解かいし、ストックしているようだ。前まえにダメージを受うけたときに損そん傷しょう部ぶ分ぶんをごっそり自じ分ぶんで捕ほ食しょくして修しゅう復ふくしたことがあったけど、スペア＊57細さい胞ぼうみたいな感かんじになっているっぽい。




　　二に、固こ有ゆうスキルはその魔ま物もの特とく有ゆうのスキルみたいだ。俺おれの『溶よう解かい、吸きゅう収しゅう、自じ己こ再さい生せい』がそれにあたる。ただし、固こ有ゆうスキルを使し用ようするには、その魔ま物ものに擬ぎ態たいしないと完かん全ぜんな性せい能のうを出だせないみたいである。それでも部ぶ分ぶん活かつ用ようもできるし、『熱ねつ源げん感かん知ち』などふつうに使つかえるスキルもある。



　まとめると、こんな感かんじだった。

『捕ほ食しょく者しゃ』マジ使つかえる。

　今こん後ごも、有ゆう用ようそうなスキルをばんばん獲かく得とくしたいものだ。





●　▲　▽　■　○　■






　黒くろヘビとの戦たたかいから三日みっかたった。

　俺おれは未いまだに洞どう窟くつの中なかにいた。寒さむさは感かんじないが、ひょっとするとかなり寒さむいのかもしれない。

　日ひの光ひかりがまったく差さしこんでこないのだ。

　暗くら闇やみの中なかでも視し野やは良りょう好こうである。だが、俺おれはとある不ふ安あんに頭あたまをなやませていた。

　いや、そんなハズないのはわかっているんだ。しかし、どうしても考かんがえてしまう……『俺おれ、迷まよっているんじゃね？』と。

　いやいや、そんなハズない。ふつう、最さい初しょの洞どう窟くつで迷まよう話はなしなんて聞きいたことないし。

　イージーな洞どう窟くつで序じょ盤ばんのふみ台だいにするものだろ？　それに、冒ぼう険けん者しゃらしき三さん人にん組ぐみも迷まよわずに入はいってきてたみたいだったし……。大だい丈じょう夫ぶ。きっと道みちが長ながいだけだろう。

　しかし、道みちがわからないのは不ふ安あんになるな。なんか道みちがわかるいい方ほう法ほうはないものか？




《解かい。脳のう内ないに、現げん在ざい通とおった道みちを表ひょう示じしますか？　　ＹＥＳイエス／ＮＯノー》




　ぶ。ふきだした。

　なん……だと……!?　そんな便べん利りな機き能のうがあったなら、もっと早はやく教おしえてくれよ！

　思おもわず、ツッコミを入いれてしまった。

　ここは、ＹＥＳイエスだ。

　オートマッピング＊58など、邪じゃ道どう＊59！　そう思おもっていた時じ期きが俺おれにもあった。

　古ふるいゲームには、リアルに紙かみとえんぴつを用よう意いし、一いっ歩ぽ進すすむごとに記き入にゅうしつつ攻こう略りゃくするものがある。一いっ歩ぽ一いっ歩ぽ、足あし元もとを確たしかめながら進すすめていく楽たのしさ。しかし、人ひとは攻こう略りゃく本ぼんにたよるようになり、ゲームそのものにマッピング機き能のうまで標ひょう準じゅん装そう備び。攻こう略りゃくの醍だい醐ご味みはなくなっていった。何なにより、その便べん利りさに慣なれてしまうと、なかなか元もとにはもどれぬものなのだ。

　何なにが言いいたいのか、というと……そんな便べん利りな機き能のうがあるのならば、さっさと利り用ようするべきである、ということだ。何なにより、これはゲームではなく、リアルなのだし。

　脳のう内ないに表ひょう示じされた地ち図ずを見みる。

　見みまちがいだろうか？　同おなじ場ば所しょを何なん度どもループしたように表ひょう示じされているな……。

　………

　……

　…

　脳のう内ないの地ち図ずに従したがい、今いままで進すすんでいないほうの洞どう窟くつに侵しん入にゅう。

　すると、この三日みっか間かんに目めにしたことのない風ふう景けいに出でくわした。

　ふふふ。どうやら、道みちに迷まよっていたようだ。

　この俺おれをまどわすとは、この洞どう窟くつもたいしたものである。ここは素す直なおに洞どう窟くつをほめておこう。

　決けっして、俺おれが方ほう向こうオンチなわけではないのだから！




　洞どう窟くつの入いり口ぐち、外そとへの通つう路ろが近ちかいのだろうか。

　洞どう窟くつ内ないにこけや雑ざっ草そうが目め立だちはじめた。

　太たい陽ようの光ひかりがどこからか届とどくのか、うす明あかるくなってきている。

　ということは、今いまは昼ひるなのか。

　ここに到とう達たつするまでに、何なん度どかの戦せん闘とうをこなした。





ムカデの化ばけ物もの




（エビルムカデ：ランクＢビー＋プラス）




大おおきなクモ




（ブラックスパイダー：ランクＢビー）




吸きゅう血けつコウモリ




（ジャイアントバット：ランクＣシー＋プラス）




甲こう殻かくトカゲ




（アーマーサウルス：ランクＢビー−マイナス）






　の四よん種しゅ類るいに遭そう遇ぐうしている。
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　あの黒くろヘビは一いっぴきだけだったのか、二にひき目めには遭そう遇ぐうしていない。

　みな、強きょう敵てきだった。

『水すい刃じん』の一いち撃げきでたおした俺おれが言いっても、説せっ得とく力りょくはないかもしれないけど。

　コウモリのヤツは何なん度どか『水すい刃じん』をかわしてかみついてくるし、トカゲにいたっては角かく度どが悪わるいと『水すい刃じん』をはじきやがった。油ゆ断だんできない。

　ムカデの化ばけ物ものは、気け配はいを消けして背はい後ごからおそいかかってきたのだが、『魔ま力りょく感かん知ち』と『熱ねつ源げん感かん知ち』で常つねに周しゅう囲いの警けい戒かいを行おこなっている俺おれには通つうじない。背はい後ごに向むけての、『水すい刃じん』で一いち撃げきだった。

　大おおきなクモはヤバかった。

　そもそも、俺おれは虫むしが苦にが手てなのだ。生せい理り的てきに嫌けん悪お感かんを持もっている。見みた目めでゴメンナサイ、ってヤツだ。だが、スライムへの転てん生せいで心こころも強きょう化かされたのか、にげることなく戦たたかうことはできた。

　悪わるいが全ぜん力りょくで！　そう思おもって、最さい大だい数すうの五ご本ほんの『水すい刃じん』で切きり刻きざんだ。

　長なが々ながと見みていたくない相あい手てだったので、かんべんしてもらおう。

　すべて捕ほ食しょくさせていただいた。

　しょせんこの世よは弱じゃく肉にく強きょう食しょく。負まけたら相あい手ての糧かてとなるものなのだ。

　もっとも、クモやムカデを喰くうのはためらわれた。

　そういう意い味みでも、俺おれはがんばった。

　だが、もしゴキブリの魔ま物ものとか出でてきたら、俺おれは喰くう以い前ぜんに全ぜん力りょくでにげるだろう。

　勝かてる勝かてないではないのだ。

　この世よには、〝にげるが勝かち〟という素す晴ばらしい言こと葉ばがあるのだから。

　結けっ局きょく、この洞どう窟くつでさまざまな魔ま物ものを吸きゅう収しゅうできた。

　入にゅう手しゅしたスキルは以い下かの通とおり。





　　黒くろヘビ『毒どく霧ぎり吐と息いき、熱ねつ源げん感かん知ち』




　　ムカデの化ばけ物もの『麻ま痺ひ吐と息いき』




　　大おおきなクモ『粘ねん糸し、鋼こう糸し』




　　吸きゅう血けつコウモリ『吸きゅう血けつ、超ちょう音おん波ぱ』




　　甲こう殻かくトカゲ『身しん体たい装そう甲こう』






　せっかく獲かく得とくしたのだ、使つかいこなせるようになるべきである。そう考かんがえた俺おれは、『大だい賢けん者じゃ』を駆く使ししつつ、魔ま物ものから得えた能力スキルの研けん究きゅうを行おこなったのだった。




　黒くろヘビのスキル、『毒どく霧ぎり吐と息いき』はぶっちゃけ使つかえなかった。

　実じつは、甲こう殻かくトカゲが現あらわれたときに黒くろヘビに擬ぎ態たいして使し用ようしたのだ。そしたら……トカゲの装そう甲こうなんのそのとばかりに、トカゲがみるみるドロドロととけだしたのだ。

　まれに見みるグロい光こう景けいだった。内ない臓ぞうをぶちまけたようなグロいトカゲの残ざん骸がいは見みるのもいやだったので、『毒どく霧ぎり吐と息いき』で完かん全ぜんに消しょう滅めつさせた。思おもい出だしたくもない。

　こんな危き険けんなブレス攻こう撃げきなど、威い力りょくがありすぎて使つかいたくない。

　だが、『熱ねつ源げん感かん知ち』は素す晴ばらしい。

　生せい物ぶつはたいてい発はつ熱ねつしている。このスキルに『魔ま力りょく感かん知ち』をあわせると、俺おれに対たいする不ふ意い打うちはほぼ防ふせげるだろう。人にん間げんや、知ち恵えある上じょう位い魔ま物ものになるとどういう魔ま法ほうや特とく殊しゅスキルを使し用ようできるのかわからないので、油ゆ断だんは禁きん物もつなのだけど。




　次つぎにムカデ。

　擬ぎ態たいするのもいやな、その外がい見けん。

　ブレスの射しゃ程ていは黒くろヘビと同どう程てい度ど。大おおきさもほとんど変かわらなかった。

　そこから予よ想そうした通とおり、スライム状じょう態たいで使し用ようすると一いちメートル程てい度どの射しゃ程ていだ。

　だが、不ふ意い打うちで麻ま痺ひブレスを使つかうのはアリかもしれない。

　とはいえ、一いちメートルまで敵てきに接せっ近きんされた時じ点てんで、擬ぎ態たいするかにげるなりしないと負まけ確かく定ていだがな。




　そしてトカゲ。

　毒どく霧ぎりブレスに、あっさりとかされる程てい度どの装そう甲こう。

　期き待たいできない。

　ぶっちゃけ、俺おれには『物ぶつ理り攻こう撃げき耐たい性せい』もあるし、あまり意い味みはなさそうだ。

　擬ぎ態たいせず、スライムの状じょう態たいで使つかってみた。

　表ひょう面めんがかたくなった。

　国こく民みん的てきＲアールＰピーＧジーに出でてくる、メタルなスライムみたいだ。

　俺おれの月げっ白ぱく色いろのボディーが、金属的メタリックなかがやきを放はなつ。表ひょう面めんが硬こう質しつ化かしたことで、光ひかりの反はん射しゃ率りつが変かわったのだろう。

　ダメージを受うける実じっ験けんなどしたくないので、どの程てい度ど効こう果かがあるかは知しらないが……。

　しかし、色いろ合あいはきれいになった。

　相あい手てをビビらせるのには使つかえるかもしれない。




　この三さん体たいの能のう力りょくはこんなところだ。

　問もん題だいは、残のこり二に体たい。この二に体たいの能のう力りょくは興きょう味み深ぶかい。

　何なにが興きょう味みを引ひいたのかというと……。




　まず、クモ。

　そう、クモの能のう力りょくを持もつ有ゆう名めいなヒーローの真ま似ねをしてみたい。

　ヒュイ！　っと、手て首くびから糸いとを出だしその身みを支ささえ、高こう層そうビルを跳ちょう躍やくしてわたり歩あるく。

　あの、有ゆう名めいな男おとこだ。

『粘ねん糸し』というスキルは、本ほん来らい獲え物ものにまとわりつかせ、その動うごきを封ふうじるもののようだ。

　だが、これを使つかえば、あの動うごきが再さい現げんできるのではないだろうか？

　さっそく、実じっ験けんである。

　では、大たい木ぼくの枝えだに向むけて……。

　ヒュイ！　……ブラ[image: ー][image: ー][image: ー]ン………………。

　えっと、『鋼こう糸し』の説せつ明めいだったよね。

『粘ねん糸し』？　何なにそれ？　ぶら下さがるだけのスキルなんて、俺おれは知しらない。

　というわけで『鋼こう糸し』だが、これは相あい手ての攻こう撃げきを防ふせぐ目もく的てきで使つかうのか。

　巣すをつくる際さいに、自じ分ぶんの有ゆう利りな状じょう況きょう（迷めい路ろ）の作さく成せいにも用もちいるようだが……一いっ本ぽんだけ、細ほそい糸いとを出だし、むちのように木きに打うちつけてみた。

　ピュン！　プチン。

　と、あっさりはじかれた。

　しかし、だ。

　俺おれには『魔ま力りょく感かん知ち』ではっきりと見みえているが、この細ほそい『鋼こう糸し』をふつうの人にん間げんの肉にく眼がんでとらえるのは、非ひ常じょうに難むずかしいだろう。練れん習しゅう次し第だいでは、有ゆう用ような武ぶ器きとなりそうだ。

　これは今こん後ごの課か題だいとして、練れん習しゅうを積つむことにした。




　最さい後ごにコウモリ。

　俺おれは一いち番ばん、このコウモリに期き待たいしていた。

『吸きゅう血けつ』スキル？　血ちを吸すった対たい象しょうの七なな割わりの能のう力りょくを一いち時じ的てきに行こう使しできる。

　どうでもいいスキルだ。

　捕ほ食しょくのほうが効こう果かが高たかい。劣れっ化かスキルと呼よぶのもおこがましい。

　血ちなんて、別べつに吸すいたくもない。データだけ採さい取しゅして、『吸きゅう血けつ』能のう力りょくのことは放ほう置ちする。

　俺おれの興きょう味みの対たい象しょう、それは『超ちょう音おん波ぱ』である。

　このスキルは、対たい象しょうをまどわしたり失しっ神しんさせたりといった効こう果かもおよぼすが、本ほん来らいは位い置ち特とく定ていスキルである。

　元もとの世せ界かいのコウモリもそうであったように、超ちょう音おん波ぱの反はん射しゃで位い置ちを特とく定ていしているのだろう。

　ここで重じゅう要ようなのは、発はっ声せい器き官かんである。スキルそのものは、どうでもいいのだ。

　この『超ちょう音おん波ぱ』を発はっする器き官かんを、スライムボディーに再さい現げんすることからはじめる。

　何なにもないところから想そう像ぞうで身体からだを操そう作さするのではなく、参さん考こうとなる機き能のうを持もつ魔ま物ものを吸きゅう収しゅうできたことはラッキーだった。

　これで、発はっ声せい方ほう法ほうを入にゅう手しゅできるかもしれない。

　俺おれは、寝ねる間まもおしんで研けん究きゅうを続つづけた。

　まあ、寝ねる必ひつ要ようはないのだけれども……。




　三日みっか三み晩ばん、不ふ眠みん不ふ休きゅうで歩あるきながら研けん究きゅうした結けっ果か!!

「ワレワレハ、ウチュウジンデアル！」

　成せい功こうだ！

　扇せん風ぷう機きの前まえでのどをたたきながら出だすようないびつな声こえだが、たしかに発はっ声せいに成せい功こうした！

　ここまで来くれば、あとは調ちょう整せいあるのみ！

　俺おれはあわてる心こころをなだめつつ、声せい帯たいの調ちょう整せいを開かい始しするのだった。




　しかし、超ちょう音おん波ぱは使つかえるな。

　音おん波ぱ砲ほうのような兵へい器きがあった気きがする。

　ソニックバスターもしくは、ソニックブラスターと呼よばれてたっけ？

　できないだろうか？




《解かい。スキル『超ちょう音おん波ぱ』から『超ちょう振しん動どう』へ派は生せいする可か能のう性せいがあります。ただし、現げん在ざいは取しゅ得とくできません》




　派は生せい、もしくは能のう力りょくの変へん化かが必ひつ要ようということか。

　今いまは情じょう報ほう量りょうが少すくなすぎて、無む理りだったようだ。

　ぶっちゃけ、なんでもかんでも簡かん単たんにできるハズもないのだ。

　どうやら俺おれは欲よくばりすぎたみたいである。

　手て札ふだは多おおいほうがいい。しかし、あせる必ひつ要ようはない。

　発はっ声せい器き官かんを手てに入いれただけでも、十じゅう分ぶんに満まん足ぞくすべき結けっ果かなのだから。




　思おもえば、結けっ構こうたくさんの能のう力りょくを獲かく得とくしたものである。

　俺おれはこうして、研けん究きゅうしつつ出で口ぐちを求もとめてさまよい歩あるいた。

　そしてとうとう、洞どう窟くつから地ち上じょうへと出でることに成せい功こうしたのである。

　この世せ界かいに生うまれ変かわってから初はじめての、太たい陽ようの光ひかりが降ふり注そそぐ場ば所しょへと……。





●　▲　▽　■　○　■






　ひさしぶりに太たい陽ようの下したに出でた気きがする。いや、実じっ際さいに数すうか月げつぶりなんだけど。

　吸きゅう血けつ鬼きのように太たい陽ようの光ひかりでとけたり、やけどを負おったりはしないようだ。

　実じっ際さい、そういう自じ分ぶんにとって危き険けんな行こう動どうというのは、魔ま物ものの本ほん能のうで理り解かいできるようになっているとのこと。

　わかっていてもやってしまう、よくあることだ。

　笑わらえない。

　自じ覚かくあるだけに改かい善ぜんするようにしよう。




　洞どう窟くつは、森もりの中なかにあったようだ。

　小こ高だかい丘おかという程てい度どの山やまのふもとに、ぽっかりと口くちを開あけていた。大たい木ぼくに囲かこまれた中なか、その丘おかはよく目め立だつ。なんと言いえばいいのか、そこだけ太たい陽ようが見みえている。一いっ歩ぽ、森もりに侵しん入にゅうするとすぐにでもうす暗ぐらくなりそうだ。

　丘おかの頂ちょう上じょうには、何なにやらあやしげな模も様ようが刻きざまれていた。

　魔ま法ほう陣じん？　っぽい雰ふん囲い気き。もしかして、前まえにすれちがった冒ぼう険けん者しゃのみなさんが、何なにかしかけでもしていたのだろうか？　まあ、なんでもいいか。

〝君くん子し危あやうきに近ちか寄よらず〟

　俺おれはさっさと、その場ばをあとにした。




　洞どう窟くつから出でてしばらくたつ。どうやら、日ひがかたむいてきたようだ。

　ちょうど、真ま昼ひるごろに洞どう窟くつを出でた計けい算さんになる。

　びっくりするほど正せい確かくに刻きざむ体たい内ない時ど計けいがあるので、日ひ付づけごとにわかるよう調ちょう整せいしたい。そう思おもっていると、自し然ぜんに変へん化かした。

　この程てい度どはたやすいことだったのか？　相あい変かわらず、『大だい賢けん者じゃ』はたよりになる。

　現げん在ざい、十じゅう六ろく時じすぎ。

　夕ゆう飯はんの支し度たくの時じ間かんだが、残ざん念ねんながら俺おれに食しょく事じの必ひつ要ようはない。食たべてもいいが、味あじがわからないから余よ計けいむなしくなる。

　なので、洞どう窟くつ内ないで捕ほ食しょくした魔ま物ものたちから新あたらしく手てに入いれた能のう力りょくの研けん究きゅうを続つづける。使つかい方かたや組くみ合あわせ、他ほかに何なにかできることはないのか、などなど。重じゅう点てん的てきに、発はっ声せい練れん習しゅうも行おこなった。

　そうして、いろいろと試ためしながら俺おれは道みちを進すすんでいた。

　あてがあるわけではない。

　目もく的てきだって、適てき当とうなのだし。

　どこか、村むらか町まちにでも出でたら心こころ優やさしそうな人にん間げんに声こえをかけてみようとは思おもっているのだが……。

　しかし、この数すう日じつ、ものすごく平へい和わだった。洞どう窟くつ内ないではあれほどひんぱんに魔ま物ものにおそわれたのだが、外そとに出でてからはまったくと言いっていいほどおそわれていない。

　一いち度どだけ、発はっ声せい練れん習しゅうをしている最さい中ちゅうにオオカミにおそわれたのだが、




「ア？」




　と、声こえを出だしてすごんだだけで、

「キャイ[image: ー][image: ー][image: ー][image: ー]ン！」

　とか、情なさけない悲ひ鳴めいを上あげてにげていった。

　ふつうの大おお型がた犬けんよりも大おおきい、体たい長ちょう二にメートルごえの大おお物ものが何なんびきかいたのだが、なんというか、スライムを見みてビビる魔ま物ものとか、情なさけない限かぎりである。

　俺おれとしては、おそわれないならそれにこしたことはない。

　オオカミを喰くったら、嗅きゅう覚かくとかゲットできそうではあるのだが。

　しかし、気きになったので観かん察さつを続つづけてみると、どうやらオオカミだけではないらしい。

　俺おれの周しゅう囲い百ひゃくメートル以い内ないに、魔ま物ものが入はいってくる気け配はいがないのだ。

　あれ？　なんか、俺おれのことをおそれているような……。

　なんでだろうか？

　まちがいなく、この森もりの魔ま物ものは、俺おれのことをおそれているように感かんじる。

　そう確かく信しんしたとき、俺おれの『魔ま力りょく感かん知ち』が魔ま物もの集しゅう団だんの接せっ近きんを感かん知ちした。




　問もん題だいごとはとつぜんやってくるものだ。

　俺おれの目めの前まえに、わらわらと、三さん十じっぴきほどの人ひと型がたの魔ま物ものが現あらわれた。

　小こ柄がらな体たい躯く＊60。

　そまつな装そう備び。

　うすよごれて、知ち性せいに欠かける表ひょう情じょう。

　それでも、知ち性せいがないわけではないのだろう。剣けんや盾たて、石いし斧おのや弓ゆみまで装そう備びしているヤツもいる。

　俺おれの灰はい色いろの脳のう細さい胞ぼうは、瞬しゅん時じにこいつらの正しょう体たいを見み破やぶった。

　冒ぼう険けん者しゃをおそう有ゆう名めいな魔ま物もの。そう、子鬼族ゴブリンだ！

　まさにテンプレ＊61である。




[image: ]




　そしておそわれるのはか弱よわい魔ま物もの、うん、俺おれか？　てか、スライム相あい手てに三さん十じっぴきって、多おおすぎだろうよ。しかし、なぜだか恐きょう怖ふはわいてこない。

　本ほん能のうが、こいつらをおそれていないのだ。

　剣けんはさびついているし、防ぼう具ぐも貧ひん相そう。よごれた布ぬのをまとっただけのヤツもいる。

　頑がん強きょうなウロコにおおわれたトカゲや、強きょう靭じん＊62な刃はのついた足あしを持もつクモ。

　そういった魔ま物ものたちをたおしてきた俺おれとしては、こいつらの装そう備びでダメージを受うけるイメージが持もてない。

　それに、最さい悪あくの場ば合あいは黒くろヘビに擬ぎ態たいして、ブレスで一いち網もう打だ尽じんにできそうだし……。




　そう思おもってながめていると、群むれのリーダーであろう一いっぴきが口くちを開ひらいた。

「グガッ、強つよキ者ものヨ……。コノ先さきニ、ナニカ用よう事じガ、オアリデスヵ？」

　ゴブリンって、しゃべれたんだ。

　ある程てい度どは、『魔ま力りょく感かん知ち』の応おう用ようで理り解かいできるのかもしれないけど。

　ってか、強つよき者ものって俺おれに言いってるんだよな。

　武ぶ器きを持もって取とり囲かこんだうえで、ていねいに問といかけてくるなんて……こいつらはいったい何なにを考かんがえているのか？　俺おれは興きょう味みを持もった。

　どうやら、すぐにでもおそいかかってくるわけではなさそうだ。

　俺おれの言こと葉ばが通つうじるか、試ためしてみるのもいいかもしれない。

　そう思おもった俺おれは、ゴブリンと会かい話わしてみることにしたのである。




　俺おれは、ゴブリンを一いち瞥べつ＊63した。

　ゴブリンたちは、本ほん人にんたちからすれば必ひっ死しなのだろう。油ゆ断だんなく武ぶ器きを構かまえて、こちらをうかがっている。もっとも、残ざん念ねんながら何なんびきかはすでににげ腰ごしになっているようだが。

　そんな中なか、リーダー格かくはさすがだった。俺おれから目めをはなすこともなく、こちらを見みつめている。

　ふむ。

　こいつからは知ち性せいを感かんじる。案あん外がい会かい話わも成なり立たつかもしれない。

　通つうじるか？

　俺おれは、発はっ生せいさせた声こえに思し念ねんを乗のせて、相あい手てに言こと葉ばとなって通つうじるか試ためしてみる。

「初はじめまして、でいいのかな？　俺おれはスライムの、リムルという」

　ゴブリンがざわめきだした。

　スライムがしゃべったからおどろいたのか？　と思おもったのだが……中なかには、武ぶ器きを投なげ捨すてて平へい伏ふく＊64している者ものもいる。

　よくわからん。

「グガッ、強つよキ者ものヨ！　アナタ様さまノオ力ちからハ、十じゅう分ぶんニワカリマシタ。声こえヲシズメテクダサィ！」

　む？　思し念ねんが強つよすぎたのか？

　これでは意い思しを伝つたえるどころではない。勝かっ手てにビビっているし。

「すまんな。まだ調ちょう整せいがうまくできなくて」

　まあ、謝あやまっておく。

「オ、オソレオオイ。我われ々われニ謝しゃ罪ざいナド、不ふ要ようデス！」

　言こと葉ば、通つうじてるみたいだな。いい練れん習しゅうになりそうだ。

　ちなみに、話はなしかけたのは日に本ほん語ごであった。それなのに、意い味みが通つうじることにおどろいた。

「で、俺おれになんか用ようか？　俺おれはこの先さきには、別べつに用よう事じなんかないよ？」

　相あい手てがていねいに話はなしかけてきたのだし、ていねいに対たい応おうすべきかとも思おもったのだが、あまりにもこちらをおそれているのがありありとしているため、ちょっと強つよ気きに出でてみた。

「左さ様ようデシタカ。コノ先さきニ、我われ々われノ村むらガアルノデス。強きょう力りょくナ魔ま物ものノ気け配はいガシタノデ、警けい戒かいニ来きタ次し第だいデス」

「強つよい魔ま物ものの気け配はい？　そんなもの俺おれには感かんじられないけど……？」

「グガッ、グガガッ。ゴ冗じょう談だんヲ！　ソノヨウナオ姿すがたヲサレテイテモ、我われ々われハダマサレマセンゾ！」

　どうやら、完かん全ぜんにこいつらはかんちがいしているようだ。

　力ちからある魔ま物ものがスライムに化ばけている、とでも思おもいこんでいるようだ。

　しょせんゴブリン、魔ま物ものの中なかでも下か等とうな存そん在ざいとして有ゆう名めいなだけのことはある。

　それからしばらくゴブリンと会かい話わしたのだが、話はなしの流ながれで村むらにおじゃますることになった。

　どうやら泊とめてくれるらしい。貧ひん相そうな見みた目めなのに、親しん切せつなヤツらだ。

　寝ねる必ひつ要ようもないのだが、休きゅう憩けいするのも悪わるくないだろう。そう思おもって、俺おれは村むらへの招しょう待たいを受うけることにしたのだった。




　俺おれは道みちすがら、いろいろな話はなしを聞きくことができた。

　いわく、最さい近きん彼かれらの信しん仰こうする神かみがいなくなったこと。

　いわく、神かみの消しょう失しつと同どう時じに、魔ま物ものが活かつ動どうを開かい始ししたこと。

　いわく、森もりの中なかに、力ちからある人にん間げんの冒ぼう険けん者しゃの侵しん入にゅうが増ふえたこと。

　などなど。

　そして、会かい話わを続つづけているうちに、相あい手ての言こと葉ばもクリアに聞きこえるようになってきた。どうやら、『魔ま力りょく感かん知ち』の応おう用ようでする会かい話わのやりとりに慣なれてきたおかげのようだ。

　人にん間げんと会かい話わする前まえに、ゴブリンで練れん習しゅうできたのはよかったかもしれない。

　そんなことを話はなしながら、彼かれらについていった。
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　村むらは、え？　と言いいたくなるほど、こぎたない感かんじだった。

　しょせんゴブリンの巣す、期き待たいしてはいけなかった。

　俺おれは、その中なかでは一いち番ばんマシに見みえる建たて物もの？　に案あん内ないされた。

　くさったようなわらの屋や根ねで、すき間まだらけであり、ベニヤ板いたを重かさねただけのような壁かべの……前ぜん世せの感かん覚かくからすれば、スラムのほうがまだマシ！　というレベルの家いえだった。

「お待またせいたしました。お客きゃく人じん」

　そう言いいながら、一いっぴきのゴブリンが入はいってきた。

　そのゴブリンを支ささえるように、先さきほどまで俺おれを案あん内ないしてきたゴブリンリーダーがつきそっている。

「ああ、いやいや。それほど待まっていません。お気きづかいなく」

　俺おれは営えい業ぎょうでつちかった笑えみをうかべて対たい応おうした。

　いわゆる、スライムスマイルである。

　笑顔えがおひとつで交こう渉しょうを有ゆう利りに進すすめる。我われながらおそろしい技わざである。

　何なにを交こう渉しょうするのかは、わからないけれども。

「たいしたもてなしもできませんで、申もうし訳わけない。私わたしは、この村むらの村そん長ちょうをさせていただいております」

　そう言いって、目めの前まえにお茶ちゃっぽいものを出だしてきた。

　ゴブリンにも、そういうのがあることにおどろいた。

　俺おれはお茶ちゃをすする（見みた目めには、茶ちゃ碗わんをおおったように見みえるだろう）。

　味あじは感かんじられない。当とう然ぜんである。味み覚かくがないのだから当とう然ぜんだ。

　だが、この場ば合あいはよかったのか悪わるかったのか……。成せい分ぶんを調しらべたが、毒どくではない。毒どくではないが、とても苦にがそうだった。

　しかし、ゴブリンなりの気きづかいが感かんじられたので、俺おれは残のこさずにお茶ちゃを飲のみほした。

「で、自じ分ぶんをわざわざ村むらまで招しょう待たいしたということは、何なにか用よう事じがあったのですか？」

　直ちょっ球きゅうでたずねた。

　同おなじ魔ま物ものだから、仲なか良よくしよう！　そういう友ゆう好こう的てきなだけの招しょう待たいではないだろう。

　村そん長ちょうはビクリ、と身体からだをふるわせたが、覚かく悟ごを決きめた様よう子すでこちらをうかがう。

　そして──

「実じつは、最さい近きん、魔ま物ものの動うごきが活かっ発ぱつになっているのはご存ぞんじでしょうか？」

　それは道みちすがら聞きいたな。

「我われらの神かみが、この地ちの平へい穏おんを守しゅ護ごしてくださっていたのですが、ひと月つきほど前まえにお姿すがたをおかくしになられたのです。そのため、近きん隣りんの魔ま物ものが、この地ちにちょっかいをかけはじめまして……我われ々われもだまってはいられないので、応おう戦せんしたのですが……戦せん力りょく的てきに厳きびしく…………」

　ふーむ。

　神かみって、ヴェルドラさんのことか？　時じ期き的てきには合あう、な。

　まあ、ゴブリンは俺おれに助たすけてもらいたい、ってことか。

「話はなしはわかりました。しかし、自じ分ぶんスライムですので、期き待たいされているような働はたらきはできないと思おもうのですが？」

「ははは、ご謙けん遜そん＊65を！　ただのスライムに、そこまでの妖よう気きは出だせませんよ！　なぜそのようなお姿すがたをされているのか、当とう方ほうには想そう像ぞうもできませんが……名なをはせる魔ま物ものなのでしょう？」

　妖よう気き……だと？

　なんだそれ？　そんなの出だした覚おぼえはないけど……『魔ま力りょく感かん知ち』の視し点てんを切きりかえて、自じ分ぶんを観かん察さつしてみた。何なにやらまがまがしいオーラのようなモノがただようように、俺おれの身体からだをおおっていた。

　擬ぎ態たいや、『身しん体たい装そう甲こう』などを試ためしたときに気きづけていればと思おもったのだが、あとの祭まつりである。

　これははずかしい。妖よう気きを出だしたままなのに、まったく気きづいていなかったのだ。

　大おお通どおりを歩あるいていて、社しゃ会かいの窓まどを全ぜん開かいにしていたときのような感かん覚かくが、俺おれをおそう。洞どう窟くつ内ないは魔ま素そ濃のう度どが濃こかったので、まったく気きづかなかったのだ。

　これはアカン！　明あきらかにアウト！

　このときようやく、今いままで洞どう窟くつを出でてからの魔ま物ものの反はん応のうの理り由ゆうがわかった。

　こんな危き険けんそうなヤツ、相あい手てにしたがる魔ま物ものはいないだろう。

　見みた目めにだまされるバカはいない！　ということか。

　こうなったら、やけだ。

「ふふふ。さすがは村そん長ちょう、わかるか？」

「もちろんでございますとも！　そのお姿すがたでさえ、ただよう風ふう格かくまではかくせておりませぬ！」

「そうか、わかってしまったか。おまえたちはなかなか見みどころがあるようだな！」

　だんだん気き分ぶんが乗のってきたぞ！　っと。

　この調ちょう子しでうまく村そん長ちょうを誘ゆう導どうして、ごまかしてしまおう。

　同どう時じに、まがまがしいオーラ＝妖よう気きを消けせないか試ためしてみる。体たい外がいの魔ま素そを操あやつる要よう領りょうで、妖よう気きが引ひっこむように念ねんじた。

「おお……我われ々われを試ためされていたのですね？　その妖よう気きにおびえる者ものも多おおかったもので助たすかります」

　妖よう気きをかくすことに成せい功こうした。

　俺おれの見みた目めは、ふつうのスライムになっている。

　しかしだ。もし、ふつうのスライムと同おなじ格かっ好こうで歩あるいていたとしたら、かえって魔ま物ものの襲しゅう撃げきを受うけてうっとうしかったのではないだろうか？

「そうだな。俺おれの妖よう気きを見みてもおびえずに話はなしかけてくるとは、見みどころがあるぞ」

　なんの見みどころだよ？　と、自じ分ぶんにつっこみたいが、ぐっとがまんする。

「はは！　ありがとうございます。で、本ほん当とうのお姿すがたをおかくしの理り由ゆうはおたずねしませぬ。ただ……お願ねがいがあるのです。なんとか聞きき届とどけてもらえませぬでしょうか？」

　まあ、そんなとこだろう。

　俺おれにたのみがないのならば、危き険けんそうな魔ま物ものを招まねく意い味みもない。

「内ない容ようによるな。言いってみろ」

　俺おれは尊そん大だいな態たい度どをくずさずに、村そん長ちょうにたずねた。




　話はなしの内ない容ようはこうだ。




　東ひがしの地ちから、この地ちの覇は権けん＊66をねらって新しん参ざんの魔ま物ものが押おし寄よせてきた。

　この周しゅう辺へんにはいくつかのゴブリンの村むらがあるらしい。

　この村むらはそのうちのひとつなのだが、その新しん参ざんの魔ま物ものとの小こ競ぜり合あいでゴブリンの戦せん士しが多た数すう戦せん死ししたのだそうだ。で、その中なかに名持ちネームドの戦せん士しがいたのが問もん題だいだった。

　その戦せん士しはこの村むらの守しゅ護ご者しゃのような存そん在ざいだったのだが、その存そん在ざいを失うしなったことで、この村むらの存そん在ざい価か値ちが激げき減げんした。

　他ほかのゴブリンの村むら々むらは、この地ちを見み捨すてたのだ。

　新しん参ざんの魔ま物ものがこの村むらをおそっている間あいだに対たい策さくを立たてる。それが、他ほかの村むら々むらの総そう意いだった。

　村そん長ちょうやゴブリンリーダーがいくらかけあっても、冷つめたい対たい応おうをされたらしい。

　村そん長ちょうたちは、くやしさをにじませてそう語かたった。

「なるほど……で、この村むらには何なんびき住すんでいる？　そのうち、戦たたかえる者ものは？」

「はい、この村むらは百ひゃっぴきくらい住すんでます。戦たたかえるのは、メスも合あわせて六ろく十じっぴきくらいです」

　なんともたよりない。

　しかし、数かずをだいたいでも把は握あくできるというのは、ゴブリンにしてはかしこいのかもしれない。

「ふむ。相あい手て、その新しん参ざんの魔ま物ものの数かずと種しゅ族ぞくはわかるか？」

「はい。オオカミの魔ま物もので、牙が狼ろう族ぞくのようです。本ほん来らい、相あい手て一いっぴきに対たいし、我われ々われが十じっぴきで対たい応おうしても勝かてるかどうか……それが、百ひゃっぴきほど群むれておるようでして……」

　は？　何なにその無む理りゲー？　俺おれは、村そん長ちょうの目めを見みつめた。

　決けっして、冗じょう談だんを言いっている目めではない。真しん剣けんに見みつめ返かえしてきた。

　若じゃっ干かんのにごりはあるが、ゴブリンにしては真しん摯し＊67なまなざしとでも言いうべきか。

「その、ゴブリンの戦せん士したち、勝かてないとわかっていただろうに少しょう数すうで向むかったのか？」

「……いえ、この情じょう報ほうは……その戦せん士したちが、命いのちがけで入にゅう手しゅしたものなのです」

　そうか、悪わるいことを聞きいた。

　さらに聞きいたところ、ネームドゴブリンは村そん長ちょうの息むす子こで、ゴブリンリーダーの兄あにだったそうだ。

　話はなしを聞きいて、どうするか考かんがえる。

　村そん長ちょうは何なにも言いわず、俺おれの決けつ断だんを待まっている。

　俺おれの気きのせいか、その目めになみだがうかんでいるような……気きのせいだろう。

　魔ま物ものになみだは似に合あわない。

　傲ごう岸がん不ふ遜そん＊68にいこう。それが、おそれられる魔ま物ものの正ただしい姿すがた！　ってものだ。

「村そん長ちょう、ひとつ確かく認にんしたい。俺おれが、この村むらを助たすけるなら、その見み返かえりはなんだ？　おまえたちは、俺おれに何なにを差さし出だせる？」

　別べつに、気きまぐれで助たすけてやってもいい。

　しかし、こいつら十じっぴきで一いっぴき相あい手てにできるかどうかという魔ま物ものが百ひゃっぴき。

　決けっして楽らくな相あい手てではない。

　黒くろヘビに擬ぎ態たいすればなんとかなるとは思おもうのだが……気き安やすくうけおっていい話はなしではないのだ。

「我われ々われの忠ちゅう誠せいをささげます！　我われらに守しゅ護ごをおあたえください。さすれば、我われらはあなた様さまに忠ちゅう誠せいをちかいましょう!!」

　正しょう直じき言いってそんなモノ、もらってもうれしくはない。

　しかし、孤こ独どくな九きゅう十じゅう日にちを経けい験けんした俺おれは、ゴブリンとの会かい話わすら楽たのしいと感かんじている。

　人にん間げんであれば、その不ふ潔けつ感かんに嫌けん悪おをいだいたかもしれないと思おもう。

　だが、今いまの俺おれは魔ま物ものなのだ。病びょう気きをおそれることもない。

　それに何なにより、村そん長ちょうの目め。完かん全ぜんに俺おれをたよりにしていると、気き持もちが伝つたわってきた。

　前ぜん世せを思おもい出だす。

　なんのかんの言いって、俺おれはたのまれごとに弱よわかった。

　愚ぐ痴ちを言いいながら、後こう輩はいに文もん句くを言いわれながら、依い頼らい主ぬしや先せん輩ぱいのたのみを聞きき入いれたものだ。

「いいだろう。その願ねがい、聞きき届とどけよう！」
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　俺おれは大おお仰ぎょう＊69にうなずいた。

　こうして、俺おれはゴブリンたちの主あるじ、守しゅ護ご者しゃとなったのだ。





●　▲　▽　■　○　■






　牙が狼ろう族ぞく。

　東ひがしの平へい原げんの覇は者しゃ＊70。

　東ひがしの帝てい国こくとジュラの森もり周しゅう辺へん諸しょ国こくとの、貿ぼう易えきを行おこなう商しょう人にんのなやみの種たねであった。

　一いっぴき一いっぴきがＣシーランク相そう当とうの魔ま物ものであり、油ゆ断だんするとベテランの冒ぼう険けん者しゃでも一いち撃げきで喰くい殺ころされる。

　しかし、その脅きょう威いの本ほん質しつは群むれでの行こう動どうにあった。

　有ゆう能のうなボスに率ひきいられたとき、牙が狼ろう族ぞくはその真しん価かを発はっ揮きする。

　群むれでありながら、一いっぴきの魔ま物ものであるかのごとく、一いっ糸し乱みだれぬ行こう動どうを可か能のうとするのだ。

　そして、その群むれとしての評ひょう価かは……Ｂビーランクにも相そう当とうする。




　東ひがしの平へい原げんは、広こう大だいな穀こく倉そう地ち帯たい＊71に隣りん接せつ＊72する。

　そのため、帝てい国こくの生せい命めい線せんをにぎる重じゅう要ような場ば所しょであり、その警けい備びは万ばん全ぜんである。

　牙が狼ろう族ぞくがいかに狡こう猾かつ＊73で、優すぐれた能のう力りょくを有ゆうしていたとしても、帝てい国こくの防ぼう衛えいを突とっ破ぱすることは困こん難なんであった。仮かりに突とっ破ぱできたとして、それは帝てい国こくをおこらせる要よう因いんとなり、牙が狼ろう族ぞくの未み来らいはそこでとだえることとなるだろう。

　その群むれのボスは、そのことをよく理り解かいしていた。

　何なん十じゅう年ねんにもわたる帝てい国こくとの小こ競ぜり合あいで学がく習しゅうし、そのことを深ふかく経けい験けんとともに学まなんだのだ。

　小しょう規き模ぼな商しょう人にんに手てを出だす程てい度どならば、帝てい国こくは本ほん腰ごしを入いれることはない。しかし、ひとたび穀こく倉そう地ち帯たいへ侵しん入にゅうしようとした場ば合あい、帝てい国こくはきばをむく。

　かつて、何なん度ども同どう胞ほう＊74がおかしたあやまちを行おこなう愚ぐはおかせない。

　ボスはそう考かんがえる。

　しかし、魔ま物ものの本ほん能のうとして、このままでは自じ分ぶんたちの進しん化かがとだえてしまうことも理り解かいできていた。




　牙が狼ろう族ぞくにとって、食しょく事じは本ほん来らい必ひつ要ようとしない。

　人ひとをおそって食たべるのは、オヤツを食たべる程てい度どの認にん識しきである。

　なぜなら、人ひとには魔ま素そはあまり多おおくふくまれていないのだから。

　牙が狼ろう族ぞくにとって、食しょく事じとは魔ま素その吸きゅう収しゅうである。

　より強つよい魔ま物ものをおそうか、多おおくの人にん間げんを殺ころし、〝災厄カラミティ〟クラスの魔ま物ものへと進しん化かするか。

　このままでは、どちらの方ほう法ほうも行おこなうことは困こん難なんであった。

　牙が狼ろう族ぞくにとって、帝てい国こくは強きょう大だいすぎたのだ。しかし、このまま商しょう人にんをおそい続つづけたとして、〝災厄カラミティ〟クラスへの進しん化かなど、夢ゆめのまた夢ゆめである。

　南みなみには、肥ひ沃よく＊75な大だい地ちに森もりのめぐみ、強きょう大だいな魔ま力りょくを持もつ魔ま物ものたちの楽らく園えんがあると聞きく。しかし、そこへ到とう達たつするためには、ジュラの森もりをぬける必ひつ要ようがあった。

　森もりの魔ま物もの自じ体たいは、たいしたことがない。何なん度どか、森もりから出でてきた魔ま物ものを狩かった経けい験けんが、そう教おしえてくれる。ではなぜ、これまで森もりに侵しん入にゅうできなかったのか？

〝暴ぼう風ふう竜りゅう〟ヴェルドラ。

　その竜りゅうの存そん在ざいが、理り由ゆうのすべてである。

　封ふう印いんされてなお、そのまがまがしい魔ま力りょくの波は動どうは、彼かれらの心こころをおびえさせた。あの森もりの魔ま物ものは、ヴェルドラの加か護ごを受うけていると信しんじこんでいる。だからこそ、あの凶きょう悪あくな波は動どうの中なかで生せい活かつできるのだ。

　そう信しんじこんでいるのでなければ、おかしなヤツらなのだろう。

　今いままでは苦にが々にがしく思おもいながらも、その存そん在ざいのせいで侵しん入にゅうをあきらめていたのだ。

　そう、今いままでは……。

　ボスは、そのするどい血けっ色しょくの瞳ひとみを森もりへと向むける。

　あのいまいましい、邪じゃ竜りゅうの気け配はいはない。

　今いまならば、森もりの魔ま物ものを狩かりつくし、森もりの覇は者しゃとなることも不ふ可か能のうではない。ボスはそう思おもい、舌したなめずりをした。そして、進しん撃げきの合あい図ずである遠とおぼえを行おこなう。
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　さて、守しゅ護ご者しゃとなったからには何なにかしたほうがいいだろうか？　自じ分ぶん的てきには、用よう心じん棒ぼうという認にん識しきなのだが、村そん長ちょうのあつかいが大おおげさなのだ。

　ともかく、戦たたかえるというゴブリンを集あつめてもらった。

　ところが、見みるからに、みんなボロボロである。戦せん力りょくとしては、期き待たいできそうもない。

　残のこりのゴブリンが遠とお巻まきにこちらをうかがっているのだが、子こどもや老ろう人じんしか残のこっていない様よう子すだし……。他ほかのゴブリンからの増ぞう援えんはないのだ。

　この状じょう況きょう、村そん長ちょうからしたらこれ以い上じょうないほどのこわさであったろう。にげても、食しょく物もつすらない状じょう況きょうではうえて死しぬだけなのだから。

　そして、集あつめられたゴブリンたちは、信しん仰こうに近ちかいまなざしで俺おれを見みつめてくる。

　これは重おもい。

　プレッシャーなぞ感かんじることもなく気き楽らくに生いきてきた俺おれにとって、この視し線せんはとてつもない重じゅう圧あつだった。

「みんな、状じょう況きょうはわかっているか？」

　ギャグを言いう雰ふん囲い気きでもなく、気きの利きいた言こと葉ばもうかばなかったので、真ま面じ目めに質しつ問もんした。

「はい！　我われ々われの生いきるか死しぬかの戦たたかいになる、と覚かく悟ごはできております！」

　ゴブリンリーダーが即そく答とうした。

　周しゅう囲いに集あつめられたゴブリンたちも、気き持もちは同おなじようである。

　ふるえている者ものもいるのだが、それはしょうがないだろう。心こころと身体からだは別べつなのだ。

「気き負おうことはない、気き楽らくにな。気き負おったところで、負まけるときは負まけるのだ。最さい善ぜんをつくす、そのことだけを考かんがえろ！」

　ちょっと格かっ好こういいことを言いってみた。

　俺おれの気き持もちが楽らくになった。案あん外がい、効こう果かあるのかもしれない。

　それでは、はじめるとするか……。

　失しっ敗ぱいしたら、ゴブリンの命めい運うんはつきるかもしれない。

　それでも、俺おれは我わが道みちをゆく。

　傲ごう岸がん不ふ遜そんにいく！　と決きめたのだから。

　よし！　俺おれは、気き合あいを入いれるとゴブリンに最さい初しょの命めい令れいをくだす。

　このあと、何なん度どもくだすことになるであろう命めい令れい。

　その最さい初しょの言こと葉ばを──
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　夜よるになった。

　牙が狼ろう族ぞくのボスは、目めを開ひらく。

　今宵こよいは満まん月げつ。戦たたかいにはおあつらえ向むきだ。

　ゆっくりと身みを起おこすと、周しゅう囲いを睥へい睨げい＊76する。

　そんなボスの様よう子すを同どう胞ほうである牙が狼ろうたちは、息いきをひそめてうかがっている。

　いい緊きん張ちょう具ぐ合あいだ。

　ボスはそう考かんがえる。

　今こん夜や、あのゴブリンの村むらをほろぼし、このジュラの森もりへの足あしがかりをつくろう。

　その後ご、ゆっくりと周しゅう囲いの魔ま物ものたちを狩かり、この森もりの支し配はい者しゃとなるのだ。

　ゆくゆくは、さらなる力ちからを求もとめて南みなみへの侵しん攻こうも視し野やに入いれている。

　自じ分ぶんたちには、それを可か能のうとする力ちからがある。

　自じ分ぶんたちの爪つめはいかなる魔ま物ものであれ引ひきさくし、そのきばは、いかなる装そう甲こうをも喰くい破やぶるのだから。
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　ボスは咆ほう哮こう＊77した。

　蹂じゅう躙りんを開かい始しする時じ間かんだ。




　しかし、気きになることがある。

　数すう日じつ前まえ、斥せっ候こう＊78に出だした同どう胞ほうが気きになる情じょう報ほうを持もち帰かえっていた。異い様ような妖よう気きをただよわせた、小ちいさな魔ま物ものがいたというのだ。

　その魔ま物ものの妖よう気きは、ボスである自じ分ぶんを上うわ回まわっていた、と。

　そんなハズはない。ボスは相あい手てにしなかった。

　この森もりには、そんな脅きょう威いなど感かんじ取とれない。出で会あう魔ま物ものはみな弱よわかった。森もりの中なかほどである現げん在ざい地ちまで、抵てい抗こうらしき抵てい抗こうは受うけていない。一いち度ど、ゴブリン十じゅう数すうひきに何なんびきか同どう胞ほうが殺ころされたが、それだけである。高たかぶって、かんちがいしたのだろう。そう考かんがえ、ボスは視し線せんを前ぜん方ぽうへと向むける。




　前ぜん方ぽうに、村むらが見みえてきた。

　斥せっ候こうの報ほう告こく通どおりの場ば所しょにある。

　傷きずついたゴブリンのあとをつけさせ、場ば所しょを特とく定ていした。この村むらの戦せん力りょくは、今いまはたいしたことがない。

　ボスは狡こう猾かつだった。油ゆ断だんはしない。しかし、見み慣なれぬモノが、村むらをおおっていた。

　人にん間げんの村むらにあるような……それは、柵さくだった。村むらの家いえ々いえが取とりこわされ、村むらをおおう柵さくがつくられていたのである。

　そして、前ぜん方ぽうに開かい口こう部ぶ。そこに一いっぴきのスライムがいた。

「よーし！　そこで止とまれ。このまま引ひき返かえすなら何なにもしない。さっさと立たち去さるがいい！」

　そのスライムが語かたりかけてくる。

　こざかしい。

　ボスはそう笑わらう。

　一いっか所しょだけすき間まをつくり、大おお勢ぜいでせめこまれるのを防ふせぐつもりか？　と。

　しょせんはゴミのような魔ま物ものの浅あさ知ぢ恵え。

　あのような柵さくなど、我われらの爪つめやきばの前まえにはなんの役やくにも立たたぬというのに。

　我われらの力ちからを見みせつけてやろう！　そう思おもい、命めい令れいをくだす。

　十じゅう数すうひきの牙が狼ろうたちが、まるでボスの手て足あしであるかのごとく柵さくへと攻こう撃げきを開かい始しした。

　牙が狼ろう族ぞくは、群むれで一いっ個この魔ま物ものとなる。その真しん価かを発はっ揮きした、一いっ糸し乱みだれぬ攻こう撃げきであった。

　それは『思し念ねん伝でん達たつ』による連れん帯たい行こう動どう。言こと葉ばに出だすよりも素す早ばやく、連れん携けいが可か能のうなのである。
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　最さい初しょの一いち撃げきで柵さくはこわされるハズだった。

　だが、ゴブリンたちが自みずからのたくらみをくだかれてうろたえるさまを想そう像ぞうしていたボスは、とっさにおどろきの声こえを上あげることになる。柵さくに攻こう撃げきをしかけた部ぶ隊たいがはね返かえされたのだ。中なかには、血ちしぶきを上あげて地じ面めんに転ころがる者ものまでいる始し末まつ。

　どういうことだ？　ボスはあわてず、様よう子すをうかがう。

　開かい口こう部ぶのスライムは動うごいていない。

　ヤツが、何なにかしたのではないのか？

　配はい下かの一いっぴきがそばに寄より、告つげる。

（あの者ものです！　オヤジどのより強きょう大だいな妖よう気きを発はっしていたのは！）

　バカな！　そう思おもい、スライムを見みる。

　平へい原げんにたまに生うまれることもある、小ちいさな魔ま物もの。

　魔ま物ものと呼よぶのもおこがましい、卑ひ小しょう＊79な存そん在ざいである。

　それが自じ分ぶんをもこえる妖よう気きを持もつなど……ありえぬ！　と、ボスはいきどおった。




　牙が狼ろう族ぞくのボスは、狡こう猾かつで老ろう獪かい＊80な魔ま物ものであった。

　長なが年ねん生いきぬいた経けい験けんを元もとに、油ゆ断だんすることなく作さく戦せんを立たてる。そして、冷れい静せいに実じっ行こうする胆たん力りょく＊81を持もっていた。その長なが年ねんの経けい験けんが、その魔ま物ものの情じょう報ほうによる、自じ分ぶんよりも強きょう者しゃかもしれないという可か能のう性せいを否ひ定ていする。

　ボスは、このとき初はじめて、致ち命めい的てきなまちがいをおかしたのだ。

　そしてそのまちがいが、自みずからの運うん命めいを決けっ定ていづけた。

（矮わい小しょう＊82なる魔ま物ものの分ぶん際ざいで──ひねりつぶしてやる!!）
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　ああびっくりした。

　いきなり飛とびかかってくるとは思おもわなかった。俺おれが「このまま引ひき返かえすなら何なにもしない」と格かっ好こうよく話はなしかけたまではよかったのだが、あっさりと無む視しされた。

　牙が狼ろうがいっせいに動うごきだし、四し方ほう八はっ方ぽうから柵さくへと攻こう撃げきをはじめたのだ。

　話はなし合あいから入はいる予よ定ていだったのに、考かんがえていたセリフがぜんぶすっ飛とんでしまった。本ほん番ばん前まえの練れん習しゅうはむだになってしまったようだ。

　作さ業ぎょうの合あい間まをぬって、せっかく練れん習しゅうしたというのに。

　俺おれが最さい初しょにした命めい令れいは、負ふ傷しょう者しゃの元もとへ案あん内ないさせることだった。

　六ろく十じっぴきに十じゅう数すうひきの生いき残のこりを加くわえたところで、作さ業ぎょう効こう率りつはそんなに変かわらない。しかし、せっかくしたってくれるというのなら、できることはしてやろうと思おもった。

　負ふ傷しょう者しゃは、不ふ潔けつそうな大おおきめの建たて物ものにひとまとめにされて横よこたえられていた。

　その負ふ傷しょう者しゃを見みて思おもう。薬やく草そうらしきもので一いち応おうの治ち療りょうはしているようだったが……、このまま放ほう置ちしていると死しぬだろう、と。

　思おもったよりも傷きずは深ふかい。爪つめやきばで引ひきさかれたのか、大おおきくさけてうんでいた。

　こうなれば大だい奮ふん発ぱつだ。そう考かんがえ、全ぜん員いんの治ち療りょうを開かい始しした。

　俺おれは、手て前まえの一いっぴきを捕ほ食しょくする。そして、体たい内ないで回かい復ふく薬やくをぶっかけてから吐はき出だした。

　村そん長ちょうが何なにか言いいかけていたが無む視しし、片かたっぱしから負ふ傷しょう者しゃを飲のみこみ吐はき出だしていった。

　何なんびきかの治ち療りょうを終おえて振ふり向むいて見みると……。

　なぜか、ゴブリンたちが平へい伏ふくしてこちらをうかがっていた。

　何なにやってるんだ、こいつら？




　どうやら、こいつらは俺おれが蘇そ生せい＊83の力ちからで回かい復ふくさせたのだとかんちがいしてしまったらしい。

　めんどうだったので、ペッと回かい復ふく薬やくを数すう個こ吐はき出だし、残のこりの負ふ傷しょう者しゃの傷きずをいやさせた。

　結けっ局きょく、回かい復ふくに時じ間かんがかかったものの、全ぜん員いんの治ち療りょうは終しゅう了りょうしたのである。

　できるだけの治ち療りょうを終おえ、残のこったゴブリンたちに新あらたな指し令れいをくだす。

　次つぎに行おこなったのが、柵さくの設せっ置ちである。木きを切きってきてつくるのがいいのだろうけど、そんな時じ間かんも余よ裕ゆうもない。あるものでつくるしかないのだ。

　ためらわず、家いえをこわさせ、その素そ材ざいを流りゅう用ようし柵さくを設せっ置ちさせた。

　この際さい、村むらの外がい周しゅうをすべておおうように円えんをえがいて設せっ置ちしていく。

　その作さ業ぎょうの合あい間まに、ゴブリンの中なかでも目めはしの利きく＊84弓ゆみを装そう備びした者ものを斥せっ候こうに出だした。

　相あい手てがオオカミなら、鼻はなが利きく。無む理りをしないように言いいふくめて彼かれらを送おくりだしたのだ。

　決けっ死しの目めをしているのが気きになった。この命いのちにかえても！　と言いいだしそうな雰ふん囲い気きを出だしていたのだ。大おおげさなヤツらだと思おもったものの、しかたないのかもしれないと割わり切きった。

　俺おれが村むらをおとずれた翌よく日じつの夕ゆう方がた、柵さくができあがった。

　俺おれは仕し上あげを行おこなう。

　そう、クモの糸いとで柵さくの固こ定ていを行おこない、強きょう度どを増ましたのだ。

　ついでに、ところどころに『鋼こう糸し』によるトラップをしかけるのも忘わすれない。何なにも知しらずに柵さくにふれると、スパッ！　とその身みを切きり刻きざまれることになる。

　この戦たたかいが終おわったら、回かい収しゅうを忘わすれずに行おこなわなければならないだろう。

　柵さくは正しょう面めんに開かい口こう部ぶを設もうけた。

　ここに、『粘ねん糸し』を張はりめぐらしたら準じゅん備び完かん了りょうである。

　斥せっ候こうが帰かえってくるのを待まつ。

　そのころには、負ふ傷しょうしていたゴブリンが回かい復ふくし、目め覚ざめはじめた。我わが身みをさわり、不ふ思し議ぎそうに具ぐ合あいを確たしかめている。どうやら、回かい復ふく薬やくの効きき目めはかなりのものであったようだ。

　負ふ傷しょう具ぐ合あいから何なん度ども回かい復ふく薬やくの投とう与よが必ひつ要ようだと思おもったのだが……思おもった以い上じょうに効きき目めが高たかい。うれしい誤ご算さんであった。

　それから俺おれたちは、村むらがあった場ば所しょの中ちゅう心しんに廃はい材ざいの残のこりを集あつめ、火ひをつけた。キャンプファイヤーを思おもい出だしたが、うかれていていい場ば面めんではない。

　夜よ通どおし警けい戒かいにあたる必ひつ要ようがある。

　俺おれに睡すい眠みんは不ふ要ようだから、俺おれが見み張はると言いったのだが、

「とんでもない！　リムル様さまにそのようなことをさせるわけにはまいりませぬ」

「その通とおりです！　我われ々われで見み張はりは行おこないます。リムル様さまはお休やすみください！」

　そうです！　その通とおり！　的てきな周しゅう囲いの反はん応のう。

　気き持もちはうれしいが、こいつらのほうがよっぽどつかれてるだろうに。しかたがないので、ローテーションを組くんで見み張はり番ばん以い外がいを休やすませた。

　真ま夜よ中なかになる手て前まえごろ、斥せっ候こうが帰かえってきた。

　牙が狼ろう族ぞくが移い動どうを開かい始しした、とのこと。

　傷きずを負おっていたが、全ぜん員いん生いきて帰かえってきたようだ。

　ブサイクでこぎたないモンスター。そう思おもっていたが、この二日ふつかで情じょうがわいた。

　願ねがわくば、だれひとり欠かけることなく戦たたかいを終おわらせたいものだ。

　そう思おもいながら、仕し上あげの『粘ねん糸し』を、開かい口こう部ぶに設せっ置ちしたのである。




　とまあ、そんな感かんじで準じゅん備びを行おこなっていたのだ。

　戦せん端たんが開ひらかれた＊85以い上じょう、しかたない。こうなったら、計けい画かく通どおり進すすめるだけである。

　柵さくの強きょう度どに不ふ安あんはあったが、牙が狼ろうの攻こう撃げき程てい度どではこわされることはなかった。うまくトラップも効こう果かを発はっ揮きしている様よう子すである。一ひと安あん心しんだ。

　こうなることを予よ想そうし、柵さくには小ちいさなすき間まが設もうけてある。敵てきの動うごきを阻そ害がい＊86し、こちらが攻こう撃げきするための……。

　矢や狭ざ間ま＊87だ。
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　そのすき間まから、下へ手たくそながらもゴブリンたちが弓ゆみを射いる。何なんびきかの牙が狼ろうが矢やを受うけて、悲ひ鳴めいを上あげた。矢や狭ざ間まをこじ開あけようとしかけた部ぶ隊たいもいたが、両りょう脇わきにひかえた石いし斧おの装そう備びのゴブリンに首くびをはねられる。

　二に時じ間かんも練れん習しゅうする時じ間かんはなかったのだが、彼かれらは必ひっ死しだった。必ひっ死しに俺おれの言いうことを理り解かいし、実じっ行こうしようとした。その結けっ果かが今いま報むくわれている。

　たしかに牙が狼ろうは強つよい。単たん体たいでもゴブリンを数すうひきは相あい手てにできるだろう。

　群むれとなれば、その戦せん闘とう力りょくは大おお幅はばに上じょう昇しょうするのかもしれない。しかし、だ。単たん体たいで強つよいなら、複ふく数すうであたればいい。群むれると強つよいなら、群むれさせなければいい。要ようは、頭あたまの使つかいようでどうとでもなるのだ。この世よで最さい強きょうの生せい物ぶつ。それは、知ち恵えある人にん間げんなのだから！

　ついてなかったな……俺おれはそう思おもい、牙が狼ろうのボスに冷つめたい視し線せんを送おくる。

　ケモノ風ふ情ぜいが、この俺おれに勝かてるなど……思おもい上あがりもはなはだしい。
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　牙が狼ろう族ぞくのボスは、自じ分ぶんの思おもいえがいた展てん開かいとのあまりのちがいに狼ろう狽ばい＊88した。

　配はい下かの牙が狼ろうたちがとまどいはじめている。

　このままではまずい。

　牙が狼ろう族ぞくは集しゅう団だんでこそ、その真しん価かを発はっ揮きする種しゅ族ぞく。ボスへの不ふ信しんは、致ち命めい的てきな結けっ果かを招まねく要よう因いんになる。

　ボスはそのことを十じゅう分ぶんに理り解かいしていた。ゆえに、ここで最さい大だいのあやまちをおかした。あの程てい度どの柵さくすらこわせぬふがいなさに腹はらは立たつが、仲なか間まの腹はら立だちが自じ分ぶんへと向むかうのをおそれて……。

　ボスは、自じ分ぶんの力ちからを誇こ示じする必ひつ要ようがある！　と考かんがえる。

　自じ分ぶんは群むれで最さい強きょうの存そん在ざいであり、単たん体たいでも十じゅう分ぶんに強つよいのだ！　と。

　その瞬しゅん間かんに、すべては決けっ着ちゃくしたのだ。
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　牙が狼ろう族ぞくのボスの動うごきから目めをはなしてはいない。

　それでも、まわりのゴブリンにはボスが消きえた、と映うつっただろう。

　俺おれにとってはゆっくりとした、あくびが出でるような動うごきだったが。

　すべては計けい画かく通どおり。

　いくつかのパターンを考かんがえてはいたが、そのうちのひとつのシナリオ通どおりに進すすんだ。

　しょせんケモノ。元もと人にん間げん様さまの敵てきではない。

　開かい口こう部ぶに設せっ置ちした『粘ねん糸し』にボスが捕とらえられる。牙が狼ろう族ぞくのボスの力ちからであれば、『粘ねん糸し』を断たち切きることも可か能のうであるかもしれない。

　俺おれにそのことを確たしかめるすべはないが、それはもうどうでもいい。『粘ねん糸し』の目もく的てきは、一いっ瞬しゅんだけでもボスの動うごきを止とめることなのだから。

　動うごきを止とめずに『水すい刃じん』を放はなって、よけられでもしたら格かっ好こう悪わるい。まして、それが味み方かたに当あたるなど最さい悪あくである。戦せん場じょうの状じょう況きょう次し第だいではそうなってもおかしくない。

　そういう理り由ゆうでのしかけだったが、考かんがえすぎだったようだ。

　こいつらは、柵さくをこわす段だん階かいにすらいたらなかった。開かい口こう部ぶに『鋼こう糸し』をしかけるという策さくも考かんがえたのだが、とどめを刺させなかった場ば合あいなど考こう慮りょして、今こん回かいは見み送おくった。

　この場ば面めんでは、俺おれは圧あっ倒とう的てきな強きょう者しゃを演えんじる必ひつ要ようがある。そのためのしかけだったのだから。

　俺おれはためらうことなく、『水すい刃じん』でボスの首くびをねらう。

『水すい刃じん』はねらいたがわず、ボスの首くびをはねた。

　非ひ常じょうにあっさりと、俺おれはボスを殺ころしてみせたのだった。

「聞きけ、牙が狼ろう族ぞくよ！　おまえらのボスは死しんだ！　おまえらに選せん択たくさせてやる。服ふく従じゅうか、死しか！」

　さて、こいつらはどう答こたえるか？

　ボスのとむらいとばかりに、死しにものぐるいで向むかってこられるのはかんべんしてほしいのだけど……。

　牙が狼ろうたちは動うごく気け配はいがない。

　ヤバイな……。服ふく従じゅうするくらいなら死しを！　的てきなノリでいっせいに向むかってくるつもりだろうか？

　そうなったら全ぜん面めん戦せん争そうだ。

　数かずの上うえでは負まけているし、こちらも無む傷きずでは勝かてないだろう。

　せっかく今いまのところ負ふ傷しょう者しゃがいないのに、負まけることはないだろうけどできれば争あらそいたくない。




　さっきまでの争あらそいがうそのような静しずけさだ。牙が狼ろうたちの視し線せんが俺おれに集しゅう中ちゅうしている。

　俺おれは、その視し線せんの中なかをゆっくりと歩あるきだした。これがどう判はん断だんされるかわからないが、こいつらにボスの死しをより強つよく認にん識しきさせるために。

　牙が狼ろう族ぞくのボスであった死し体たいの前まえにたどり着つく。俺おれを妨ぼう害がいしようとする者ものはいない。

　ボスのそばにひかえていた個こ体たいが、一いっ歩ぽ、あとずさった。

　俺おれは、牙が狼ろう族ぞくのボスを捕ほ食しょくした。この行こう為いは、戦たたかって勝かち得えた正せい当とうな権けん利りなのだから。




《解かい析せきが終しゅう了りょうしました。擬ぎ態たい：牙が狼ろうを獲かく得とくしました。牙が狼ろう固こ有ゆうスキル『超ちょう嗅きゅう覚かく、思し念ねん伝でん達たつ、威い圧あつ』を獲かく得とくしました》




　俺おれの心こころに、『大だい賢けん者じゃ』の言こと葉ばがひびいた。牙が狼ろうの能のう力りょくを獲かく得とくすることに成せい功こうしたようだ。

　牙が狼ろうたちは、目めの前まえで自じ分ぶんたちのボスが喰くわれたというのに、動うごく気け配はいがない。

　うーむ……。

　ここまでされると、ビビってにげだすか、恐きょう怖ふで向むかってくるかの二に択たくだと思おもったのだが……。

　あ！　服ふく従じゅうか、死しかって言いったっけ？

　しまった。調ちょう子しに乗のって、無む茶ちゃ振ぶりしてしまったのかもしれない。

　しかたない、にげ道みちを用よう意いしてやろう。そう思おもい、俺おれは牙が狼ろうに擬ぎ態たいする。

　そして、大だい音おん声じょうで咆ほう哮こうによる『威い圧あつ』を行おこなった。




「クククッ、聞きけ！　今こん回かいだけは見みのがしてやろう。我われに従したがえぬと言いうならば、この場ばより立たち去さることを許ゆるそう!!」




　と、続つづけて牙が狼ろうたちに宣せん言げんする。

　これで、この犬いぬっころどももにげだすだろう。そう思おもったのだが、予よ想そうが外はずれた。

（我われら一いち同どう、あなた様さまに従したがいます！）

　服ふく従じゅうの宣せん言げんと同どう時じに、いっせいに平へい伏ふくされたのだ。犬いぬが寝ねそべったようにしか見みえないけれど、ね。
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　どうやら、俺おれに従したがうことを選せん択たくしたようだ。動うごかなかったのは、『思し念ねん伝でん達たつ』で会かい議ぎでもしてたのだろうか？　まあ、争あらそう必ひつ要ようがなくなったのはいいことだ。

　こうして、ゴブリン村むらの戦たたかいは終しゅう結けつしたのである。





●　▲　▽　■　○　■






　なんてな。

　大たい変へんなのは、戦たたかいよりもその後ごのあと始し末まつなのだ。

　だれだよ、家いえこわせとか命めい令れいしたの……今こん後ご、どうする気きだ？

　それに、今こん晩ばんからのゴブリンたちの寝ね床どこ、どうしよう？

　だいたい、犬いぬどものめんどうもだれが見みるんだよ……。

　何なんびきか死しんだようだが、まだ八はち十じっぴきは生いき残のこっている。

　これは……。ともかく今日きょうは終しゅう了りょう！　考かんがえるのは明日あしたから。こいつらが起おきてからにしよう。

　俺おれはとりあえず、ゴブリンにはたき火びのそばで就しゅう寝しんを、犬いぬどもには村むらの周しゅう辺へんで待たい機きを命めい令れいし、その場ばは解かい散さんとしたのだ。




　明あけて翌よく朝あさ。

　昨日きのう一ひと晩ばん考かんがえた。そして思おもいついたのが、ゴブリンに牙が狼ろうのめんどうを見みさせる作さく戦せん！　である。

　戦たたかえるゴブリンの総そう数すうは、七なな十じゅう四よんひきだった。昨日きのうの戦たたかいでは負ふ傷しょう者しゃはいない。

　みな無ぶ事じで、せいぜいがカスリ傷きず程てい度どである。

　牙が狼ろう族ぞくの生いき残のこりは八はち十じゅう一いっぴき。

　こちらは負ふ傷しょうした個こ体たいもいたのだが、回かい復ふく薬やくですぐに治ち癒ゆした。

　ほっといても大だい丈じょう夫ぶだっただろう。それほど牙が狼ろう族ぞくの治ち癒ゆ力りょくは、高たかいようだ。

　起おきてきたゴブリンたちを整せい列れつさせる。

　戦たたかえない者ものたちは、周しゅう囲いでながめていた。何なにしろ、家いえも何なにもない更さら地ちだ。目め立だつのはしかたない。

　村そん長ちょうは俺おれのとなりにひかえている。

　何なにかと俺おれのめんどうを見みようとしてくれるのだが、ゴブリンのじいさんに世せ話わされてもうれしくはなかった。俺おれの美び的てき感かん覚かくは、生せい前ぜんのままだからだ。

　いくら魔ま物ものに転てん生せいしちゃったとしても、その点てんだけはゆずれない。しかし、魔ま物ものの村むらにかわいい者ものなどいないのだ。そこは当とう分ぶんあきらめざるを得えない。

　整せい列れつしたゴブリンの横よこに、牙が狼ろう族ぞくを呼よび寄よせる。

「えーと、君きみたち。これから君きみたちには、ペアとなっていっしょに過すごしてもらうことになります！」

　反はん応のうをうかがう。

　俺おれの言こと葉ばを待まつという意い思しを見みせ、物もの音おとひとつさせまいという感かんじにこちらを見みつめてくる。

　ペアとなることに、いやそうなそぶりを見みせる者ものはいない。どうやら大だい丈じょう夫ぶそうだ。

「意い味みはわかるか？　とりあえず、ふたり一ひと組くみになってくれ！」

　俺おれがそう言いったとたん、ゴブリンと牙が狼ろうたちがとなりに座すわる者もの同どう士し、視し線せんをかわしあった。

　命めい令れいに従したがい、素す直なおにふたり一ひと組くみになっていく。

〝昨日きのうの敵てきは今日きょうの友とも〟。若じゃっ干かんちがうかもしれないが、おおむねそういうことで納なっ得とくしたのだろう。

　そこで、俺おれはあることに気きづく。こいつらに名な前まえはないのか？　と。

　呼よびかけるのに不ふ便べんでしょうがないのだ。

　ゴブリンと牙が狼ろうたちがふたり一ひと組くみになっていくのを尻しり目めに、

「村そん長ちょう、おまえらを呼よぶのに不ふ便べんだ。名な前まえをつけようと思おもうが、いいか？」

　俺おれがそう言いったとたん、ザワリ！　と周しゅう囲いの視し線せんが俺おれに集しゅう中ちゅうした。

　まわりで見けん物ぶつしていた、非ひ戦せん闘とう員いんのゴブリンたちもいっせいに動どう揺ようした視し線せんを向むけてくる。

「よ、よろしいの……ですか？」

　おそるおそる、といった感かんじで村そん長ちょうが問といかけてきた。

　なんだ？　何なにを興こう奮ふんしてるんだ？

「お、おう。問もん題だいないなら、名な前まえをつけようと思おもう」

　俺おれがそう言いい終おわったとたん、固かた唾ずをのんでこちらをうかがっていたゴブリンたちから、歓かん声せいが上あがった。

　いったいどうしたというんだろう？

　何なにやら、大だい・興こう・奮ふん！　といった感かんじの様よう子すなんだが……。

　名な前まえもらうのがそんなにうれしいなら、自じ分ぶんらでつければいいのに。

　俺おれはそのとき、そう気き楽らくに考かんがえていた。




　まず最さい初しょに、村そん長ちょうからだ。

　息むす子こにつけられた名な前まえをたずねた。〝リグル〟という名な前まえだったらしい。村そん長ちょうに〝リグル・ド〟＝リグルドと名なをつけた。名な前まえに意い味みはなく、語ご呂ろがいいからというだけの適てき当とうさで。

　息むす子こにはリグルを名な乗のらせ、自じ分ぶんに〝ド〟をつけろ！　と冗じょう談だんで言いったら、大おお真ま面じ目めに本ほん気きにされた。さらに、

「息むす子こにこの名な前まえをつがせる許きょ可かまでいただき、感かん涙るいにたえませぬ！」

　などと、大おおげさに喜よろこぶ始し末まつ。

　そんな適てき当とうにつけただけなので、若じゃっ干かん罪ざい悪あく感かんがよぎったが……。

　まあいいや！　と流ながすことにした。

　というわけで、ゴブリンリーダーの名な前まえは〝リグル〟である。二に世せいとかつけてもめんどうなだけだし、リグルでいいや。何なにやら、俺おれに祈いのりをささげるような体たい勢せいで感かん激げきしている。本ほん当とうに大おおげさな、よく似にた親おや子こだ。

　そんな感かんじでゴブリンに名な前まえをつけていった。ついでなので、見けん物ぶつしていた者ものも親おや子こなら名な前まえを確かく定ていさせていく。独ひとり身みや、孤こ児じにも名な前まえをあたえた。

　こいつらは、この先さき何なん年ねんもこの名な前まえを引ひきついでいくのだろうか……？

　孫まごが生うまれたら、村そん長ちょうは〝リグル・ドド〟。ひ孫まごが生うまれたら、ひ孫まごが〝リグル〟で村そん長ちょうは〝リグル・ドドド〟となる。本ほん気きか？　と言いわれそうな適てき当とうさなのだが……まあいいだろう。

　こうして俺おれは、名な前まえをつけていく。

　その俺おれに、

「リムル様さま……大たい変へんありがたいのですが……、その、よろしいのですか？」

　と、若じゃっ干かんあわて気ぎ味みに村そん長ちょうあらため、リグルドがたずねてきた。

「何なにがだ？」

「いえ、リムル様さまの魔ま力りょくが強きょう大だいなのは存ぞんじておりますが……その、そのように一いち度どに名なをあたえられるなど……大だい丈じょう夫ぶなのですか？」

　何なにを言いっているんだ？　名な前まえをつける程てい度どのことに何なにを……？

「む？　まあ、問もん題だいないだろ」

　そう言いって、名な前まえづけを再さい開かいした。

　それならば……などと、リグルドは何なにか言いいたげであったけど、俺おれの意い識しきには残のこらない。

　そして、ゴブリンの名な前まえをつけ終おわり、牙が狼ろう族ぞくの番ばんとなった。




　牙が狼ろうの新あらたなリーダーは、前ぜんボスの息むす子こであった。

　おやじに似にてたくましい身体からだつきに、すでに風ふう格かくもあわせ持もっている。

　その金きん色いろの瞳ひとみを見みながら、名な前まえを考かんがえる。

　そうだ！　嵐あらしの牙きばで〝ランガ〟。これでいこう！　またしても、安あん直ちょくに名な前まえを決きめた。

　自じ分ぶんのファミリーネームが嵐あらしだから、そのきばとして嵐らん牙が。

　まあ、名な前まえづけなんて適てき当とうでいいのさ。俺おれにそのあたりのセンスはない。

　俺おれが〝ランガ〟と名なづけたその瞬しゅん間かん、俺おれの体たい内ないから、魔ま素そがごっそりぬきとられる感かん覚かくがした。

　猛もう烈れつな虚きょ脱だつ感かん＊89が、俺おれをおそう！

　なん……だ、これ？　この身体からだに生うまれ変かわってから、感かんじたこともない疲ひ労ろう感かん。




《告こく。体たい内ないの魔ま素そ残ざん量りょうが一いっ定てい値ちを割わりこみました。低位活動状態スリープモードへと移い行こうします。なお、完かん全ぜん回かい復ふくの予よ想そう時じ刻こくは、三日みっか後ごです》




　意い識しきはある。

　俺おれに睡すい眠みんは、必ひつ要ようないのだから。

『大だい賢けん者じゃ』の声こえも聞きこえている。ゆっくりと、理り解かいが俺おれの心こころに到とう達たつした。

　魔ま素その使つかいすぎ……だと？　ＭマジックＰポイント＊90を使つかい切きったみたいなものか。

　しかし、いったい何なにをしたから魔ま素そを消しょう費ひしたんだろう？　今いままでの疲ひ労ろう蓄ちく積せきが一いっ気きに来きたとか？

　というか、そういう感かんじでもなかったのだが……。

　身体からだを動うごかそうとしても動うごかせない。

　低位活動状態スリープモードとは、冬とう眠みんみたいな感かんじになるようだ。寝ねてるわけではないのだが、身体からだが動うごかないのだ。

　リグルドが大おおあわてで、俺おれの身体からだを介かい抱ほうしている。

　もっとも、できることなどなく、たき火びのそばに設もうけられた上かみ座ざに座すわらされているだけなのだが。

　意い識しきはあるものの、できることはない。




　俺おれは、今いまの現げん象しょうについて考こう察さつする。

　名な前まえをつけていたら、魔ま素そ切ぎれを起おこしたのはなんでだろう？

　名な前まえをつけるのに、魔ま素そを消しょう費ひするとでもいうのだろうか？

　そういえば……牙が狼ろうリーダーに名な前まえをつけた瞬しゅん間かんに、大おおきく魔ま素そがぬけ落おちたような……。

　やはり魔ま物ものに名な前まえをつけるのには、魔ま素そを消しょう費ひするということでまちがいなさそうだ。

　その結けつ論ろんを出だすのに二日ふつかかかった。

　そう考かんがえると、リグルドが心しん配ぱいしていた理り由ゆうに思おもいいたる。

　ちょっと待まてよ……もしかして、魔ま物ものには常じょう識しきだった、とか？

　言いえよ!!　と思おもわなくもなかったが、聞きき流ながしていたのは自じ分ぶんだ。

　ここで文もん句くを言いったら八やつ当あたりだ。しかし、身体からだが自じ由ゆうに動うごいたら文もん句く言いっていただろう。

　八やつ当あたり？　そんなの知しらん。

　しかし、最さい初しょは俺おれの動うごきが止とまったことを心しん配ぱいしていたゴブリンたちだが……。

　いつの間まにか、俺おれの身体からだをふく係かかりをめぐって、熾し烈れつ＊91な争あらそいを行おこなうようになっていた。

　何なにをやっているのやら。冗じょう談だんではなく、こんなハーレムはかんべんしてもらいたい。

　なんというか……どこぞの、なでるとご利り益やくのある置おき物もののようなあつかいであったのだ。

　そして、三日みっかが経けい過かした。







　完かん　全ぜん　回かい　復ふく　！




　魔ま素その枯こ渇かつ＊92を起おこしたのだが、たおれる前まえよりも魔ま力りょくと魔ま素その総そう量りょうが上あがった気きがする。

　魔ま力りょくとは、操そう作さする力ちから。

　魔ま素そとは、使し用ようするエネルギーの素もと。

　そういう認にん識しきで、だいたい合あっていると思おもう。

　死しにかけると強つよくなる！　みたいな感かんじなのだろうか？

　一いっ瞬しゅん、試ためしてみるか？　と思おもったが、やめておこう。

　そこまでする必ひつ要ようを感かんじないし、死しにかけるつもりで死しんでしまったらしゃれにならん。

　何なにしろ、俺おれはすぐに一いっ線せんをこえてしまう男おとこなのだ。油ゆ断だんしたら負まけである。

　さて、と。

　俺おれが起おきだしたことに気きづき、作さ業ぎょうしていたゴブリンたちが集あつまってきた。

　外そとに出でていた牙が狼ろうたちも中なかに入はいってくる。

　それはいいのだ。だが、これはいったい……。

「おまえら……なんか、でかくなってない？」

　そう。

　体たい長ちょう百ひゃく五ご十じっセンチ程てい度どだったゴブリン。なのに、今いまは百ひゃく八はち十じっセンチはありそうだ。

　俺おれの目めの前まえにひかえたヤツなど、二にメートルこえていそうである。

　え？　ゴブリン……だよね？

　牙が狼ろうたちも、こげ茶ちゃ色いろだった体たい毛もうが漆しっ黒こくに変へん色しょくしており、あでやかな光こう沢たくを放はなっている。

　一ひと回まわり大おおきくなったようで、体たい長ちょうが三さんメートル近ちかくになった個こ体たいもいる。たしか、元もとは二にメートル程てい度どしかなかったハズ……。

　特とくに目めを引ひくのが、先せん頭とうを音おともなく歩あるいてきた個こ体たいであろう。

　その体たい長ちょうは五ごメートルに届とどきそうなほどで、異い様ような妖よう気きと風ふう格かくをただよわせている。俺おれがたおした牙が狼ろう族ぞくのボスを軽かるく凌りょう駕が＊93する巨きょ体たいは、明あきらかに上じょう位いの魔ま物ものとしての覇は気きをまとっていたのだ。

　額ひたいには特とく徴ちょう的てきな星ほし形がたのあざがあり、そこから見み事ごとな一いっ本ぽん角づのが生はえていた。

　ちょっとこわい。

　そんなヤバそうなヤツが、

「我わが主あるじよ！　ご快かい復ふく、心こころよりおよろこびつかまつります!!」

　そう言いいながら、流りゅう暢ちょう＊94な人じん語ごで語かたりかけてきた。

　まさか……こいつ、〝ランガ〟なのか!?

　この三日みっか間かんで、いったい何なにが？

　俺おれのとまどいをよそに、魔ま物ものたちは喜よろこびのおたけびを上あげはじめるのだった。
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　うーむ……。

　この三日みっか間かんで魔ま物ものたちは大おおきく育そだってしまった。

　おどろきである。

　これはそう……もはや、進しん化かと言いえる。

　名な前まえをつける、それは魔ま物ものの進しん化かをうながす行こう為いなのか？

　そういえば、ヴェルドラが名な前まえをやるうんぬん言いっていたが……。

　たしか、〝名無しネームレス〟や〝名持ちの魔物ネームドモンスター〟、とかなんとか。

　そうか！　魔ま物ものにとっては、名な前まえを得える＝〝名持ちの魔物ネームドモンスター〟という意い味み。それは、魔ま物ものとしての格かくを上あげることとなり、結けっ果か、進しん化かをうながすのだ。

　なるほど……、それで大おお喜よろこびしてたのか。

　俺おれの魔ま素そがごっそり吸すい取とられた理り由ゆうも、これでハッキリしたわけだ。




　魔ま物ものの進しん化かはすさまじい。

　育そだったというより、もはや、別べつの魔ま物ものと言いっていいほどだ。

　ゴブリンのにごっていた目めはキラキラとかがやき、知ち性せいの光ひかりを放はなっている。

　メスゴブリンにいたっては……なんと！　それなりに女じょ性せいっぽくなっていた。

　おどろきすぎて声こえも出でない。

　え？　……え!?

　と、二に度ど見みしたほどである。

　サルに近ちかい、子こ鬼おにのような魔ま物ものだったのに。

　オスのゴブリンは、〝ホブゴブリン〟に。

　メスのゴブリンは、〝ゴブリナ〟に。

　それぞれ進しん化かしていた。

　リグルドに聞きいたところ、〝世せ界かいの言こと葉ば〟が聞きこえたそうだ。

　これは進しん化かした者ものすべてが聞きいたらしく、とてもめずらしいことなのだ！　と、興こう奮ふんして語かたってくれた。

　しかし、非ひ常じょうにまずい。

　ボロ布ぬので全ぜん身しんをおおえていたメスゴブリンたちだったが、進しん化かのせいか、出でるところが出でて色いろっぽいのだ。

　もはや、メスゴブとバカにできない。

　オスはそれを見みて、非ひ常じょうにうれしそうである。

　自じ分ぶんたちは腰こし布ぬのしか巻まいていないというのに……。

　まずは衣い食しょく住じゅう、その最さい初しょの衣いからなんとかしないとだめなようだ。




　それとは別べつの問もん題だいとして、〝ランガ〟だ。

　俺おれが回かい復ふくしたのがよほどうれしかったのか、まとわりついてはなれない。

　モフモフ好ずきにはたまらないかもしれないが、俺おれはどちらかといえば、ネコ派はだ。

　まあ、きらいじゃないけど。

「で、ランガ……俺おれはおまえの名な前まえしかつけてないハズだが、なんで牙が狼ろうたち全ぜん員いん進しん化かしてるんだ？」

　そう、俺おれはランガの名な前まえをつけた時じ点てんで魔ま素そ切ぎれを起おこしたのだが……。

「我わが主あるじよ！　我われら、牙が狼ろう族ぞくは〝全ぜんにして個こ〟なのです。同どう胞ほうはみなつながっておりますゆえに、我わが名なは種しゅ族ぞく名めいとなったのです！」

　ふむふむ。

　共きょう通つうの名なとして、種しゅ族ぞく全ぜん体たいが進しん化かしたのか。

　彼かれによると、前まえのボスは〝全ぜんにして個こ〟であることを信しんじきれていなかった、とのこと。

　もし信しんじていれば、あの戦たたかいはもう少すこし別べつの形かたちになっていたかもしれない。

　それに対たいし、ランガは同どう胞ほうへの完かん全ぜん支し配はいをなしとげたそうだ。それにより、牙が狼ろう族ぞくから嵐牙狼族テンペストウルフへと、種しゅ族ぞく進しん化かを成せい功こうさせたとのことだった。

　まあ、要ようするに強つよくなった！　と言いいたいのだろう。

　とてもほめてほしそうにしているので、

「よかったな！」

　と声こえをかけると、ちぎれんばかりにしっぽを振ふっていた。巨きょ体たいに似に合あわずかわいらしい。

　しかし、五ごメートルの化ばけ物もののようなでかさのオオカミにしっぽを振ふられると、風ふう圧あつで飛とばされそうになった。

「ちょっとは迷めい惑わくを考かんがえろ！」

　俺おれがそう言いってにらむと、しょんぼりしていたのが笑わらえた。しかも、体たい長ちょうが三さんメートル程てい度どに小ちいさくなったのだ。どうやら大おおきさを自じ在ざいに調ちょう節せつできるようである。

　便べん利りなものだと感かん心しんしつつ、ふだんはその姿すがたでいるようにと命めい令れいしたのだった。




　しかし問もん題だいは、こいつらをどこで飼かうかということだ。

　ペアになったオオカミとホブゴブは、いっしょに寝ね泊とまりしているようだが……というか、家いえがなくなったので、オオカミの毛け皮がわを布ふ団とんがわりにしているようだ。着きるものも問もん題だいだが、家いえも問もん題だいだった。

　さて、どうしたものか。
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　目めの前まえに、山やまのように積つまれた食しょく物もつがあった。

　衣い食しょく住じゅう、食しょくの事じ情じょうを確かく認にんした俺おれの質しつ問もんに対たいする、答こたえである。

　俺おれが魔ま素そを使つかい果はたすと同どう時じに、みなも進しん化かが開かい始ししたらしい。

　進しん化かは一いち日にちで完かん了りょうし、そのお祝いわいと戦いくさのあとのうたげを、いっしょに行おこなうことにした！　と。

　しかし、俺おれの回かい復ふくがまだだったので許きょ可かをもらえず、先さきに食しょく物もつだけ集あつめていたそうだ。

　魔ま素そ切ぎれを起おこしている最さい中ちゅう、俺おれの身体からだをふくのをうばいあってるのには気きづいたが、進しん化かや食しょく材ざい集あつめをしているのは認にん識しきできなかった。低位活動状態スリープモードとは、非ひ常じょうに無む防ぼう備びになるようだ。今こん後ごは注ちゅう意いが必ひつ要ようだろう。

　だが、俺おれの命めい令れいを待またずできることをしようという意い思し、これは評ひょう価かできる。進しん化かしたことにより、知ち性せいが大おお幅はばに上じょう昇しょうしているようだ。肉にく体たいよりも精せい神しんのほうが、より大おおきな影えい響きょうを受うけているのかもしれない。

　食しょく事じについてだが、進しん化かする前まえのゴブリンだったとき、木きの実みや食しょく草そうを集あつめたり食たべられる魔ま物ものや動どう物ぶつを狩かったりして、暮くらしていたようだ。

　現げん在ざい、嵐牙狼族テンペストウルフと行こう動どうするようになったおかげで、行こう動どう範はん囲いが格かく段だんに広ひろがった。

　おどろくことに、ペアとなった者もの同どう士しでも『思し念ねん伝でん達たつ』ができるようになったらしい。

　騎き馬ばよりも優ゆう秀しゅうな、オオカミを駆かるゴブリンたち。
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　もはや、単たん純じゅんな戦せん闘とう力りょくは足たし算ざんでは語かたれないかもしれない。今いままでは勝かてなかった魔ま物ものでも、簡かん単たんに狩かることができるようになった模も様よう。この二日ふつかで、これまでにないほどの食しょく材ざいを集あつめることができたそうだ。

　しかし、だ。

　森もりのめぐみにたよるだけの生せい活かつは、何なにかあったときに困こまる。いずれは、農のう耕こうなんぞをしこむことにしよう。食しょくの安あん定てい供きょう給きゅうは、豊ゆたかな生せい活かつを送おくるうえでの基き本ほんだしな。

　農のう耕こうに適てきした作さく物もつや、米こめを生せい産さんするための稲いねにいたっては、品ひん種しゅがあるのか調しらべることからはじめなければならないけれども……それは今こん後ごの課か題だいだ。

　今日きょうは何なにも考かんがえずに、うたげを楽たのしむことにしよう。

　その日ひ、進しん化かを祝いわい、戦いくさの終おわりを祝いわい、俺おれの回かい復ふくを祝いわい、うたげは夜よるおそくまで続つづいたのだった。




　明あくる日ひ。

　すべての者ものを集あつめさせた。

　今こん後ごの課か題だいは山さん積せきしているが、もっとも重じゅう要ようなことがらを伝つたえる必ひつ要ようがある。

　それは、この村むらで生せい活かつするルール！

　こういうことは、最さい初しょに決きめておく必ひつ要ようがある。

　集しゅう団だん生せい活かつにはルールは必ひっ須す。日に本ほん人じんなら当とう然ぜんの感かん覚かくである。

〝ルールとは、守まもらせるものであり、守まもるものではない！〟

　などとたわけたことを言いう大人おとなもいたが（主おもに俺おれとか）、そんなことではだめなのだ！

　基き本ほんの三みっつだけ考かんがえた。

　この三みっつは、最さい低ていでも守まもらせたい。

　その他ほかの細こまかいルールは、丸まる投なげする予よ定ていだ。

「集あつまったかな？　では、ルールを発はっ表ぴょうする！　ルールは三みっつ。最さい低ていこの三みっつは守まもってほしい」

　そう声こえをかけ、三みっつのルールを発はっ表ぴょうした。


　一いち、人にん間げんをおそわない。




　二に、仲なか間ま内うちで争あらそわない。




　三さん、他た種しゅ族ぞくを見み下くださない。



　この三みっつである。

　いろいろ考かんがえすぎるともっと増ふえていくが、最さい初しょから守まもれるとも思おもえない。俺おれにとって、大だい事じと思おもえることを挙あげてみた。さて、反はん応のうはどうだろうか？

「よろしいでしょうか！　なぜ、人にん間げんをおそってはならないのでしょうか？」

　リグルが質しつ問もんしてきた。

　リグルドが、鬼おにの形ぎょう相そうで息むす子こをにらみつける。俺おれの意い思しに反はんする行こう動どうに映うつったのか？

　もっと気き軽がるに接せっしてくれてもいいのだが。

「簡かん単たんな理り由ゆうだ。俺おれが人にん間げんを好すきだから！　以い上じょう」

「なるほど！　理り解かいしました！」

　え？　理り解かい……しちゃったの？　いやいや、そんな簡かん単たんに？

　だが、みなの顔かおを見み回まわしても、不ふ満まんを持もつ者ものがいない感かんじ。もっと反はん論ろんが来くるかと思おもったのに、肩かたすかしもいいところだ。

「ええとな、人にん間げんは集しゅう団だんで生せい活かつしてる。手てを出だすと、大おおきな反はん動どうがくる場ば合あいもある。本ほん気きで向むかってこられると、太た刀ち打うちできないだろう。そういうわけで、こちらからは手て出だし禁きん止しとする。それに、仲なか良よくするほうがいろいろと得とくだしな……」

　しかたないので、用よう意いしておいた建たて前まえの言いい訳わけを述のべておいた。

　言いうまでもなく、人にん間げんが好すき！　というのが本ほん音ねだ。なんせ、元もと人にん間げんだし。

　この俺おれの説せつ明めいに、ランガは深ふかくうなずいている。何なにやら思おもうところがあった様よう子す。

　彼かれとしても、人にん間げんに手てを出だすのはまずい理り由ゆうがあるのだろう。

　ホブゴブリンたちはより深ふかく納なっ得とくした！　という表ひょう情じょうになったのでよしとする。

「他ほかに何なにかあるか？」

「他た種しゅ族ぞくを見み下くださない……というのは？」

「いや、おまえら進しん化かして強つよくなっただろ？　調ちょう子しに乗のって、弱よわい種しゅ族ぞくにえらそうにするなよ！　って意い味みだよ。ちょっと強つよくなったからといって、えらくなったとかんちがいするな。いつか相あい手てが強つよくなって、仕し返かえしされてもつまらないだろ？」

　みな熱ねっ心しんに聞きき入いってくれた。

　大だい丈じょう夫ぶそうだ。

　忠ちゅう告こくしたとしても、言いうことを聞きかない者ものも出でるだろうけど。

　それでもトラブルの原げん因いんは、なるべく少すくなくなるほうがいい。

「そんなところだ。なるべく守まもるようにしてくれ！」

　そう言いって、俺おれはこの村むらでの新あたらしいルールを決きめたのだった。

　みなうなずき、了りょう承しょうの意いを示しめした。

　こうして、新あらたな共きょう同どう生せい活かつの幕まくが開あけたのだ。




　さて、ルールの策さく定ていのあとは役やく割わり分ぶん担たんである。

　村むらの周しゅう囲いの警けい戒かいを行おこなう者もの。

　食しょく料りょうを調ちょう達たつに行いくチーム。

　村むらでの生せい産さん用ようの素そ材ざいを集あつめに行いくチーム。

　家いえや、道どう具ぐ類るいなどを整せい備びする者ものたち。

　村むらの警けい戒かいは、『思し念ねん伝でん達たつ』の可か能のうな嵐牙狼族テンペストウルフの余あまりの者ものに行おこなわせる。

　ペアの残のこりは七ななひきだったが、ランガが俺おれにべったりなので残のこり六ろっぴきで警けい戒かいを行おこなわせた。

　細こまかい割わり振ふりは、元もと村そん長ちょうであるリグルドに任まかせることにする。

「リグルド、君きみを、〝ゴブリン・ロード〟に任にん命めいする！　村むらをうまく治おさめるように」

　ぶっちゃけ、丸まる投なげである。

　それこそ、思おもいっきり全ぜん力りょくで放ほうり投なげた感かんじだ。

　だが、考かんがえてみてほしい。

　生せい前ぜんの俺おれの仕し事ごとは、ゼネコン勤きん務むだった。統とう治ちとか無む理りなのだ。何なにより、この村むらにしばられてしまい、人にん間げんの町まちに行いくことができなくなっても困こまるわけである。

　ここは多た少しょう強ごう引いんにでも、うまく引ひき受うけさせねばならない。

　そう思おもっていたのだが──

「はは!!　このリグルド、この身しん命めいを賭として＊95その任にん、引ひき受うけさせていただきます!!」

　感かん涙るいにむせびながら、あっさり引ひき受うけてくれた。

　うん。俺おれは基き本ほん、口くちだけ番ばん長ちょうでいいや。

〝君くん臨りんすれども、統とう治ちせず〟

　とてもいい言こと葉ばだと思おもう。たまに口くちだけ出だそう。

　しっかし、このリグルド。よぼよぼでしわくちゃの死しにかけたゴブリンだったのだが……今いまでは筋きん骨こつ隆りゅう々りゅう＊96のたくましい、壮そう年ねん＊97のホブゴブリンである。下へ手たしたら、息むす子このリグルより強つよいのではなかろうか？　いったい全ぜん体たいどういうことやら……まさに、魔ま物ものは摩ま訶か不ふ思し議ぎといったところか。

「うむ。任まかせた！　で、家いえを建たてる様よう子すを見みていたが、下へ手ただな」

　ぶっちゃけ、家いえと呼よべたしろものではなかった。しょせんはゴブリンなので、技ぎ術じゅつ的てきなものなど期き待たいできないのはしかたないのだが。

「おはずかしい話はなしです……。今いままでは、そこまで大おおきな建たて物ものなど必ひつ要ようでなかったもので……」

「ふむ。まあ、大おおきくなったしな。あとは、衣い服ふく関かん係けいだが……ちょっと露ろ出しゅつがひどすぎる。調ちょう達たつできないのか？」

「あ！　今いままで何なん度どか取とり引ひきをしたことのある者ものたちがおります。その者ものたちからならば、衣い服ふくの調ちょう達たつなども行おこなえるやもしれませぬ。器き用ような者ものたちなので、家いえのつくり方かたも存ぞんじておるやも！」

　ふむ。

　俺おれもゼネコン勤きん務むだったので、良よし悪あしはわかるのだが、自じ分ぶんにできることは日にち曜よう大だい工くレベル。

　指し導どうするほど、技ぎ術じゅつを持もっているわけではない。そこへ来きて、指し導どうしてもらえるかもしれない取とり引ひき相あい手てがいるというのなら──行いってみるのがよさそうだ。

「なるほど。行いってみるのもいいかもしれないな。で、何なにで取とり引ひきしていたのだ？　金かねか？」

「いえ、冒ぼう険けん者しゃの身みぐるみをはいだ金きん銭せんなども多た少しょうはありますが、使つかわずに保ほ管かんしてあります。金かねよりも、物ぶつ々ぶつ交こう換かんや雑ざつ用ようで物ぶっ資しを工く面めんしてもらっておりました。我われらの道どう具ぐは、その者ものたちに用よう意いしてもらったものなのです」

「ほう。で、なんていう者ものたちだ？」

「ドワーフ族ぞくです」

　ドワーフ！　鍛か冶じの達たつ人じんというイメージの、あの有ゆう名めいな種しゅ族ぞくか。

　行いくしかない！

　そもそも、服ふくに気きを取とられていてあと回まわしにしていたが、こいつらの武ぶ具ぐもたいがいひどい。

　よろいなんて、ボロ布ぬのと大たい差さなしだったが、今いまはサイズが合あわないのかだれもつけていない。

　そこらの改かい善ぜんも必ひつ要ようがあるし、この際さいいっしょに問もん題だいが片かたづきそうだ。

　だが、冒ぼう険けん者しゃからの略りゃく奪だつ品ひんで使つかえそうなのは残のこっていないというし、保ほ管かんしてあるお金かねも少すこししかないという。何なにで取とり引ひきしたらいいだろう？

　今いま考かんがえてもしかたないか……。

「行いってみる。リグルド、準じゅん備びは任まかせてもいいか？」

「!!　お任まかせください！　今日きょうの昼ひるには、すべての用よう意いを整ととのえましょうぞ！」

　大おおはりきりのリグルド。

　ここは任まかせよう。金かねもあるだけ用よう意いしてくれるだろう。とはいえ期き待たいは禁きん物もつだが。

　この世せ界かいの通つう貨かか……紙し幣へいだったら大おお笑わらいだな。

　考かんがえてみれば、俺おれ自じ身しん、何なにも身みにつけていないのだ。この世せ界かいに通つう貨かの概がい念ねんがあっただけ、まだよかったと言いえる。あるとは思おもっていたけど、流りゅう通つう形けい態たいがどうなっているのか知しらないわけだし。

　人にん間げんの町まちに行いくなら、金きん銭せん価か値ちも調しらべないといけないな。

　まあ、それもドワーフに会あってみてからだ。このところバタバタしていたし、見けん物ぶつがてらのんびりドワーフに会あいにいくとするか。

　いつかは人にん間げんの町まちに行いくことになる。その前まえに、ドワーフの町まちを見けん学がくするのもいい経けい験けんだ。

　亜あ人じん種しゅではあるが、ドワーフの住すむところは結けっ構こうな大おおきさの町まちであるらしい。なんでも、王おう様さまもいるらしいのだが、さすがにゴブリンでは会あうこともできなかったそうだ。

　もっとも、街まちに入はいれただけでもたいしたものだ。




　ゴブリンに対たいする差さ別べつとか、大だい丈じょう夫ぶだろうか？

　俺おれ、一いち応おう魔ま物もののスライムなのだが、おどろかれたりしないだろうか？

　いろいろと不ふ安あんはあるものの、ドワーフに会あえる期き待たいのほうが大おおきい。

　俺おれは、ひさしぶりにワクワクとした気き持もちになって、その夜よるを過すごしたのだった。
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＊51 バジリスク…ヘビの王おうである怪かい獣じゅう。相あい手てをにらみつけるだけで命いのちをうばう力ちからを持もつ。

＊52 分ぶん岐きする…道みちなどが分わかれる。

＊53 凄せい烈れつ…すさまじく激はげしい様よう子す。

＊54 スプラッタ…血ちが飛とび散ちるなど、残ざん酷こくな様よう子す。

＊55 捕ほ捉そくする…とらえる。

＊56 擬ぎ態たい…自じ分ぶんの姿すがたを、他ほかのものの姿すがたに似にせること。

＊57 スペア…予よ備び。

＊58 オートマッピング…ＲアールＰピーＧジーなどのゲームで、プレイヤーが通とおった道みちが表ひょう示じされる地ち図ず。

＊59 邪じゃ道どう…正ただしくない方ほう法ほう。

＊60 体たい躯く…体からだ。

＊61 テンプレ…「テンプレート」の略りゃくで、ありきたりであること。

＊62 強きょう靭じん…強つよくてしなやかなこと。

＊63 一いち瞥べつする…ちらっと見みる。

＊64 平へい伏ふく…両りょう手てをつき、頭あたまが地じ面めんにつくほど深ふかく礼れいをすること。

＊65 謙けん遜そん…ひかえめな態たい度どをとること。

＊66 覇は権けん…支し配はいする力ちから。

＊67 真しん摯し…真ま面じ目めで一いっ生しょう懸けん命めいなこと。

＊68 傲ごう岸がん不ふ遜そん…いばって、相あい手てを見み下くだすこと。

＊69 大おお仰ぎょう…大おおげさ。

＊70 覇は者しゃ…天てん下かを治おさめる者もの。

＊71 穀こく倉そう地ち帯たい…米こめや麦むぎなどの穀こく物もつを多おおくつくっている地ち域いき。

＊72 隣りん接せつ…となり合あっていること。

＊73 狡こう猾かつ…ずるくて悪わるがしこいこと。

＊74 同どう胞ほう…同おなじ民みん族ぞく。

＊75 肥ひ沃よく…土と地ちが豊ゆたかで、農のう作さく物ぶつがよく実みのること。

＊76 睥へい睨げいする…横よこ目めでにらみつける。

＊77 咆ほう哮こうする…ほえさけぶ。

＊78 斥せっ候こう…敵てきの様よう子すを探さぐること。

＊79 卑ひ小しょう…ちっぽけで、とるにたらないこと。

＊80 老ろう獪かい…いろいろな経けい験けんを積つんでいて、悪わるがしこいこと。

＊81 胆たん力りょく…ものごとに動どうじない気き力りょく。

＊82 矮わい小しょう…小ちいさいこと。

＊83 蘇そ生せい…生いき返かえること。

＊84 目めはしが利きく…機き転てんが利きく。

＊85 戦せん端たんが開ひらかれた…戦たたかいがはじまった。

＊86 阻そ害がい…じゃますること。

＊87 矢や狭ざ間ま…矢やを射いるために開あけられた穴あな。

＊88 狼ろう狽ばいする…あわてふためく。

＊89 虚きょ脱だつ感かん…体たい力りょくがなくなる感かん覚かく。

＊90 ＭマジックＰポイント…魔ま法ほうを使つかうときに必ひつ要ような「精せい神しん力りょく」。

＊91 熾し烈れつ…激はげしいこと。

＊92 枯こ渇かつ…つきてなくなること。

＊93 凌りょう駕がする…他ほかのものを上うわ回まわる。

＊94 流りゅう暢ちょう…言こと葉ばがすらすらと出でること。

＊95 身しん命めいを賭とす…命いのちをかけてがんばる。

＊96 筋きん骨こつ隆りゅう々りゅう…体からだつきがたくましいこと。

＊97 壮そう年ねん…働はたらきざかりの年としごろ。





























本書は二〇一四年六月に小社より刊行された

『転生したらスライムだった件①』を上・中・下巻に分冊し、

児童向けの表現に一部調整して、漢字にふりがなをつけたものです。
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